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体育授業における｢学習内容｣に関する実践的研究

【序論】

問題の所在及び目的

体育授業において,筆者は子どもに｢こんな

ことよりもドッジボールしようよ｣, ｢逆上がり

できたから,もう鉄棒やらなくていいんでしょ｣

といった言葉を言われたことがある｡いまやっ

ている運動がっまらない,おもしろくないから

ドッジボールをやりたい,あるいは,やってい

る逆上がりができるようになったから,もう運

動はしたくないのである｡子どもが言ったこれ

らの言葉が意味することは何だろうか｡これま

での体育授業では,子どもを学習者として捉え

てきたにもかかわらず, ｢学習内容｣を｢学ぶべき

モノ｣として,よりたくさん,よりはやく獲得す

ればいいいとされてきたため,子どもを｢でき

る｣,｢できない｣という尺度でしかみることがで

きず,体育嫌いを招いてしまった｡さらに,揺

業研究においても,いかに教えるかという学指

導方法に力が注がれるという量的研究が重視さ

れてきた｡

この反省から,状況と文脈に応じて変化して

いく｢学んでいるコト｣という見方をし,自己,

他者,モノとの相互性による生成過程の中に｢学

習内容｣は生じるという考え方がされるように

なった(状況主義的学習論)0

前述の子どもの叫びは,運動するというコト

は, (何を)意味しているのかという意味の喪失

(学びの空洞化)を招いているということを物

語っている｡よって, (何を)学んでいるのかと

いう視点から, ｢学習内容｣をもう一度問うてみ

る必要がある｡

そこで,本研究では,状況主義的学習論の立

場に立ち, (何を)学んでいるのかという(何を)

が意味する｢学習内容｣を実践的に問い直すこと

を目的とする｡

研究の進め方

(1)状況主義的学習論の立場に立った体育授

業における｢学習内容｣の現状を把握するた

保健体育科教育学分野 篠原 充

め,文献により整理し,問題点を取り上げ,

体育授業にて実践的に研究する視点を明ら

かにする｡

(2) (1)であげられた視点を手がかりとし

て, 2つの体育授業実践の研究方法を示す

ために,研究の質的転換を図ることで, (1)

で取り上げた先行研究による｢学習内容｣の

問題点を突破する可能性を述べる｡

(3) (2)で示した研究方法をもとに,跳び

箱運動における｢学習内容｣を問い直すため

に,状況主義的学習論に依拠した体育授業

として実践1(跳び箱運動)を取り上げる｡

(4) (3)から導き出された問題点をもとに

して,マット運動における｢学習内容｣を問

い直すために,実践2 (マット運動)を取

り上げる｡

(5) (3)と(4)の2つの体育授業実践を通

して,体育授業における｢学習内容｣を問い

直すために, ｢学習内容｣がどういうことに

なっていたのか, ｢学習内容｣が変化すると

体育授業はどう変わるのかを提示する｡

【本論】

第Ⅰ幸 先行研究の検討

本章の目的は,状況主義的学習論の立場に立

った体育授業における｢学習内容｣の現状を把握
することである｡

状況主義的学習論の立場に立った体育授業

の構築に向けて,授業論の視点から,松田

(2001)は自己,他者,モノとのかかわりによ

って運動が生じ,このことを運動の世界とみる
という｢かかわり論｣を提示している｡岡野

(2003, 2004)は松田の｢かかわり論｣をもとに

して, ｢かかわり合い｣の全体性, ｢学びとプレイ

(遊び)の意味世界｣を提示している｡このこと

は運動を関係的にみようとしていることを意味

している｡しかし,運動の世界を関係的にみて

いく上で,実際,体育授業の単元を構想するた

めに｢学習内容｣をどうやって内容構成するのか



という単元論が問題点として残った｡

そこで,岡野(2006)は青木(1995)の単元

の構想をもとにしながら, ｢正統的周辺参加｣か

ら単元構成の手がかりを提示している｡ ｢運動の

世界｣は正統で本物な運動の文化的実践として

の共同体を単元として構成するということであ

り,意味生成の指標として｢文化の中心的な活動

(中心的なおもしろさ) ｣を位置づけている｡し

かし,中心的なおもしろさをどのように導くの

かについては言及していない｡

森島(2006)は,運動は文化の歴史的発展を

促してきたものであるから,歴史的にみて,不

変的な性格のものを｢文化的特性｣と呼び,体育

授業を構想する際,運動の文化を歴史的に概観

し,不変項を探っていくという作業が必要であ

ることを示している｡子どもが体育授業で運動

している意味を見出せないでいることに対して,

先人と同様に,運動のおもしろさに参加し,そ

のおもしろさを共有し共感しながら学びが進め

られることで,子どもにとっての学びの復権も

対象範囲としている｡

しかし,単元としてのまとまりで捉えて｢学

習内容｣を内容構成している実践がないという

問題が残った｡

第Ⅱ章 質的研究による研究の方法

本章の目的は,体育授業実践の研究の方法を

示すことである｡

これまでの体育授業研究は, ｢過程一産出モデ

ル｣によって,授業と学習の効率化が促進されて

きたが,教室を｢ブラック･ボックス｣と見なし,

教室のできごとの多義性を軽視してきた｡子ど

もが(何を)しているのかという｢学習内容｣を

問わずに量的研究によって体育授業研究が進め

られてきたことで,学びの空洞化を助長してき

た｡ところが,体育授業では,運動するという

からだの動きだけでなく,運動することにとも

なって発せられる言葉,その時の表情,場の雰

囲気といった状況を表すできごとは多岐に渡っ

ている｡そこで,量的研究から質的研究-の質

的転換を図り, 2つの体育授業実践を取り上げ,

運動を歴史的視点で紐解くことで文化的特性を

導き出す｡そして,文化的特性から運動の中心

的なおもしろさを設定し, ｢学習内容｣として内

容構成する授業実践を行うことで,前章で浮か

び上がった,子どもが運動することの意味を問

い,体育授業が抱える｢学習内容｣とは何かとい
うことを実践的に問い直すという可能性を秘め

ていると考えられる｡

実践1と実践2とも, ｢授業実践一記録一記

述一解釈｣という一連の調査行為からなる方法

を用いた｡

第Ⅲ章 実践1 (M県K小学校6学年r跳び乗

る･跳び越す｣[跳び箱運動])

本章の目的は,跳び箱運動における｢学習内

容｣を問い直すことである｡

跳び箱運動の歴史的変遷を辿ってみると,跳

び箱運動の原型は中世の乗馬訓練による｢跳び

乗り｣であり,ブリューゲル作｢子どもの遊戯｣

では,馬乗り遊びをしている子どもたちが描か

れていることから,馬に跳び乗ることに由来し

ていると言える｡所謂,馬乗り遊びである｡そ

こで,これまでの跳び箱運動で跳び越せなかっ

たから失敗とみなされてきた｢跳び乗る｣という

跳び箱運動の文化的特性にスポットを当てるこ

とにした｡思いきり跳び乗ることに挑戦する過

程で,勢い余って思わず跳び越してしまったと

いうことも予想される｡従来の｢跳び越す｣とい

う克服型としての結果に導かれる過程としての

｢跳び乗る｣ではなく,思いきり｢跳び乗る｣とい

うコトの延長過程である｢跳び越す｣として捉え

る(図1)0

図1 ｢跳び乗る.跳び越す｣の関係

跳び箱運動の中心的なおもしろさを｢腕支持

で跳び乗ったり跳び越したりすることのおもし

ろさ｣とする｡跳び箱運動実践における学習過程

は表1に示すとおりである｡



表1跳び箱運動における学習過程

1

2

3

4

5

腕支持で

馬乗り(個人.チーム)[長さ.人]

馬乗り(チーム)[長さ.人]

立てたセーフティマット[高さ.モノ]

積み重ねたマット(ステージ上)

[高さ.モノ]

積み重ねたセーフティマット

跳び乗ろう [長さ.高さ.モノ]

積み重ねたマット(フロア上)

[長さ.高さ.モノ]

積み重ねたセーフティマット

[長さ.高さ.モノ]

6 腕支持で

跳び越そう

跳び箱[長さ.高さ.モノ]

7 ｢跳び乗る.跳び越す｣を振り返ろう

第5時のセーフティマットを積み重ねた場で,

腕支持で前方宙返りして跳び乗るようになった

子は,自分のからだを包み込んでくれるセーフ

ティマットがあったからこそ,腕支持して前方

宙返りして跳び乗るようになったと言っていた｡

この子にとって,自分のからだをセーフティマ

ットに委ねたからこそ,跳び乗りが生じたと考

えられる｡しかし,第6時の跳び箱の場では,

腕支持してかかえ込んで跳び乗り跳びおりると

いうことになっていた｡この子は,何回も疑問

の声を挙げている｡この時は,自分にとって跳

び箱はとてもかたくて,こわくて跳び乗り(跳

び越し)をさせてくれるモノでなかったと言え

る｡そこで,跳び箱にマットをかけると,腕支

持して頭はね跳びをするようになった｡この子

にとって,前時のセーフティマットのように,

自分の腕支持して頭はね跳びという跳び越しを

させてくれるように,跳び箱に自分を委ねてい

たのではないかと考えられる｡

第Ⅳ章 実践2 (M県K小学校3学年r粍谷く

んになろう｣[器械･器具を使っての運動(基

本の運動) ])

本章の目的は,前章から導き出された問題点

をもとにして,マット運動における｢学習内容｣

を問い直すことである｡

マット運動の歴史的変遷を辿ってみると,マ

ット運動の原型は紀元前2000年までさかのぼ

った曲芸師のアクロバットダンスや,子どもの
遊びとして行われていた｢でんぐり返し｣である｡

ブリューゲル作｢子どもの遊戯｣には｢でんぐり

返し｣をする子どもが描かれている｡からだが順

に接地し伝導しながら転がることから, ｢順次接

転すること｣というマット運動の文化的特性に

スポットを当てることにした｡中心的なおもし

ろさを｢順次按転しながら前転することのおも

しろさ｣と設定した｡その際,子どもと教師にと

ってわかりやすい｢椛谷くんになろう｣という主
題(テーマ)で,授業者(粍谷くん)が提示し

た3つの前転(背支持前転,ゆうれい前転,か

かえこんだゆうれい前転)をすることによって,

運動(技)だけでなく, 3つの前転の感じ方(意

咲)をセットにして,マット運動の転換を図っ

た｡順次接転前転の本物の魅力を知っている授

業者(粍谷くん)は,文化的実践者(順次按転

前転実践者)と言える｡マット運動実践におけ

る学習過程は表2に示すとおりである｡

表2 マット運動の学習過程

<｢粍谷くんになろう｣>

3つの前転を提示

主題を確認し合う

順次接転前転の感じ方を探究していこう
′

･′

自分の転がりみつけ

第4時に,マットを積み重ねた場で,後転(ゆ

うれい後転)を連続してやった子がいた｡この

転がりは本単元の中心的なおもしろさとして設

定した｢順次接転しながら前転することのおも

しろさ｣という学習の枠組にはそぐわない転が

りである｡しかも,おもしろくて笑っているの

である｡この子はこれまでに3つの前転を｢か

らだ全部がっく感じ｣がすると言ってきた｡この

子の転がりは｢からだ全部がっく感じ｣のまま後

転しているようにみられた｡しかも,この転が

りがおもしろくて何回も連続してやっているの

である｡この子は,順次接転の心地よさを感じ

ていたのではないかと考えられる｡順次接転し

ながら前転することに加えて,順次按転しなが

ら後転することも, ｢からだ全部がつく感じ｣な

のであろう｡それは,この子にとって,マット

が自分の転がり(後転)をさせてくれるし,だ



からこそ自分も転がってみようということにな

っていたのではないかと考えられる｡

第Ⅴ章｢文化的内容｣としての体育授業

本章の目的は, 2つの体育授業実践を通して,

体育授業における｢学習内容｣を問い直すことで

ある｡

これまでの跳び箱運動は,どうしたら跳び越

えられるか(克服型),どうしたらもっときれい

に跳び越えられるか(達成型)ということが重

要視されてきた｡つまり, ｢圭一客｣という獲得

の｢学習内容｣になっていたと言える｡

実践1では,事例として考察された,腕支持

で前方宙返りして跳び乗ることと,腕支持して

頭はね跳びで跳び越すことも, ｢跳び乗る｣と｢跳

び越す｣という技がちがうけれど,子どもにとっ

て,自分がセーフティマットや跳び箱(モノ)

に委ねられる｢圭一主｣の｢相互主体｣という関係

になっていて, ｢相互主体｣という意味において,

｢跳び乗り｣も｢跳び越し｣も同じになっていたの

ではないかと考えられる｡跳び乗ること-｢圭一

主｣という｢相互主体｣,跳び越すこと-｢圭一客｣

という｢主客分離｣という固定化された図式では

ないのである｡

これまでのマット運動も｢両方の手のひらを

マットにしっかり着いて,おへそを見ながら小
さくなって,ボールが転がるようにまわるとい

う固定観念があった｡このことも,自分とマッ

トを｢圭一客｣という｢主客分離｣になってしまっ

ていた｡

実践2では,運動(技)と感じ方をセットに

して内容構成することで,自分の転がりの感じ

方を探究し,その感じ方によって新たな転がり

をみつけていくということになっていた｡つま

り,自分とマット(モノ)は｢圭一主｣という｢相

互主体｣の関係にあったと考えられる｡

技を易しい技から難しい技-配列して獲得

するという技術体系に沿って学習させていくこ

とではなく,運動を歴史的視点で紐解くことで,

運動の文化的特性を導き出し,運動の中心的な

おもしろさを設定することによって,内容構成

するだけでなく,自分とモノが｢圭一主｣という

｢相互主体｣の関係になっていることを本稿では

｢文化的内容｣とした｡

【結論】

まとめと今後の課題

本稿では,状況主義的学習論の立場に立ち,

｢学習内容｣を実践的に問い直すことを目的とし

て研究してきた｡

第Ⅰ章では,運動を関係的にみながら体育授

業を構想する際の手がかりとして,運動の中心

的なおもしろさを設定することが大切であるが,

単元としてのまとまりで捉えて｢学習内容｣を内

容構成している実践がないという問題が挙げら

れた｡

第Ⅲ章では,授業の質的転換を図る必要性か

ら,本実践を質的研究の立場から検証すること

で, ｢学習内容｣を実践的に問い直すことの可能

性を述べた｡さらに,本実践の研究の方法を示

した｡

第Ⅲ章では,跳び箱運動の授業実践事例を取

り上げ,自分がモノに委ねられるということが

｢跳び乗る｣ことや｢跳び越す｣ことを生じる｡し

かし,関係が変わると,自分がモノに委ねられ

なくなり, ｢跳び乗る｣ことが失敗であるという

従来の跳び箱運動の枠組みに戻ってしまうこと

が考察された｡

第Ⅳ章では,マット運動の授業実践事例を取

り上げ,マット運動の｢学習内容｣が運動(技)

+感じ方(意味)をセットにしていたというこ

とから,子どもが転がることの心地よさを感じ,

マット(モノ)が自分の転がりをさせてくれる

と考察されたo

第Ⅴ章では,これまでの体育授業が｢圭一客｣

の｢主客分離｣になっていて,運動を歴史的視点

で紐解くことで,運動の文化的特性を導き出し,

運動の中心的なおもしろさを設定することによ

って,内容構成するだけでなく,自分とモノが
｢圭一主｣という｢相互主体｣の関係になっている

ことが｢文化的内容｣になるということが考察さ

れた｡

しかし,運動の根源的な意味や運動の文化的

実践共同体を形成することについて不明瞭な点

があり,これらを明らかにしていくことが今後

の体育授業における実践的研究課題である｡
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【問題の所在及び目的】

子どもの叫び

これまでの体育授業において,筆者が構想した運動をしている時に,子どもから｢こんなこ

とよりもドッジボールしようよ｣, ｢逆上がりできたから,もう鉄棒やらなくていいんでしょ｣

といった言葉を言われたことがある｡ ｢いまやっていること(運動) ｣がつまらない,おもし

ろくないからドッジボールをやりたい,あるいは,できなかった逆上がりを何回もくり返し

練習してやっとできるようになったから,もう鉄棒運動はしたくないのである｡子どもが言

ったこれらの言葉が意味することは何だろうか｡

体育授業における｢学習内容｣の捉え方

｢学習内容｣をどう捉えるかという問題については,三つの学習論から研究が進められてき

た(市川, 1995;佐伯, 1998)0

一つには, ｢連合｣からなる行動主義的学習論である｡国家発展に役立っ人間を育成するた

めに,子どもは教育されるもの(被教育者)であり,教師が子どものからだを健康にするた

めに必要と考える運動を選択し,刺激物として与えていくものであるとした｡子どもは与え

られた運動を教師に言われる通りに反応(反復練習)していればよく, ｢刺激｣と｢反応｣の｢連

合｣が条件づけによって強くなることが学習であると考え,そこには,学習すべき内容がある

のではなく,からだの｢トレーニング(training) ｣があればよいとした(図1)0

:..,...i.＼?J･L･
図1 r連合｣としての体育授業(高島, 1992)

二つには, ｢獲得｣からなる認知主義的学習論である｡個体による知識獲得を学習とする｡

学習は本来子どもがすることであるという認識から,子どもを被教育者として受動的に捉え

るのではなく,子どもは自ら学習しようとする主体(学習者)として捉えようとしたo 学習

者が行う運動(運動種目)は,単なる発達刺激ではなく,学習する｢内容｣ (｢学習内容-学ぶ
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べきモノ｣)であり,学習者が内容としての運動に向かい,知識体系(技術体系)をどのよう

に獲得していくかという獲得処理に｢学習活動｣が起こるとした(図2)｡したがって,学ぶべ

きモノをよりはやく,よりたくさん身につける(獲得)するという合理的･効率的な学習を

追求してきた｡体育は,子どもの健康のための訓練として位置づく｢トレーニング｣ではなく,

子どもが学習の主体者となる｢ラーニング(learning)｣と言われる立場で行われたのである｡

学習指導要領からみても, 1953年(昭和28年)の小学校学習指導要領では,教科目標の下

位概念として｢学習内容｣を位置づけ登場させている｡ ｢学習内容｣とは, ｢体育科の立場から,

その時期の児童にぜひ学習させたいし,また学習することが可能であると考えられることが

ら｣とされた｡運動の技術を中心に,知識,ルール,マナー,健康で安全な運動の仕方が｢学

習内容｣であり,普遍的に価値あるものとして明確化されたのである｡

■
図2 ｢獲得｣としての体育授業(高島, 1992)

しかし,藤田(1995)は,学習がすべての学習者にとって等しく意味あるものだと前提す

ることは, ｢学習内容｣を実体化し,学習を実体化しているとしている｡今はあまり意味を持

たないが,将来役立つように準備しておこうとする側面が強調された｡獲得できた子はよい

千,獲得できなかった子はよくない子というような二極化を生んだ｡子どもを学習の主体者

(学習者)として捉えてきたにもかかわらず,依然として,運動を既存のモノとして,運動

体系をいかにはやく,たくさん獲得させるかということに向かわせたため,ズレを生じさせ

ていたという問題があった｡このことは,杉本ら(1983)や多々納(1990)の機能的特性の

批判的検討(｢楽しい体育｣論の批判的検討)にみられる｡

三つには, ｢参加｣としての状況主義的学習論である｡ ｢学習内容｣を先験的に決まっている

ものと実体化せず,他者(ヒト)や対象物(モノ･コト･自然など)といった状況と自己(学

習者)との,相互作用やかかわりの変化による生成過程の中で｢学習内容｣を捉える｡状況と

文脈に応じて常に変化していく｢学んでいるコト｣という見方をしている｡このことは,市川

が述べている｢学習者が学ぶということは,普遍的な知識や技能ではなく,人間や道具を含む

社会環境での振る舞いかたということになる｣ということと合致している(表1)0
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表1知的行動を研究する立場(市川, 1995)

行動主義 認知主義 状況主義

学習とは 刺激.反応の連合 知識構造の構築 文化的実践-の参加

キーワード

特徴的な方法論

条件づけ 表象 正統的周辺参加

反復.強化 情報処理 (LPP)

統制された実験 情報処理モデル 民族誌的観察.記述

背景となる学問 神経生理学 情報科学 文化人類学

進化論 人工知能 社会学

前述の｢子どもの叫び｣は,子どもが体育授業で運動することは､確かに自分のからだが動

くことなのだけれども,わたしのからだが動く(運動する)ということは, (何を)意味して

いるのか,自分はなぜからだを動かそうとするのかという意味の喪失(学びの空洞化)を招

いているということを物語っていると考えられる｡このことは, (何を)学ぶのか, (何を)

学ばせるのかといったことが欠如し,問題にされてこなかったこととも言える｡しかし,意

味を見出せない子どもに問題があるのではなく,子どもが受けている授業,教師(私)が行

っている授業が子どもにとって意味を見出せるコトとしての授業になっていないということ

に問題がある｡

したがって, (何を)学び, (何を)学ばせるのかという意味の視点から｢学習内容｣をもう

一度問うてみる必要がある｡このことは,他者や対象物といった状況と自己(学習者)との

相互性による過程を重視し,状況とのかかわりによって変化していく生成としての学びであ

るとする｢参加｣としての状況主義的学習論と考え方が一致している｡また, 1953年(昭和

28年)に教科目標の下位概念として位置づけされた｢学習内容｣概念の問い直しを意味してい

る｡体育授業における｢学習内容｣を検討していくことは, ｢学習内容｣を問題にしないという

体育授業に寄せられてきた今日的な課題に留まらず, ｢なぜ体育をやらなければいけないの｣

という学校体育の存在意義, ｢なぜ学校で学ばなければならないの｣という学校の存在意義と

いった根幹にかかわることに繋がる子どもの問いかけであり,
｢先生,何とかしてよ｣という

子どもの切なる叫びであると言える｡

そこで,本研究では, ｢参加｣としての状況主義的学習論の立場に立ち,体育授業実践を行

うことで,体育授業における子どもの運動を事例に, ｢学習内容｣がどのようなことになって

いるのか,また,意味解釈によっていかに見出されるのかを実践的に問い直すことを目的と

する｡
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【研究の進め方】

(1)状況主義的学習論の立場に立った体育授業における｢学習内容｣の現状を把握するため

に,体育授業論,単元論に関する文献から整理し,問題点を取り上げ,体育授業におい

て実践的に研究する視点を明らかにする｡

(2) (1)であげられた視点を手がかりとして, 2つの体育授業実践の研究方法を示すため

に,授業研究の質的転換を図ることで, (1)で取り上げた先行研究による｢学習内容｣の

問題点を突破する可能性を述べる｡

(3) (2)で示した研究方法をもとに,跳び箱運動における｢学習内容｣を問い直すために,

状況主義的学習論に依拠した体育授業として実践1 (跳び箱運動)を取り上げる｡

(4) (3)から導き出された問題点をもとにして,マット運動における｢学習内容｣を問い

直すために,実践2 (マット運動)を取り上げる｡

(5) (3)と(4)の2つの体育授業実践を通して,体育授業における｢学習内容｣を問い直

すために, ｢学習内容｣がどういうことになっていたのか, ｢学習内容｣が変化すると体育

授業はどう変わるのかを提示する｡
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第Ⅰ幸 先行研究の検討

状況主義的学習論の立場に立った体育授業における｢学習内容｣の現状を把握するために,

体育授業論,単元論に関する文献から整理し,問題点を取り上げ,体育授業にて実践的に研

究する視点を明らかにする｡

第1節 授業論の視点からみた状況主義的学習論における体育授業の研究動向

佐伯(1995)は, ｢学習とは,文化的実践-の参加である｣と述べている｡また, ｢学習と

は自分探しの旅である｣とも述べている｡授業は,からだの効果を高めるために必要とされる

運動を選択し,教師から子ども-与え,子どもは反復練習していくのではなく,また,固定

化された,誰かによってすでにつくられた｢遺産｣としての運動を伝達するのではなく,文化

全体の｢文化づくり｣につくり手として参加するのである｡このことが,子どもは学びを｢わた

し｣が｢やる｣という実践に参加していくのである｡関係の網目を広げ, ｢先に進める｣という営

みと,根源に立ち返って｢あらたに出直す｣という営みの両方がある｡

文化とは,過去の伝承と共に,未来-の新たな文化づくりの様々な実践が行われていると

いう,未知なる世界に開かれた営みを指している｡ ｢文化｣の概念には,ものごとの意味を根

源に立ち返り,ものごとを再吟味し,味わい直し, ｢新たな文化の作り手｣として世界とかか

わるという実践(文化的実践)が営まれていることが前提となる｡そして,そのような営み

(文化的実践)は,絶えず問い直され,修正され,より広い社会との関係の網目が紡ぎ出さ

れていくのである｡学習とは,より広い世界に向けて,より根源的なところに立ち返りつつ,

文化における意味世界の吟味,享受,再構築の共同的実践に参加していくことなのである｡

ここで, ｢参加｣という言葉を使うのは,自分探しの営みでありながら,同時に社会や状況

における他者との共同的な営みに,自らの自分らしさを生かしながら,加わっていく営みで

あるからである｡

佐藤(1995)は, ｢ラーニング｣を｢学び｣として,一回性で個別性なできごとであり,子ど

も一人ひとりが内側で構成する個性的で個別的な｢意味の経験｣としている｡ ｢学び｣は大和言

葉の語源である｢まねび-模倣｣の文化的伝統との連続性を表現している｡ ｢学び-まねび｣は,

文化の伝統と再創造という社会的過程を起源とし,その人間関係を基盤とする活動なのであ

る｡学びの活動を意味と人の関係の編み直しとするならば,学びの実践は,学習者と対象と

の関係,学習者と自己との関係,学習者と他者との関係という三つの関係を編み直す実践で

あると言える｡ ｢関係(relation) ｣は, ｢語る(relate) ｣という動詞から派生した言葉である｡

学びという実践は,対象と自己と他者に関する｢語り｣を通して｢意味｣を構成し｢関係｣を築き

直す実践なのである｡

鯨岡(1999)は, ｢これまでの個体の能力発達に関心を限局した発達研究のあり方を批判

し, 『子ども一養育者』関係のまさに『関係』を取り上げる新たな研究パラダイムの必要を痛

感していたに他ならない｡ ｣と述べている｡人間の発達は,個々の能力が超越的に変化,変容

することに留まらず,自己が他者との関係による紡ぎによって成長することを物語っている0

高橋(1992)は, ｢子どもの生活世界とは,家庭や地域社会,あるいは学校のなかで生き
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る子どもの(眼差し)から見えてくる等身大の世界であるといってもよい｡それは,子ども

が織りなすさまざまな(関係性)を映し出す鏡でもある｡ ｣と述べている｡さらに, ｢『自己

形成空間』とは,実体でも機能でもない｡それは子どもと自然･他者･事物との(かかわり

あい),相互作用において成立する関係概念である｡ ｣と述べている｡ ｢子どもは,さまざまな

新しい現実とかかわりあうなかで,古い(自己)をいわば分散させ,拡散させていく｡それ

は,古い(自己)をばらばらに解体させ,放棄することでもある｡しかし,そうした自己放

棄を繰り返していくうちに,それまでみられなかった新しいかかわり(関係性)がしだいに

できあがってくる｡古い(自己)は,新しい(関係性)の網の目のなかに吸収され,さらに

新しい(自己)が(関係性)の構造のなかに現れてくる｡つまり, (経験)をかいくぐること

をとおしてあらわになってくる(自己)とは,実体ではなく,こうした解体と再生の途上に

ある(関係性)の一つの構造なのである｡ ｣と述べている｡

さらに,高橋(1997)は, ｢人が何かを(学ぶ)ということは,その対象を通して,生活

世界に新たな意味を付与していく営みである｡自己の生活世界をつねに新たに更新していく

営み,それが(学ぶ)という行為に他ならない｡その行為は,もの-のはたらきかけや他者

とのかかわり合いなしには成立しない｡ (はたらきかけ) (かかわること)によってしか,私

たちは自己の世界を更新してはゆけないのだから｡ ｣と述べている｡また,他者や事物とのか

かわりを通して,あるいは相互主観的な観念を通して構成されてきたものである｡生きると

いうことは,他者とのかかわり合いを通して,この相互主観的な生活世界をつねに新しく組

みかえていくことである｡そして,人間形成空間の特徴として, ｢相互作用｣によって形成さ

れてくる関係的な世界,能動と受動の入り交じった世界,子どものものの見方や感じ方,考

え方といったものがだんだんに組みかえられていく世界の3つの世界を挙げている｡

また,高橋(2002)は, ｢『新しい学校』では,子どもと『他者』, 『事物』,『からだ』,『文

化的世界』との(関わり合い)が,教育内容を構成する基本原理となっている｡ ｣と述べてい

る｡, ｢子どもは,絶えず『自己を新しく発見し直す』ためにこそ,学校で学ぶのである｡ ｣

としている｡さらに,自己形成空間とは,子どもの遊び,戯れ,空想,活動などの多次元的

な関わり合いを通して広がる｢関係的世界｣としている｡そして, ｢人間のおける『自己』とは,

あらかじめでき上がっている実体ではない｡それは,多様な関わり合いの過程で織り上げら

れていく『関係性の織物』の如きものである｡だから,この織物は,関係性が徐々に組み替

えられていくに従って,その色模様を変えていく｡外部に働きかけながら,外部を変えなが

ら, 『自己』という織物をほぐしては,また編み直していくのである｡このように,人が生き

るということは,外部に働きかけ,他者と交わり,外部を変えながら,自己の世界を刻々と

組み替えていく営みに他ならない｡ ｣と述べている｡

学習は,自己と他者とが相互にかかわり合う共同的な営みであり,この営みを通して,共

同体-実践的に参加していくことと捉え,学校教育における個人主義的な考え方からの転換

を図る考え方であり,状況主義的学習論の可能性を示していると言える｡

状況主義的学習論に立った体育授業を構築する上で,青木(1999)は, ｢第一次的にモノ

(客観)が既にあり,それらが二次的に関係しあって世界が構成される,考えるのではなく,

世界は一次的に関係の結節として在り, 『コト』(判断)として成り立っている,という世界

観｣として｢コト的世界観｣と呼んでいる｡また, ｢世界はそれを意識する主体の『意味』を含
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んで成り立っている｡そしてまた,意識する主体(個人)も自存的に在るのではなく,関係

の結節として存在している｡ ｣と述べ, ｢関係論的な思考｣と呼んでいる｡

さらに,青木は, ｢運動は(自己) (他者) (モノ)の相互の関係として存在しているから,

相互の関わりが学習内容として把握される｡ ｣と述べ,自己･他者･モノとの関係の中に立ち

現れるできごと(現象)を｢学習内容｣としてみることの視点を示唆し,これを｢関係論的な学

習｣としている｡

松田(2001)は, ｢体育の内容である運動を, 『体の動き』や『技能』としてのみとらえる

のではなく, 『1つの固有なおもしろ世界』としてとらえ直すことである｡ ｣と述べている｡

さらに,武田ら(1999)は, ｢子どもたちが魅力を感じ,心弾ませる運動とは, 『いっしょ

に動いて遊ぶ仲間』がいて, 『その運動(種目)を支えてくれる遊び道具-モノ』があって,

『動くことに夢中になっている自分』がいる,という時間や空間の全体,つまりプレイとい

う特有の意味の文脈に特徴づいた『運動の世界』のことだと言っていい｡ ｣と述べている｡さ

らに, ｢『いっしょに動いて遊ぶ仲間』と関わり, 『それを支えてくれる遊ぶ道具-モノ』と

関わることによってプレイとしての価値や意味が紡ぎだされたときにこそ,それは楽しい『遊

びの性格をもった運動』としての1つの『世界』となり『文化』となるのである｡ ｣と述べ

ている｡ ｢運動｣を自己と仲間とモノとがかかわり合って,固有の意味･価値としてプレイの

文脈を構成する場,つまり｢世界｣と捉えた｢かかわり論｣の考えを提示している(図3)｡自己,

他者,モノの全体的な関係性が｢学習内容｣であるとしている｡ ｢かかわり論｣は, ｢学習内容-

既に決められた動き｣ではなく,他者やモノとの｢かかわり｣ということが中核となり,これが

工夫され大きくなっていくことが体育学習のねらいであるとする｡

図3 r世界｣としての運動のとらえ方(松田, 2001)

岡野ら(2004)は,松田が提唱する｢かかわり論｣が体育授業の新たな可能性を示唆するこ

とを実践的に検証している｡そこでは,松田の｢かかわり論｣が臨床的な学習観に基づいたも

のであることが検討され,教師が抱いている枠組み(因果律･自律性･普遍性)を問い直す

ことになり,子どもの偶有性･関係性･個別性を重視する新たな共生的概念に基づく体育学
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習論として支持することができるとしている｡

図3のように,運動は形あるものとしてあらかじめ存在するのではなく,また,運動をか

らだの動き,運動技術,楽しいといった個人的感情といった個人の所有物として捉えるので

はなく,自己,他者,モノとの関係の中に生起するできごとであり,自己,他者,モノとの

関係性を変容させることによって,運動の世界を広げようとする営みであるとする｡こので

きごとが運動のおもしろ世界と言えるという体育授業における運動の世界を生起する要因と

して｢かかわり論｣の重要性を説いている｡

岡野(2003)は, ｢『関係論的な学習観(過程としての学習)』に基づく授業づくりには『学

習内容』を先見的に決まっているモノと実体化せず,状況と文脈に応じて常に変化していく

という関係的･生成的な見方が求められる｣と述べている｡岡野は, ｢関係論的な学習観｣に基

づく授業づくりにおける｢かかわり合い｣について, ｢関係を持つこと｣であると述べている｡

自己と他者との間に一方通行でなく,双方向の関係が成り立っていて,自己が｢主体となって

働きかけるかかわり｣と自己が｢客体となって働きかけられるかかわり｣の二つから成り立っ

ている(図4)のであるとしている｡

図4 rかかわり合い｣の成り立ち(岡野, 2003)

このことは,鯨岡(2004)も｢各自の『主体としてのありよう』は共に生きる他者たちと

の相互主体的な関係の中で変容する｣, ｢独自の思いをもった主体相互が,それぞれに主体と

して生きることを目指しながら関わり合うということだといってよい｣と述べていることか

らも,かかわり合いの重要性を示していると言えよう｡

さらに,鷲田(2003)も, ｢支える一支えられるという関係はつねに反転する｡依存は『ぶ
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ら下がり』ではないし,さらには一方的なものでもない｡依存はつねに相互的である｡ ｣と述

べており,相互依存といったかかわり合いの重要性を示唆している｡

岡野は, ｢ 『かかわり合い』の成り立ちは, 『働きかけられるかかわり』という『受動的志

向性』によって, 『働きかけるかかわり』,すなわち『能動的志向性』がたち現れる｣, ｢ 『か

かわり合い』の成り立ちの局面を,五つの局面(〔情報〕 〔傾聴〕 〔受容〕 〔発動〕〔表現〕)か

らとらえ,その特徴の整理を試みた｡ ｣と述べている｡

さらに,岡野は, ｢『かかわり合い』の成り立ちから導き出した各局面の相互性を明らかに

し,図5のように『かかわり合い』における意味世界(〔Ⅰ-Ⅳの世界〕) ｣と述べている｡

図5 ｢かかわり合い｣の全体性(岡野, 2003)

岡野は,江原(1985)の｢普通,われわれが現実が確かだとか,リアリティがあると言う

時,そこには二つの異なった意味がある｡第一にそれは,主観と客観の分離を意味する｡す

-
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なわち,現実が確かなのは,われわれが対象を冷静に観察し,主観をさしはさまずに対象を

認識･計算し判断する時である｡第二にそれは,主体的関与を意味する｡現実はわれわれが

そこに関与する度合が大きいほど,リアリティのあるものとしてせまってくる｣という生きら

れる世界のリアリティ論を援用し,前者の意味から,圭一客分化に関する軸として世界の｢分

節化(分化)一浪沌化(未分化) ｣軸を,後者の意味から,主体的関与に関する軸として｢凝

集化一拡散化｣軸を導き出している｡この二軸に基づきながら, ｢かかわり合い｣の成り立ちか

ら導き出した各局面の関係性を示したものが｢かかわり合い｣の全体性である｡

岡野(2004)は,青木の対症療法的な方法論によって解決に迫るのではなく,わたしたち

人間が拠り所としている思考の枠組み(パラダイム)に着目しながら体育授業の｢問題｣を取

り上げ,その根源的なレベルにおける転換を提唱していることから,近代社会を支配してい

た物心二元論や機械論的自然観に基づく思想からくる｢二項対立図式による体育授業｣からの

脱却を図り,現代社会が求める(知の形-世界観-人間の意識から出発する現象学的な視点

や関係論的な思考のコト的世界観)をベースとする｢関係論による体育授業｣構築を試みてい

る｡

二項対立図式による体育授業とは,理念･理想的な状態(姿)を措定し,ついでに諸制度

や人々の営みをそれ-の貢献に対応させて考えるという構造機能的な意味を基盤にしている

といえ, (臨床の知)の対極に位置する(近代の知)や, (生成の世界)の対極にある(定着

の世界)と一致する｡体育授業において,勝敗に意味を求めたり,記録の向上に意味を求め

たりすること-の偏重は,運動の機能的特性(運動の楽しさ)の実体化を招くという結果を

生むことになった｡活動の意味や価値を自明のもの･所与のものとみなして,諸活動･諸現

象の因果関係や規則性を考察してきた規範的パラダイムの認識枠組そのものを問わないわけ

にはいかない｡藤田(1995)によると,求められるのは, ｢今は意味を持たないが将来役に

立っように詰め込む｣学習から, ｢今の生にとって意味が生まれそれがもとになって連続する｣

学習-の転換である｡また,子どもの学ぶべき内容がすでに運動にあり,それを身につける

という学習(実体論的な学習観)から,自己(学習者)と地者(ヒト･モノ･自然など)と

の｢関係論的な学習観｣-の転換である｡そのためには, ｢個々の行為者が具体的な活動場面で

行っている意味の交換や確定の作業が,社会的に成立している意味体系･価値体系や権力体

系とどのように交差し,どのように歪められているかという問題｣を範囲としている解釈的パ

ラダイムに立脚することが求められている｡そして,そのような授業のなかで生起する個別

具体的な経験やできごとの意味の解明をめざすためにも, ｢生きていること｣を分割せず,対

象との(関係の相互性)を重視する臨床的かつ意味生成的な｢関係論的アプローチ｣が必要で

あり,同時にそれによる新しい体育授業の構築が求められている｡

岡野は, ｢学習｣を｢刺激と反応の連合｣と捉える行動主義や｢知識の獲得｣と捉える認知主義

の立場とは異なる関係論的な立場から定義している佐伯,藤田,佐藤らの知見を手がかりに

｢かかわり合い｣の全体性を学習論の側面から再検討している｡佐伯は,ワロン(Wallon.H)

の自我論やレイヴ(Lave.a),ウェンガ- (Wenger.E)の状況主義的学習論に依拠しながら,

学習を｢文化的実践-の参加｣と｢自分探し-アイデンティティの形成｣と捉えている｡個人の

頭の中での知識獲得過程と見るのではなく,文化的実践-のかかわりと見ること,さらにそ

のかかわりは｢参加｣であるとみることを意味している｡藤田もまた, ｢文化的実践-の参加｣
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として捉えると同時に, ｢他者との関係/自分づくり｣として学習を再構成することがいかに

大切かを学習の社会･文化的な意味づけから指摘している｡佐藤はデューイ(Dewey.∫)と

ヴィゴツキー(Vygotsky.L.S)の理論を検討しながら, ｢学び｣の活動を｢意味を人の関係の編

み直し｣と定式化し,対象との対話,自己との対話,他者との対話の三つの対話的実践として

捉えている｡そして, ｢学び｣とは,他者の文化の｢なぞり｣を基礎として混沌とした世界と自

己の輪郭を｢かたどり｣,その｢なぞり｣と｢かたどり｣の運動を拡大して発展させることによっ

て,文化的共同体-参加していくことと主張している｡

岡野の｢かかわり合い｣の全体性と結びつきが強い佐藤は, ｢学びの復権｣を強調する｡ ｢まね

び-学び｣における｢伝承｣と｢創造｣の関係は,文化の｢なぞり-他者も文化を模倣する活動｣

と｢かたどり-自己の文化を構成する活動｣の関係として理解することができ,(なぞり)と(か

たどり)が連続する螺旋状の円環運動こそが｢学び｣であると主張する｡他者の文化を模倣す

る活動((なぞり))を行うのは,そこに魅力で濃密な文化(憧れに憧れる対象や模範)が広

がっていて,その世界(倣ってみたい世界) -参入((まじわり))するからこそ模倣しよう

とする｡つまり,まじわりながらなぞり,なぞりながらまじわる,連続的な往還運動が行わ

れることになる｡また, (なぞり)を基盤として展開される(かたどり)の実践は,他者との

交渉を通して構成される意味の(かたり)を生成し,その(かたり)を通して,自己と世界

の(かたどり)を実現していくことになる｡そして,かたどられた(かたり)は偶然や混沌

といった｢ゆらぎ(有意義な脱線,出来事など) ｣を生み出すことになり,それが原動力とな

って新たな世界-参入していくという,一連の螺旋的な学びが進行していくことになる.｢(ま

じわり(参入))
- (なぞり(模倣)) - (かたどり(構成)) - (かたり(表現)) ｣が相互作

用し循環する円環運動こそが｢学び｣ということができ,岡野の｢かかわり合い｣の全体性にお

ける〔Ⅰ-Ⅳの世界〕においても同様のことが言える｡このような円環運動-参入すること

が｢文化的実践-の参加｣と結びつき,四つの意味世界を往還しながら, ｢わたし(自我) ｣を

成り立たせ, ｢わたし(自我)｣を形づくっていく営みが｢自分探しエアイデンティティの形成｣

に繋がっている(図6)0

岡野は,学びの循環と｢かかわり合い｣の全体性を構成している軸構成(圭一客分化に関す

る軸と主体的関与に関する軸)がカイヨワ(Caillois.R, 1970)の四つの遊びの分類(イリ

ンクス,ミミクリ-,アゴン,アレア)の基本的範噴を位置づける軸構成と-敦すると述べ

ている｡カイヨワが提示した四つの遊びは,いわゆる｢遊び｣の分類(一般意味)を提示した

と見るのではなく, ｢遊ぶ｣という関係行為(企投的意味)として解釈される｡

竹田(2004)は, ｢一般意味｣は,人間が長くある語を一定の仕方で使ってきたことの集合

的な痕跡であり, ｢企投的意味｣ (言わんとすること)は,われわれが生活の中で絶えずその

都度行っている実存的な関係行為のことである｡わたしたちは,決して言葉によって表現で

きない(前言述的な)豊かな｢意味｣の世界が存在することを知っていて,それを他者と共有

しようとする気持ちにうながされて,はじめて｢言語化｣する｡つまり,実存的な関係企投が

言語の｢意味｣の基底的本質であり,記号としての言語の｢意味｣はそれを根拠としている｡
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囲6 学びの意味世界(岡野, 2004)

さらに, ｢イリンクス(弦章)という遊び｣は, ｢意志とルールから解放され自由になること

を遊ぶ｣,つまり対象に(ひたる)ことがなければ, ｢イリンクス(臨幸)の遊び｣は立ち現れ

ないことになる｡同様に, ｢ミミクリ- (模擬)という遊び｣は｢意志は伴っているがルールの

縛りから解き放たれることを遊ぶ- (なりきる) ｣ことで,また, ｢アゴン(競争)という遊

び｣は｢一定のルールのもとで自らの意志と努力することを遊ぶ- (こころみる) ｣ことで,さ

らには, ｢アレア(運)という遊び｣は｢ルールに基づきながら自らの意志が働かないことを遊

ぶ- (まかせる) ｣ことではじめて一般意味が立ち現れるというように捉えることができる.

プレイ(遊び)の意味世界は,四つの関係企投((ひたる(臨幸)) (なりきる(模擬)) (ここ

ろみる(競争)) (まかせる(逮)))の往還と円環運動によって,構成されているものとして

考えられ,岡野はプレイ(遊び)の意味世界(図7)を提示している｡
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園7 プレイ(遊び)の意味世界(岡野, 2004)

現在の体育学習の流れは,昭和40年代初めにカイヨワらのプレイ論を背景として登場し

た運動の｢機能的特性｣論を骨子として,学習者と運動の現実的な関係を構成し,自発的な学

習活動を導こうとする方法として普及した｢楽しい体育｣論にある｡しかし,アゴンの遊びを

スポーツとして,ミミクリ-の遊びをダンスと位置づけたように, ｢学習内容｣を分類し一般

化するためだけにプレイ論が利用された感も否めない｡また,アゴンの遊びが推奨され,ミ

ミクリ-の遊びは大目に見られ,アレアとイリンクスの遊びは排除され, ｢学習内容｣として

位置づけられなかった事実は,明らかに学校学習が近代自我の形成にしか目を向けなかった

ことを物語っている｡すなわち,アレアとイリンクスの遊びを排除してきたことは,プレイ

(遊び)の意味世界から｢ (まかせる) (ひたる) ｣という意味を奪い,同時に学びの意味世界

から｢(かたり) (まじわり)｣という意味を奪ってきたことになる｡ミミクリ-の遊びも積極

的に位置づけられてこなかったという事実は,プレイ(遊び)における(なりきる)と学び

における(なぞり)を軽視してきたことになる｡プレイ(遊び)の学びを円環運動として捉

えるという立場からみえれば,プレイ(遊び)も学びも成り立たせてこなかったことになる｡

これらのことは,運動を実体化し,それを獲得するということではなく,運動を,自己■
1
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他者･モノとの関係の中に紡ぐ出来事として,運動を関係的にみていくことの必要性を意味

している｡

子どもがいまやっている運動に意味を見出せないでいるという体育授業が抱える問題に,

関係的に体育授業を捉えることは,子どもの運動の意味を問うという学習の転換を図り,学

びからの逃避を招いている体育授業の問題を包括する可能性を示していると言える｡

しかし,運動の世界を関係的にみていくことが大切であるということは明らかになったが,

実際,体育授業の単元を構想するために｢学習内容｣をどうやって内容構成するのかというこ

とが問題点として残った｡

第2節 単元論の視点からみた状況主義的学習論における体育授業構想の現状

体育授業の構想についての課題は,岡野(2006)が指摘するように,学習論とプレイ論を

どのように関係論的な視点から解釈し直すかということだった｡

体育の｢学習内容｣が目標の下位概念として位置づけられてきたこれまでの体育授業で, ｢運

動手段論の体育｣から, ｢運動目的･内容論の体育｣-の学習論の変遷は,認知主義的学習論に

よる｢プログラミング理論｣に基づいたものであり,学習過程は｢ステージモデル｣であった｡

人が新しい知識を獲得したり,技能を習得したりしていく過程は,個人の頭の中で処理され

ることとみなされ,環境(状況)との相互作用のあり方から認知的行動を捉えようとしなか

った｡ここに,関係論的な視点を捉えた研究として登場したのが,社会構成主義としての｢状

況主義的学習論｣である｡

武田ら(1998)によると,子どもを白紙として考え,学習者が意識･無意識にせよ知識を

身につけていくことを注目する学習として注入主義的学習論では, ｢学習内容｣の捉え方が価

値あることを教えるという知識観に基づき,体育の｢学習内容｣を技術やルールを重視して教

える,理解させることとしていた｡これに対し,生物は生得的な発達する芽を持っていて,

それが外界との対話を通じて認識する枠組や獲得する知識の種類や方向性が自然にでてくる｡

それを積極的に育てていく学習論として構成主義的学習論では, ｢学習内容｣を価値あること

を生成していくという知識観に立ち,体育の｢学習内容｣を学習者は運動とのかかわりにおい

て意味を発見し創りあげていくことに重点をおくこととした｡

広石(2005)によると,社会構成主義は｢知識は人々の社会的な関係性の中で構成される｣

と考えられる｡この考えに立っと,学習とは知識を受動的に記憶する個人の内的プロセスで

はなく,学習者が他者との相互関係を通じて知識を構成していく社会的行為であるというこ

とになる｡教師と子ども,あるいは子どもどうしのコミュケ-ションによって生成されるも

のであり,相互主体的な実践があって初めて構成される｡

佐伯が言うように,学習が文化的実践-の参加であるならば,体育授業を運動の文化的実

践-の参加としてみていく必要がある｡では,運動の文化的実践-の参加としての運動とは

何であろうか｡運動は遊びを源流としている｡子どもは遊びを遊んでいるのである｡また,

子どもは遊びが遊び(おもしろいこと)になっているから遊ぶのである｡おもしろいことと

して, ｢学習内容｣をどう構成するのか,それにはどういう視点が大切なのかを先行研究を概

観してみることにする｡
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第1項 運動の中心的な活動(中心的なおもしろさ)

状況主義的学習論を提唱する,レイヴとウェンガ- (Lave.J&Wenger.E, 1993)は,人

間がある文化的共同体に実践的に参加し,新参者から古参者-と成長していく過程こそが学

習であるとし,このような学習のあり方を｢正統的周辺参加｣ (Legitimate Peripheral

Participation:LPP)と名づけた｡ ｢正統的周辺参加｣は, ｢本来学びは文化的共同体-の参加

という人間の文化的･社会的実践である｡ ｣と主張し,文化的実践としての要件を欠いた学校

教育の作為性･非実践性そのものを否定している｡ ｢正統的周辺参加｣では,学習とは個人の

頭の中で起こる命題的知識の獲得とはまったく別次元のものであり,社会的共同参加･社会

的相互作用という人間の実践なのである｡学習が共同体における実践の具体的な｢状況｣-の

｢参加｣において生起していること,学習の進展とアイデンティティの形成が両輪のように統

一的過程においてなされること,個人が共同体の周辺から中央へ参加していく認知的熟達化

に関わる実践は,共同体が組織全体の構造を保ちつつ,その自己更新･再生産を行うことと

連関しているのである｡そこでの学びは,単に個人が知識や技能を身につけるのではなく,

実践共同体に周辺から参加することによって,新参者から古参者-と成長していく過程こそ

が学習であり, ｢正統性｣とは,メンバーとしてのかかわりが認められた,所謂,実践共同体

を形成し,そこで,新参者ははじめ古参者の振舞い方を見たり,小さな役割を与えられたり

して, ｢周辺的に｣参加している｡次第に,実践共同体での振舞い方を身につけ,徐々に責任

の度合が高い役割-と十全的参加(full participation)するようになる｡そのことは,いわ

ば,その人の｢アイデンティティ｣が形成されることだとする｡こうした,徒弟制の場面では,

新参者に対して古参者が直接的に教えるということがほとんど行われない｡それにもかかわ

らず,新参者は見よう見真似で,学習者は一人前になっていく｡

正統的周辺参加では, ｢周辺的活動｣が極めて重要な概念として位置づいている｡それは,

正統だと認めた共同体-参加しようとしている初心者レベルの｢私｣と,やがてそのことが中

心的活動の根幹に強くつながるという,その実践共同体の中心的活動との中間部分が｢周辺

性｣の本質である｡つまり,素人(新参者)としての｢私｣とエキスパート(古参者)としての

社会的･文化的実践の中心的活動の折り合いのつく活動ということができる(図8)0

図8 正続的周辺参加(田中, 2004)
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実践共同体に正統性を認めることについて,田中(2004)は, ｢自分の参加しようとする

共同体が『本物の』活動をしているということの確認である｣としている｡そして,その｢本

物性｣については,ある領域の活動は,その領域の文化によって枠付けすることができ,その

文化的共同体での活動の意味や目的は,過去や現在のその構成員の合意によって社会的に構

成されると説明している｡つまり,実践共同体における固有で有意義な目的的活動が｢本物｣

であり,こうした活動に参加しようとする意思が生じる時,その共同体に正統性を感じてい

ることになる｡

しかし,レイヴとウェンガ-は｢正統的周辺参加｣が,教育の形態を示したものでもなけれ

ば,教育の制度や仕組み,教授方法を示したものでもないとしている｡専門教育や社会教育･

成人教育において人が学ぶことについては有効であるが,禁欲なまでに｢教育｣とりわけ｢学校

教育｣-の｢正統的周辺参加の可能性｣の言及を避けている｡それは,前述したように,徒弟利

の場面では,直接的に教えるという行為がほとんど存在しないにもかかわらず,新参者は一

人前(古参者)になっていく｡教えるという行為を経ることなくしても,実践に参加するこ

とで,そこでの振舞い方を身につけて,中心的なメンバーになっていくからである｡さらに,

社会的な実践から切り離され,学校内だけに通用する知識や技能としての｢学校知｣が将来の

自分にとって何の役にも立たないだけでなく,社会的な文化的共同体(実践共同体)ではな

く,学校化された共同体に参加しているにすぎないからである｡

このことについて,松下(1996)によると, ｢正統的周辺参加｣を発展させることによって,

(共同体-の参加としての学習)の理論-と再構成し,それが学校や授業に対してもたらす

示唆を明らかにしようとしている｡ ｢正統的周辺参加｣では, ｢周辺的参加｣から入って,次第

に参加の度合を増大させながら, ｢十全的参加｣-と移行していく｡徒弟の初めの参加のしか

たは, ｢周辺的｣だが,実践共同体の一員となって本物の社会的実践に貢献しているという点

で｢正統的｣であるとしている｡ ｢正統的周辺参加｣は,第一義的には,参加の初期形態を表す

言葉として使われている｡が,広義では,正統性をもちながら｢周辺的参加｣から｢十全的参加｣

-と移行していくプロセス全体をも表している｡

しかし,学校教育において,知識は,それが生まれ用いられる歴史的･社会的文脈と切り

離してパッケージ化された形で伝達される｡命題化され,定式化された言語や記号であり,

また,そのような知識は,個々の学習者の頭の中に貯蔵され必要に応じて引き出されるもの

として捉えられている｡

レイヴらは｢正統的周辺参加はそれ自体は教育形態ではないし,まして教授技術的方略でも

教えるテクニックでもないことを強調しておくべきである｡それは学習を分析的にみる一つ

の見方であり,学習というものを理解する一つの方法である｡ ｣としている｡さらに, ｢参加

者が,自分たちは何をしているのか,またそれが自分たちの生き方や共同体にとってどうい

う意味があるかについての理解を共有している活動システム-の参加を意味している｣こと

から,松下は,共同体の要件は,成員が活動の背後にある意味(参加者個人にとっての意味

と共同体にとっての意味)を共有しうること,また,そのような活動を共に行うことである

としている｡学校においては, (専門家の共同体-の試行的参加)と(学習共同体-の実質的

参加)を通じて学習を行いうるような教育形態が考えられるべきであると指摘している｡

しかし,岡野は,学びからの逃走･学びの空洞化を招いている学校教育に対して,学校で
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の学びをいかにして｢正統性｣や｢本物性｣を確保するか,これが｢正統的周辺参加｣の考え方か

ら学校教育に突きつけられた一つの大きな問題であるとしている｡そこで,岡野は,現在の

学校教育-の｢正統的周辺参加｣の適用の問題点を踏まえつつ,体育授業の基本構想には, ｢内

容構成｣と｢展開構成｣の二つの視点が欠かせないとしている青木(1995)の考え方(表2)

をもとにしながら,新しい体育授業における基本的な単元構成の辛がかりを提示している｡

表2 単元の構想(青木, 1995)

｢内容構成｣は,単元としてのまとまりのあり方であり,単元の｢何を｣にあたる視点である｡

｢展開構成｣は,どんな内容を組織し配列するか,単元の展開を｢いかに｣行うかにあたる視点

である｡青木の考え方は,単元としてのまとまりをどのように捉えるかなしには｢展開構成｣

は構想できないということである｡これは, ｢運動の種目-単元-学習内容｣という図式が当

然のこととされ,種目を｢いかに｣進めるかに関心が集まり,種目は｢何か｣を問わずに単元学

習がスタートされること-の懸念からきている｡

岡野は, ｢正統的周辺参加｣の考え方から単元のまとまりを解釈してみると,それは｢有意味

な運動の世界｣でなければならないとしている｡ ｢つまり,正統で本物な運動の文化的実践と

しての共同体を単元として構成するということであり,機能的特性はその意味生成の指標と

して, 『文化の中心的な活動(中心的なおもしろさ)』として位置づくことになる｡ ｣と述べて

いる｡したがって,新しい体育授業の基本的な単元のまとまりは,実体論的にではなく,関

係論的に把握されることになり,特性を身につけていく学習より,特性を主題(テーマ)と

する学習が構成されることになるとしている｡岡野は,その特性をカイヨワが提示した｢遊び

の四つの基本的範噴｣を一般的意味からのみ捉えるのではなく,人間にとっての根源的な意味,

企投的意味から再解釈を加え,先述した岡野による｢プレイ(遊び)の意味世界｣から, ｢意味

生成としての関係をもつ運動｣として単元のまとまりを捉えようとしている｡

そして,｢中心的なおもしろさ｣は｢取り上げようとする運動の中心的なおもしろさ｣となり,

｢周辺的な活動｣は｢(まじわり･ひたる)-(なぞり･なりきる)-(かたどり･こころみる)

- (かたり･まかせる) - (まじわり･ひたる) ｣という意味世界を一回りする円環運動とし
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て, ｢関係論的アプローチによる体育学習｣の単元構成試案(図9)を提示している｡

図9 関係論的アプローチによる体育授業の学習過程(円環モデル) (岡野, 2006)

岡野が提示した中心的なおもしろさは,関係として体育授業をみるという視点に立った時,

暖昧にされてきた｢学習内容｣であるが,運動を特徴づける要素を明らかにしようとした試み

に対して,一つの光明を見出したと言える｡

第2項 プレイ(遊び)論からみた文化的な視点

岡野は, ｢正統的周辺参加｣の考え方から単元のまとまりを解釈し,中心的なおもしろさと

して位置づくとしているが,中心的なおもしろさをどのように導くのかについては言及して

いない｡そこで,本項では,遊びが文化として,継承され,発展的に変化してきた運動の文

化を,カイヨワのプレイ(遊び)論から文化的な視点で解き明かした先行研究を概観する｡

運動が原初的な遊びから派生してきたとするならば,その遊びについての研究をしたのは

ホイジンガ(Huizinga.I)である.ホイジンガ(1963)によると,遊びは何らかの意味を持

った一つの機能であり,常に文化の変遷と共に存在していた,何にもまして自由な行動であ

る｡遊びは偶然にはじまり飽和で終わる｡運動はそもそもプレイ(遊び)を源流とし,遊び

そのものが文化となる｡ヒトは遊びにおもしろさがあるというよりも,遊びが遊びになって

いる(おもしろいことになっている)からこそ遊ぶのである｡遊びを遊ぶのである｡ホイジ

ンガは遊びを｢何かを求めての闘争である遊び｣,と｢何かを表わす表現である遊び｣に分類し

た｡

カイヨワは,ホイジンガが行った遊びの2分類をもとにしながら, ｢自由な活動｣, ｢分離
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した活動｣, ｢不確定の活動｣, ｢非生産的な活動｣, ｢ルールのある活動｣, ｢虚構的活動｣と定義

し(表3),競争(アゴーン),偶然(アレア),模倣(ミミクリ-),肢皐(イリンクス)の

4つのカテゴリーに分類している(表4)0

表3 遊びの定義(カイヨワ, 1970)

自由な活動 遊ぶ人がそれを強制されれば,たちまち遊びは魅力的で楽しい気晴ら

しという性格を失つてしまうo

分離した活動 あらかじめ定められた厳密な時間および空間の範囲内に限定されるo

不確定の活動 発明の必要の範囲内で,どうしても,或る程度の自由が遊ぶ人のイニ

シアティブに委ねられるから,あらかじめ成り行きがわかつていた

り,結果が得られたりすることはないo

非生産的な活動 財貨も,富も,いかなる種類の新しい要素も作り出さないoそして,

遊ぶ人々のサークルの内部での所有権の移動を別にすれば,ゲーム開

始の時と同じ状況に帰着するo

ルールのある活動 通常の法律を停止し,その代りに,それだけが通用する新しい法律を

一時的に立てる約束に従うo

虚構的活動 現実生活と対立する第二の現実,あるいは,全くの非現実という特有

の意識を伴うo

表4 遊びの配分(カイヨワ, 1970)

アゴーン アレア ミミクリ- イリンクス

Agon Alea Mimicry Ⅰ1inX

競争.競技 機会.偶然.運 模擬.擬態 舷皐

パイデイア

(Paidia)

ルールのない競争

番決め唄 子どもの物真似

子どものくるくる

回り

喧騒 表か裏か

賭け

幻想の遊び 回転木馬

混乱 闘争など 人形遮び ブランコ

喚笑 陸上競技

ボクシング

ビリヤード

フェンシング

チェッカー

サッカー

チェス

スポーツ競技一般

玩具の武具 ワノレツ

ボラドレス

祭りの見世物

スキー

登山

綱渡り

凧揚げ

穴送り

ペイシエンス

クロスワード

パズノレ

レドゥス(Ludus)

ルーレット

サイコロ遊び

宝くじ(単式,複

式,繰越式)

仮面,変装

演劇

一般のスペクタク

ル芸術
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また,カイヨワは,遊びを遊ぶ人の心理的欲求に基づいて分類し,子どもの自発的活動か

ら成人の組織的スポーツに至る遊びの発達的形成を,自由度の大きく､遊戯性の大きな未分

化なパイディア(Paidia)から,秩序立って,高度に組織化されたルドゥス(Ludus)に分類

している｡

シラー(Schiller.F, 1976)は,スポーツやダンスは｢人間の本性や感情を表現するシンボ

リックな言葉であり,人間を人間として開くものであり,人間は言葉の完全な意味で人間で

あるときのみ遊ぶのであり,遊ぶときのみに人間である｡ ｣と述べ,ホイジンガの｢人は遊ぶ

存在である｣ということと合致している｡

ホイジンガとカイヨワによると,運動の源流はプレイ(遊び･遊戯)であり,遊びから派

生し､歴史的に発展継承してきたと言える｡運動を文化として捉えていくには,プレイ(遊

び)論に依拠しながら,考えていく必要があることを意味している｡

山本(1995)は, ｢運動やスポーツのもつ意味的世界は,歴史的な経過のなかで多様に変

化してきていることを考えれば,機能的特性や構造的特性に加えて,発生的特性(文化的)

な特性などを関連させて運動をとらえることも必要であろう｡ ｣と述べ,運動の内容を吟味し

ていく上で,プレイ論から導き出されてきた機能的特性だけで,運動を捉えていくのではな

く,運動がどのように発生したのかという文化的な特性も加味しながらみていくことの視点

を示唆している｡

さらに,山本(2000)は, ｢スポーツとか運動自体がもうすでにあってもう発展しきって

しまって,何も不変･不動のものとして存在するんじやなくて,過去の歴史から現在にいた

るまでずっとプレイをする人の必要に応じて,切実な想いに応じていろいろ変化したりです

ね,新たに加えられたりしてきて日々生成されている,生成されつづけている文化だという

ふうに捉えることができると思いますね｡それで,こういうふうに生成している文化を内容

として体育の授業が営まれているということでいけば,体育の授業自体もやはり何かを生み

出す,作り変えていくという部分が,すべては定着ということばかりでなく創り出していく

というところがもっともっと大切にされてもいいんじやないかな,というふうに思います｡｣

と述べている｡文化的な特性の視点として運動を捉えるだけでなく,文化としての運動を取

り扱う体育授業も,文化としての学びとして単元構成していくことの必要性を意味している｡

佐伯(1999)は, ｢子どもたちの運動感性は実に多様であり,都市化した生活実態の中で

は,克服的な運動経験も運動を工夫する経験も極めて貧弱になっている｡こうした実状を配

慮すると,器械運動の学習は,まず『器械･器具との関係構成』から始めなければならない｡

それぞれの子どもが器械･器具と自己/自分たちとの関係を親和的なものとし,それぞれが

器械･器具を軸にして『意味ある運動の世界』を構成できるようにしなければならない｡こ

うした学習は運動の魅力を感知する運動パフォーマンスのシンボリズムを解読するカルチュ

ラル･コンテクスト(文化的脈絡)をつかむうえで極めて重要なものである｡｣と述べている｡

このことは,武田らが学校体育における学習を社会的文脈･関係(社会的コンテクスト)に

対して,遊び(プレイ)を文化的文脈･関係(文化的コンテクスト)と表わしたことと一致

している｡

松田は, ｢『働きかけられておもしろい』という側面は,運動種目としてある程度組織化さ

れる前の,いわば『運動遊び』が持っ特徴である｡また,これはそもそもそういう『運動遊
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び』が発生した原動力でもある｡ ｣｢ 『働きかけられておもしろい』という側面からとらえた

運動のおもしろさを,ここでは『運動の発生的特性』と呼んで区別することにしよう｡ ｣と述

べている｡松田は｢かかわり｣論から,働きかけられる一働きかけるという往還によるかかわ

り合いにおいて,状況(環境)から自己に働きかけられるできごとを, ｢運動の発生的特性｣

として運動をみていくことを示唆している｡

森島(2006)は, ｢文化の歴史的発展を促してきたものであるから, 『歴史的にみて,不変

的な性格のもの』, ｢実践共同体｣に『周辺的』に関わる新参者でも『正統性』をもちえること

から, 『共同体に参加したものならば誰でも,どんなときでもアクセス可能』ということにな

る｡このような特性を『文化的特性』と呼ぶことにする｡ ｣と述べている｡また,体育授業を

構想する際, ｢文化的特性｣からの導き方として,運動の文化を歴史的に概観し,不変項を探

っていくという作業が必要になるとしている｡森島の論は,岡野が提示した中心的なおもし

ろさをどうやって明らかにするか示唆に富んでいる｡しかも,文化の再創造であり,文化的

実践-の参加とする学びの捉え方と一致している点で,中心的なおもしろさの導き方として

可能性を秘めている｡さらに,子どもが体育授業で運動している意味を見出せないでいるこ

とに対して,先人と同様に,運動のおもしろさに参加し,そのおもしろさを共有し共感しな

がら学びが進められることで,子どもにとっての学びの復権も対象範囲としている｡

しかし,森島は｢文化的特性｣からの導き方を球技に限定して述べており,加えて,授業実

践においても｢バケットボール｣を提示しているが,単元としてのまとまりで捉えて｢学習内

容｣を内容構成しているとは言えないという問題が残ってしまっている｡
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第Ⅱ章 質的研究による研究の方法

前章であげられた視点を手がかりとして, 2つの体育授業実践の研究の方法を示すために,

授業研究の質的転換を図ることで,前章で取り上げた先行研究による｢学習内容｣の問題点を

突破する可能性を述べる｡

第1節 体育授業研究の動向

これまでの体育授業研究がどのように行われてきたのか,その現状と問題点を明らかにす

るとともに,問題点を解決すべく授業研究の転換をどう図るのかを述べることとする｡

第1項 これまでの体育授業研究の問題点

授業は｢主体としての学習者である子ども｣と｢正しさを内在する客体としての運動｣の二項

に分け, ｢運動(客体) ｣を｢子ども(主体) ｣の認識対象物として位置づけ,それを獲得して

いくという｢主客分離｣としての認知主義的な学習論に立った特徴を持っている｡そのため,

すでに正しいと公認されている事柄(技術･ルール･マナー)を子どもが獲得する,できる

ようになるという側面が強調された｡佐藤(1996)によると,授業の研究は, ｢独立変数(敬

師の力量,指導技術,教材プログラム,子どもの学力と能力,授業の形態)と｢従属変数(敬

育結果としての学力･態度,カリキュラムの開発) ｣の因果関係の数量的分析を通して,授業

と学習の過程を統制する原理が抽出される｢過程一産出モデル｣によって,授業と学習の効率

化が促進されるが,教室を｢ブラック･ボックス(暗箱) ｣とみなし,教室のできごとの多義

性を軽視するようになった｡システムを構成する多様な要素を観察可能な個々の変数に置き

換えて研究する｢過程一産出モデル｣において,一人ひとりの内的な経験の個性と全体性は,

観察し数量的に処理しうる均質な要素-と分解されて,生産性と効率性を思考する技術的過

程-と置き換えられている｡さらに, ｢過程一産出モデル｣からのパラダイム転換の過程を叙

述したショーマン(Sbulman.L, 1986)は｢過程一産出モデル｣の授業研究には, ｢内容

(content) ｣｢認知(cognition) ｣｢文脈(context) ｣の欠落を指摘している｡ショーマンが

指摘するように, ｢過程-産出モデル｣による授業研究においては,教師の設定した目標が達

成できたのか,知識構造はどれくらい獲得できたのかという事前から事後-の測定結果の差

異から推測する方法では, ｢学習内容｣の検討が不問に付され,子どもの運動の社会的な文脈

が不問に付されがちであり,教材プログラムや教育技術の有効性の検証のみが研究される傾

向が認められる｡このように,体育授業は｢過程-産出モデル｣に示されるように,量的研究

によって進められてきたと言える｡

ところが,体育授業では,運動するというからだの動きだけでなく,運動することにとも

なって発せられる言葉,その時の表情,場の雰囲気といった状況を表すできごとは多岐に渡

っている｡しかも,体育授業の実際に起きているできごとを｢ブラックボックス｣化してしま

うということは,前述したように,子どものいまを問わず,子どもが(何を)しているのか

という｢学習内容｣の意味も問わずに量的研究によって体育授業研究が進められてきているこ
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とに,学びの空洞化を招いていると言わざるを得ない｡

第2項 授業研究の質的転換

子どもが学んでいる過程に着目し,子どもにとっての運動の事実を,運動が生成される文

脈において,ていねいに捉える必要が生じてきた.そこで, ｢過程一産出モデル｣による授業

研究の普及による理論と実践の承離という問題に対して,実践的研究の必要性を提唱したの

はシュワブ(scbwab.∫, 1969)である｡シュワブは｢実践的様式｣の探求の目的は,特定の知

識の形成よりも,実践的問題の解決のための一つの意志決定であり,その認識の内容は,厳

密な特別な知識ではなく,多様な理論を総合した全体的な認識であり,その方法は,未知の

問題解決を不確定な前提に立脚して行うものに成らざるを得ないとしている｡シュワブの指

摘は,量的研究から質的研究-の質的転換の必要性を説いたことであると考えられる｡

シュワブによる授業研究の質的転換を通して,積極的に推進されてきたのが,関与(参与)

観察法である｡観察と記録の収集を積み重ねて概念化を行う質的な研究の方法である｡佐藤

は, ｢数量的研究が,あらかじめ仮説的な分析モデルを設定し広範囲の対象と標本による実証

を通して一般的な概念化を行うのに対して,関与(参与)観察法では,ある特定の地域に対

象を限定し,原則として,厳密な分析モデルの仮説を立てないで具体的な事実の記録から対

象の特徴を個性的に記述し概念化することが求められる｣と述べている｡佐藤の指摘は, ｢科

学的技術の合理的適用｣を原理としてきた専門家の｢技術的実践｣にかわって, ｢活動過程にお

ける省察｣を原理とする｢反省的実践｣において専門性を発揮していると主張したショーン

(sch6n.D, 1983)の見解と一致している｡

そこで,本研究では2つの体育授業実践を取り上げる｡運動を歴史的視点で紐解くことで

文化的特性を導き出し,文化的特性から運動の中心的なおもしろさを設定し, ｢学習内容｣と

して内容構成しながら授業実践を行うという前章で浮き上がった問題点を解決するだけでな

く,シュワブが提唱した関与(参与)観察法及びショーンの｢反省的実践｣に基づいた質的研

究の立場に立っ｡できごとを｢授業実践一記録-記述一解釈｣という一連の調査行為からなる

エスノグラフイ-の手法を用いることは,運動するという行為が生成される状況に関与し,

子どもの運動している姿,発話,表情,感想から,運動するという行為の意味に迫れる点で

導入の必要性が求められている｡このことが,体育授業が抱える｢学習内容｣とは何かいうこ

とを,授業実践を通して問い直すことができる可能性を秘めていると考えられる｡

ここで問題となるのは,子どもの運動という行為をどう記述し,解釈するかということで

ある｡分析の切り口として,授業におけるできごとを｢いま-ここ｣における子どもの生の営

みとして,主観を入れずに事実のみを記述することである｡そうすることで,状況において,

子どもが運動を生成させるのはなぜか,子どもにとって｢学習内容｣がどういうことになって

いるのかということが明らかになるだろう｡また,子どもの運動のできごとを,縦断的にみ

ていくことである｡そうすることで,子どもの運動の変化が明らかになるだろう｡但し,辛

例の抽出は,筆者によって見出されたという点で選択的であり,子どもの行為を記述や解釈

の対象として選択し,その行為を考察して意味を付与することで,子どもにとっての｢学習内

容｣を問い直していく｡事象を事例として切りとるという筆者の行為は,それまでの筆者自身
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の思い込みを反省的に捉える行為であるという立場を自覚する必要がある｡子どものできご

とに｢学習内容｣としての意味や価値があるのかを問い直す作業なのである｡

第2節 M県K小学校での調査の概要

体育授業実践の調査対象として, M県K小学校を選定した｡本節では, M県K小学校の

の学校概要と授業実践の調査対象とした理由を述べるともに,研究調査の概要を示すことと

する｡

第1項 M県K小学校のプロフィールと選定理由

M県K小学校は, M県丁市北部にあり,学校創立53周年を迎える学校である｡全校児童

約250名,教職員27名の中規模の公立小学校である｡学級編成は1, 2, 5, 6年が1学級

20数人の2学級ずつ, 3, 4年は40人弱の1学級ずつである｡そして,障がい児学級として

2学級ある｡研究指定校でもなく,特別な体育研究活動も行っていない｡また,外国籍児童

を受け入れており,各学級数人ずつ在籍し,日本語教育を受けているが,体育授業は学級の

子どもと共に受けている｡2005年(平成17年)6月20日(月)から7月4日(月)と2006

午(平成18年) 10月24日(火)から11月10日(金)の調査時現在,不登校や保健室登

校をしている子どもは見られないが,休みがちであったり,遅刻しがちであったりする子ど

もはみられた｡

さらに,筆者がM県K小学校の教諭をしている｡筆者は,筆者自身の勤務校であり,こ

の研究を進めるにあたって,特別な指定研究が行われていることなく,ごく一般的な公立小

学校で体育授業実践をしたいと思い,この小学校にて授業実践することにした｡

第2項 授業者(筆者)の経歴

授業者(筆者)は,実践1の授業時現在36歳の男性で,教職経験年数15年目である｡ E

小学校が4校目の実践現場であり,赴任3年目に当たる｡この年(2005年)から,現職の

まま, M大学大学院に2年間研修に出ており,大学院では,教育学専攻科(修士課程)教科

教育専攻保健体育専修保健体育科教育学分野で研究を行っている｡

実践2の授業時には,大学院にて研修2年目にあたり,勤務校であるK小学校で週2日体

育の授業実践を行いながら,残りの3日を大学院にて研究を行っている｡

実践1と実践2とも,大学院研修をしている関係上,授業者(筆者)が授業全体を進めな

がら,他のM大学大学院生, M大学学部生をアシスタント,関与(参与)観察者,ビデオ

カメラによる映像記録者として体育授業にかかわってもらいながら,授業実践を進めた｡

授業者(筆者)は,アシスタント,関与(参与)観察者,ビデオカメラによる映像記録者

としての大学院生,学部生に,普段の授業実践の時から,関与してもらっていて, 2つの授

業実践のためだけに特別に設定したことではない｡授業者(筆者)を含め,大学院生,学部

生とも, 2つの授業実践のみ特に意識することなく,普段の授業でかかわっていることと同
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じように子どもに話しかけたり,かかわったりしていた｡子どもたちも, 2つの授業実践以

外にも,大学院生,学部生と体育授業でかかわっており,普段どおりの体育授業として捉え

ていた｡

第3節 授業実践の概要

本節では, M県K小学校において実践的研究として行った2つの体育授業実践(実践1

の跳び箱運動,実践2のマット運動)がどのように行われ,どのように省察したのかの手続

きを示すこととする｡

第1項 授業実践1

(1) 期間

2005年(平成17年) 6月20日(月)から7月4日(月)までの7日間｡

第1時は6月20日(月)第4限(11時35分-12時20分)

第2時は6月22日(水)第5限(13時45分-14時30分)

第3時は6月27日(月)第4限(11時35分-12時20分)

第4時は6月29日(水)第5限(13時45分-14時30分)

第5時は7月1日(金)第1限(8時50分-9時35分)

第6時は7月4日(月)第4限(11時35分-12時20分)

第7時は7月8日(金)第2ほ(9時40分-10時25分)

(2) 場所

M県K小学校の屋内運動場(体育錯)にて,第1暗から第6暗まで行い,第7時につい

ては第1暗から第6時までの体育授業の振り返りを行ったため6年1組教室にて行った｡

(3) 対象児童

M県K小学校の6年1組,男子14名,女子8名,計22名(障がい児学級児童1名を含

む)の学級で行った｡ 6年1組児童は,授業者(筆者)が前年度(2004年度)の5年生のと

き(5年1組)担任した学級である｡また,体育以外の教科(社会科)を高学年教科担任制

で2学級とも担当していた経緯がある｡したがって,6年生になってクラス替えしたものの,

6年1組の子どもたちは授業者(筆者)とかかわりを持てている現状にある｡但し, 22名の

中には, 6年生に進級してから転入してきた児童が1名含まれている｡
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(4) 単元名

｢跳び乗る･跳び越す｣ [跳び箱運動(器械運動)]

本単元を実践するに当たって,毎時の目標として設定したのは,表5の通りである｡

表5 跳び箱運動における毎時の目標

第1時 腕支持で跳び乗つたり,友達と一緒に跳び乗つたりすることを思いきり挑戦して

楽しむo

第2時 腕支持で跳び乗ることをチームで思いきり競い合つて楽しむo

第3時 腕支持でモノに跳び乗ることをチームで思いきり競い合つて楽しむo

第4時 腕支持でモノに跳び乗ることを思いきり楽しむo

第5時 いろいろな方向からマットに腕支持で跳び乗ることを思いきり楽しむo

第6時 腕支持で跳び箱を跳び越すことを思いきり楽しむo

第7時 腕支持で友達やモノに跳び乗つたり跳び越したりしたことを振り返るo

(5) 目的

跳び箱運動を歴史的視点で紐解くと,跳び箱運動の文化的特性は, ｢跳び乗る｣ことであり,

中心的なおもしろさを｢腕支持で跳び乗ったり跳び越したりすることのおもしろさ｣と設定し

た｡跳び乗ることが跳び越すことに内包されるようなこれまでの固定化(暗黙知化)された

関係から,跳び越すことが跳び乗ることに内包されるような関係として転換を図った授業で

ある｡

(6) 手続き

授業者(筆者:以降､授業者Ⅰとする)は授業全体を進め,授業者(学級担任:以降,授

業者Ⅱとする)は,子どもたちとの個々のかかわりを,授業者(M大学大学院学生アシスタ

ント:以降,授業者Ⅲとする)は,子どもの様子を見ながら,跳び乗り方を誘発させたり,

必要に迫られて場を変更したりするようにした｡体育授業の様子を｢授業実践一記録一記述一

解釈｣という一連の調査行為からなる方法を用い, ｢跳び乗る･跳び越す｣という跳び箱運動の

授業実践が,子どもたちにとってどういうことになっていたのかを考察する｡

<記録方法>

筆者が授業全体を進めながら, M大学大学院生によって,授業の様子をビデオカメラ

(SONY, DCR-PC350)により映像記録した.ビデオカメラは,大学院生が持ちながら,

子どもの様子,授業者Ⅰが子どもにどうかかわっているのかを録画した｡
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また,授業における子どもの思いを感想用紙に記述した｡

<記述>

記述をするにあたり,授業での授業者Ⅰと子どもの具体的な活動の様子,発話やそのとき

の状況を主観を入れずに事実のみを記入した｡子どもの名前はすべてカタカナ表記とした｡

発話内容は｢ ｣で表記した｡

<分析方法>

跳び箱運動の文化的特性を歴史的視点から紐解くことで,中心的なおもしろさを設定する

が,中心的なおもしろさを内容構成したときに,跳び箱運動の｢学習内容｣がどういうことに

なっていたのかという観点から取り上げようとする｡したがって,筆者が｢文化的特性｣, ｢中

心的なおもしろさ｣, ｢学習内容｣との関連で気になったことを事例として抽出した｡

<解釈>

抽出した事例を,子どものいまの姿と前後の様子から,脈絡(コンテクスト),授業におけ

る発話,感想用紙-の記述を手がかりにして,筆者が抽出した事例に解釈を加えることで,

子どもの実際,言葉の意味することを捉えた｡

第2項 授業実践2

(1) 期間

2006年(平成18年) 10月24日(火)から11月10日(金)までの5日間｡

第1時は10月24日(火)第5限(13時45分-14時30分)

第2時は10月27日(金)第2限(9時40分-10時25分)

第3時は10月30日(月)第4限(11時35分-12時20分)

第4時は11月6日(月)第4限(11時35分-12時20分)

第5時は11月10日(金)第2限(9時40分-10時25分)

なお,実践2の第1時である10月24日(火)第5限(13時45分-14時30分)の体育

授業は, M県小学校体育研究会の公開授業研究会を兼ねており,その後,研究協議会(14

時45分-17時oo分)を行った｡

(2) 場所

M県K,ト学校の屋内運動場(体育館)にて,第1時から第5暗まで行った｡
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(3) 対象児童

M県K小学校の3年生,男子10名,女子26孝.,計36名の学級で行った｡ 3年児童は,

2006年度(平成18年度)に授業者(筆者)が週2回体育授業を行っている学級である｡学

級には外国籍児童も4名含まれているが,日本語で話すことができる｡

(4) 単元名

｢粍谷くんになろう｣ [器械･器具を使っての運動(基本の運動)]

本単元を実践するに当たって,毎時の目標として設定したのは,表6の通りである｡

表6 マット運動における毎時の目標

第1時 みんなで｢粍谷くんになろう｣という主題を確認し合おうo

順次接転前転を通して,主題が転がることの感じ方を探求していくことに気づ

くo

第2時 順次按転前転の感じ方を探求していくo

第3時 順次接転前転の感じ方を探求しながら,感じ方を集約していくo

粍谷くんになぞり,なりきりを通して,自分の転がりを探求していくo

第4時 粍谷くんになぞり,なりきりを通して,新たな転がりを見つけるo

順次按転することの感じ方を探求していく○

第5時 椛谷くんになりながら,自分の転がりを広げるo

順次接転することの感じ方を探求していくo

(5) 目的

マット運動を歴史的視点で紐解くと,マット運動の文化的特性は｢順次接転すること｣であ

り,文化的特性から中心的なおもしろさを｢順次接転しながら前転することのおもしろさ｣と

設定した｡順次接転することの感じ方を探求する｡そして,授業の毎時をどう主題化(テー

マ化)するかを問う授業である｡

(6) 手続き

授業者(筆者:以降,授業者Ⅰとする)が授業の全体を進めるとともに,授業者(M大学

学生アシスタント:以降,授業者(椛谷くん)とする)は順次接転前転実践者として子ども

に転がりを紹介した｡なお,実践2の主題(テーマ)が｢椛谷くんになろう｣ということから,

椛谷氏の了解を得て,実名で表記させてもらった｡さらに,授業者(映像記録者:以降,授

業者Ⅱとする)はビデオカメラにより映像記録を撮りながら､関与観察を行ったo体育授業
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の様子を｢授業実践一記録一記述一解釈｣という一連の調査行為からなる方法を用い, ｢粍谷く

んになろう｣ということが,子どもたちにとって,どういうことになっているかを考察する｡

さらに, M大学大学院生と学部生にビデオカメラにより映像記録を撮ったり,関与観察者と

して授業に参加してもらったりした.

<記録方法>

筆者が授業全体を進めながら, M大学大学院生と学部生によって,授業の様子をビデオカ

メラ(SONY, DCR-PC350)により映像を記録した.ビデオカメラは,大学院生と学部生

が持ちながら,子どもの様子,授業者Ⅰが子どもにどうかかわっているのかを録画したもの

と,体育館のステージ上から,体育館全体の様子を固定カメラで録画した｡

また,授業における子どもの思いを感想用紙に記述した｡

<記述>

記述をするにあたり,授業での授業者Ⅰと子どもの具体的な活動の様子,発話やそのとき

の状況を主観を入れずに事実のみを記入した｡子どもの名前はすべてカタカナ表記とした｡

発話内容は｢ ｣で表記した｡

<分析方法>

マット運動の文化的特性を歴史的視点から紐解くことで,中心的なおもしろさを設定する

が,中心的なおもしろさを内容構成したときに,マット運動の｢学習内容｣がどういうことに

なっていたのかという観点から取り上げようとする｡したがって,筆者が｢文化的特性｣, ｢中

心的なおもしろさ｣, ｢学習内容｣との関連で気になったことを事例として抽出する｡

<解釈>

抽出した事例を,子どものいまの姿と前後の様子から,脈絡(コンテクスト),授業におけ

る発話,感想用紙-の記述を手がかりにして,筆者が抽出した事例に解釈を加えることで,

子どもの実際,言葉の意味することを捉える｡
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第Ⅲ章 実践1 (M県K小学校6学年rBBび乗る･跳び越す｣[跳び箱運動])

本章では,前章で示した研究方法をもとに,跳び箱運動における｢学習内容｣を問い直すた

めに,状況主義的学習論に依拠した体育授業として実践1 (跳び箱運動)を取り上げる｡

第1節 跳び箱運動の内容構成における基本構想

本節では,これまでの跳び箱運動において,跳び越すことが失敗とされてきた｢跳び乗る｣

にスポットを当て,跳び乗るが跳び越すに内包されてきたこれまでの跳び箱運動から,跳び

越すことが跳び乗ることに内包されるような新たな跳び箱運動の実践を提示する｡

第1項 これまで行われてきた跳び箱運動の問題点

′ト学校体育における跳び箱運動は,跳び箱を跳び越すことに主眼が置かれてきた｡跳び箱

というモノをどうやったら跳び越えられるのか(克服型),どうやったらよりきれいに跳び越

せるのか(達成型)といったパフォーマンスの仕方を重視する運動になっていた｡跳び箱を

跳び越せたらよい,跳び箱を跳び越せなかったらだめ,よりきれいなフォームで跳び越せた

らさらによい,きれいなフォームで跳び越せなかったらだめというように,跳び箱というモ

ノを跳び越せる,跳び越せない,空中姿勢が美しいか,そうでないかという尺度でしか捉え

てこなかった｡このことは,跳び箱運動の授業が, ｢獲得｣としての認知主義的学習論に立ち,

どれだけ獲得できたか(数量的学習),どれくらいはやく獲得できたか(合理的･効率的学習)

が問題とされ, ｢参加｣としての状況主義的学習論に立てていないことを表している0

また,跳び箱というモノは,勢いよく走らなくても,踏み切りを強くしなくても,着芋を

強くしなくても,ある程度の力で跳びこせていた｡跳び箱運動と言えば開脚跳びに代表され

るように,一つの跳び越し方のみが多かった｡その開脚跳びも,踏み切りによって起こった

前転運動が,着手によって,後転運動に切り返すという切り返し系にもなっていない跳び方

であった｡所謂,馬跳びを開脚跳びとして教えてきたのである｡このことは, ｢跳び箱運動-

開脚跳び｣という図式から,開脚跳びをしていれば跳び箱運動をしているといった固定化した

観念を子どもに抱かせ,子どもにとって｢学習内容-単一の技-学ぶべきモノ｣ということに

留まっていて, ｢学習内容-学んでいるコト｣に成り得ていない｡しかも,開脚跳びという唯

一行っている技ですら,歪んだ認識から教師も子どももやっている馬跳びを開脚跳びだと疑

う余地がなく,開脚跳びの本物性(正統性)も味わえていないということである｡

加えて,かたい,こわい,接触すると痛いといったイメージしか持てなかったのではない

だろうか｡こういったイメージを抱かせながら跳び箱を跳び越えさせてきた｡中途半端な力

加減で跳び,なおかつ,こういったイメージを抱かせながら,跳び箱を跳び越えさせようと

していた｡教師は｢勢いよく走って｣, ｢強く踏み切って｣｢跳び箱で手を強く突き放して｣とい

った声かけを子どもにしていた｡跳び箱に向かう子どもの意識と教師の意識に矛盾を来たし

ながら,そのことに何の疑いもなく教師は子どもに向かって声かけしていたのである｡そし

て,跳び越せたら成功で,跳び越せなかったら失敗という判断を下してきた｡いかに子ども
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に伝達するか,いかに子どもに教えるかに終始して,できないことは子どもの責任であると

いう判断を下してきたのである｡結果として,跳び箱運動を嫌いにさせてきた｡

第2項 本実践のおもしろさはr跳び乗る｣

運動を機能的特性による克服型,達成型のみでとらえるだけでなく,運動の歴史を紐解い

てみるという文化的特性の視点から,跳び箱運動の歴史的変遷を辿ってみることにした｡

稲垣(1987),高橋ら(1992)によると, ｢跳び箱｣というモノは,スウェーデン体操の創

始者であるリング(Ling.P.H, 1776-1839)によって19世紀初めに考案された. 17世紀後

半から18世紀にかけての騎士学校では,木馬を使った乗馬体操が行われていたが,禾馬の

他に予備練習用器具としてのテーブル(Tisch)を用いた跳躍運動も行われていた.

この乗馬体操用の練習器具の一つとして使われていたテーブルをヒントにして跳び箱を考

案したものとされる｡リングの考案したとび箱は,最上段のクッションつきの木枠の大きさ

が150cmX150cmの正方形であり,ここにもテーブルをヒントにして考案したと思われる残

像が認められること,木枠の大きさが最下段から最上段まで全部同じであるため,縦に垂直

に積み上げられ,立方体に近いものであったことなどにその特色がある｡台形の跳び箱はオ

ーストリアのガウルホ-ファー(Gulhofer.K, 1885･1941)が1920年代に考案したもので,

日本にはこの台形の跳び箱が移入された｡オーストリアの体育改革を指導した自然体育の創

始者ガウルホ-ファーは,垂直の直方体であったスウェーデン型の跳び箱を安定度の高い台

形の跳び箱に改善し,たんなる跳躍器具としてだけではなく,多様な活用方法をも開発して,

学校教育の主要な器具の一つとしての地位を確立したo 当時の乗馬体換の練習は,テーブル

を利用する系統と木馬(またはボックBock)を用いる系統の二つがあったoドイツ体操の創

始者ヤーン(Jahn.F.L, 1778･1852)は木馬とボックを用いているが,テーブルは用いてい

なかった｡跳馬は,ヤーンの始めたドイツ体操の中で徐々に改善が加えられ,木馬の首がと

れ,尻尾がはずされて跳馬の形態が生まれた｡木馬を抽象化していって生まれたものであり,

それをさらに短くしたものがボックである｡ボックは跳馬運動の予備練習用器具としてアイ

ゼレン(Eiselen. E.W.B, 1792･1846)が考案した跳躍器具である.このように,跳び箱と

同種と考えることのできる器具には,テーブル,跳馬,ボックの3種類があった｡したがっ

て,馬を用いた運動文化の発展過程の中で,近代になって生み出された独特の器械が跳び箱

である｡

今日の跳び箱運動は,助走,踏み切り,台上に着手して跳び箱を跳び越す｢支持跳躍運動｣

を特徴としている｡この支持跳躍系の運動の歴史は,古代ローマ帝国時代の木馬による乗馬

訓練に端を発している｡木馬-の跳び乗り,跳びおりの運動から,器械の上に手を着いて一

気に跳び越す運動-と発展してきた｡

一方,古くから子どものあそびとして親しまれてきた馬跳び遊びも,支持跳躍系の運動の

最も原始的なものである｡森(1989)によると,ブリューゲル(Bruegbel.P, 1525-1569)

作｢子どもの遊戯｣ (1560年ウィーン美術史美術館所蔵)では,馬乗り遊びや馬跳び遊びをし

ている子どもたちが描かれている(図10)｡馬乗り遊びは｢牡山羊,牡山羊よ,ふらつくな(Bo女,

Bokstavast) ｣と呼ばれ, ｢牡山羊となった人の上に馬乗りになる.日本でも『とび馬ごっ
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こ』 (関西では『どんま』)とよばれるあそびがあった｣と述べている｡さらに, ｢そもそも子

供のもっとも子供らしい状態というのは,遊んでいるときである.子供が自ら工夫して作っ

た遊具やそれを使っての遊び,また二人以上で遊ぶ時のルールづくり,また体を動かしての

スポーツ的な遊びの中では,子供は『小さな大人』ではなく,子供自身の世界を築いているo｣

とも述べているo

園10 馬乗り遊び(ブリューゲル. 1560)

このことは,リングによって乗馬体操用の練習器具のテーブルをヒントに考案された跳び

箱というモノは,最上段が150cmX150cmの正方形というように現在の文部科学省規格より

もかなり広く大きく,跳び箱運動の源流は乗馬訓練による｢跳び乗り･跳びおり｣に端を発す

ると共に,跳び箱の誕生よりもはるか以前に,子どもの遊びの世界の中で,馬乗り遊び,局

跳び遊びとして存在していたことを意味しているo よって,跳び箱運動の原型は,馬に跳び

乗ることに由来していると言える｡所謂,馬乗り遊びである｡馬の背に着手して跳び乗ると

いう馬乗りの乗り方から切り返し系や回転系の技が発生してきたのであるo ところが,跳び

箱運動の授業において,馬乗り遊びのような｢跳び乗ること｣は全くみられない｡子どもの遊

びの世界に目をやると,遊びの時間と空間の変化や遊び環境の変化,人間関係の希薄さから,

室内ゲームや個人喜びに偏重しているo子どもの遊びの世界においても,体育授業の中でも,

筆者が子どもの頃によくやっていた馬乗り遊びはみられなくなってしまったo 跳び箱運動の

源流である,乗馬訓練による｢跳び乗ること｣,子どもの遊戯の世界にあった｢馬乗り遊び｣と

いう運動文化は,歴史的変遷の中で失われてしまったのである｡

そこで,これまでの跳び箱運動で跳び越せなかったから失敗とみなされてきた｢跳び乗る｣

という跳び箱運動の文化的特性にスポットを当てることにしたo 中途半端な力で跳び乗るの

ではなく,思いきり跳び乗ることを抜きにして,これまでの跳び箱運動で行われてきた跳び

越すことに重点を置いた(効率的に合理化された)授業で内容構成していくと,思いきり跳

び越えたり(克服型),よりきれいに跳び越えたり(達成型)するということにつながるのか

と疑問に感じたからである｡

このことは,佐伯(1995)が｢日常,私たちがなんとなく当たり前と思っていたことや,

無意識のうちに勝手に想定していた前提にあらためて焦点をあてて,それらを根底から疑っ

てみることであるo そういう無意識のうちに勝手に想定していたことが,実は『くつがえさ
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れたことになっている!』ということに気づいたとき,世界のみえ方が変わる｡ ｣と述べてい

るように,跳び越すことが成功で,跳び乗ってしまったら失敗であるというこれまでの跳び

箱運動の前提をくつがえすことである｡思いきり跳び乗ることに挑戦する過程で,勢い余っ

て思わず跳び越してしまった(-失敗?)ということも予想される｡つまり,従来の｢跳び越

す｣という克服型としての結果に導かれる過程としての｢跳び乗る｣ではなく,思いきり｢跳び

乗る｣というコトの延長過程である｢跳び越す｣としてとらえる(図11)0

体育授業を関係論的に見ていく上で,岡野(2006)が提示している運動の中心的なおもし

ろさを,跳び箱運動の歴史的視点から紐解くことで,跳び箱運動の文化としての原型である,

｢腕支持で跳び乗ったり跳び越したりすることのおもしろさ｣とする｡腕支持で思いきり跳び

乗ることに挑戦して楽しむようにすることで,思わず腕支持で跳び越してしまうようにする

ことにした｡そして,中心的なおもしろさである｢腕支持で跳び乗ったり跳び越したりするこ

とのおもしろさ｣に参加するための周辺的な活動として, ｢長さ･高さ･人･モノ｣という 4

つの点を組み合わせることで,思いきり跳び乗ることを通して,跳び越すことを内包してい

ると捉える展開構成を編成することとした｡

図11 r跳び乗る.跳び越す｣の関係

第2節 授業の概要

(1) 単元名｢跳び乗る･跳び越す｣ [跳び箱運動(器械運動)]

(2) 目標

腕支持で跳び乗ったり,跳び越したりすることを思いきり楽しむ｡

友達やモノに跳び乗ったり,友達やモノを跳び越したりすることを思いきり楽しむ｡
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(3) 指導上の考察

跳び乗ることの中心的なおもしろさを｢思いきり腕支持で跳び乗ったり,跳び越したりする

ことのおもしろさ｣とする｡自分と跳び箱との関係をおもしろい世界にするために,跳び箱運

動の原点である｢腕支持で跳び乗ることのおもしろさ｣を手がかりにして進めることにする｡

安全面に気をつけながら,腕支持で跳び乗ることを思いきり楽しむ｡長さと高さ-の挑戦

である｡そのために,友達と長さ(馬)をつくったり,モノで高さをつくったりして場を設

定する｡それから,腕支持で跳び越すことを思いきり楽しむ｡これも長さと高さ-の挑戦で

ある｡友達を長く跳び越したり,高く跳び越したりすることに挑戦させる｡そして,場の設

定を友達からモノ-と広げ,長さと高さに挑戦させる｡その時,どういう子どもたちの動き

が立ち現れるのかみることにする｡

教師は,子どもたちと共に運動の世界に入り,共に跳び乗ったり,跳び越したりするよう

にする｡このことを通して,子どもの動きの意欲をかき立てたり,跳び方を広げたり,立ち

現れてきた動きを感じたり,おもしろさや楽しさを共感したりするようにした｡

さらに,感想カードを活用することにより,中心的なおもしろさに迫るための周辺的な活

動はどうであったか,周辺的な活動に参加することで,跳び箱の中心的なおもしろさにどう

触れていたのかの振り返りを行う｡

(4) 指導計画(全7時間)

跳び箱運動実践における学習過程は表7に示すとおりである｡

表7 跳び箱運動の学習過程

1

腕支持で

跳び乗ろう

馬乗り(個人.チーム)[長さ.人]

2 馬乗り(チーム)[長さ.人]

3

4

5

立てたセーフティマット[高さ.モノ]

積み重ねたマット(ステージ上)[高さ.モノ]

積み重ねたセーフティマット[長さ.高さ.モノ]

積み重ねたマット(フロア上)[長さ.高さ.モノ]

積み重ねたセーフティマット[長さ.高さ.モノ]

6 腕支持で

跳び越そう

跳び箱[長さ.高さ.モノ]

7 ｢跳び乗る.跳び越す｣を振り返ろう
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第3節 授業の実際

第1項 腕支持で跳び乗ることがおもしろい

第1時では, ｢腕支持で跳び乗ったり,友達と一緒に跳び乗ったりすることに思いきり挑

戦しよう｡ ｣というテーマ(主題)で,長さと人を組み合わせることで内容構成し,腕支持で

どこまで遠く-跳び乗れるかという馬乗り遊び(個人)と,チーム8人全員が腕支持で跳び

乗れるかという馬乗り遊び(チーム)を行ったo ｢馬乗り遊びをしようo個人がどれだけ遠く

に跳び乗れるか,チーム全員で馬乗りできるか挑戦しよう｣という授業者Ⅰの投げかけで始ま

ったo 授業者Ⅰは授業者Ⅲと馬乗り遊びのやり方を紹介したり,子どもと共に馬乗り遊びに

加わったりした｡ 8人×3チームをつくり,チーム内で一人ずつ馬乗り遊びを行った｡腕支

持でどこまで遠く-跳び乗れるか挑戦していた｡馬乗り経験のない子どもたちは,最初どう

やって跳び乗るのか戸惑っていたが,馬乗りの仕方がわかると,馬に跳び乗り始めた｡しか

し,できるだけ遠く-跳び乗ろうとするところまでいかなかったので, ｢チーム対抗で馬乗り

遊びをしよう｣と投げかけたoチーム全員が馬に跳び乗るためには,自分ができるだけ遠くに

跳び乗らなければならないという明確な目標が持てたため,勢いよく馬に跳び乗るようにな

ったo

第2時では, ｢腕支持で跳び乗ることをチームで思いきり競い合おう｡ ｣というテーマで,

第1時でのチーム対抗での馬乗り遊びが飽和になっていなかったので,今回も長さと人を組

み合わせることで授業構成し,馬乗り遊び(チーム)を行った(写真1)0

写真1

8人全員が相手チームの馬に腕支持で跳び乗ることや,馬になったチームは絶対に崩れな

いようにすることで,助走を勢いよく走ったり,強く踏み切ったり,着手する位置がさらに

前になったり,腕支持したところよりもお尻を着く位置が前になったり,跳び乗っている子

の上におおいかぶさるように跳び乗ってしがみついたり,思いきり着地して馬をつぶそうと

したりしている姿がみられた.チーム対抗での馬乗り遊びをしている中で, ｢腕支持でどこま

で跳び乗ったらいいかな｣, ｢跳び乗る順番を変えてみよう｣, ｢馬は両足でしっかり踏ん張ろ
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う｣という話し合いがみられた.授業者Iと授業者tIは今回も子どもと共にチームに入り,.蒔

乗り遊びを行った｡

第3時では, ｢腕支持でモノ(セーフティマット)に跳び乗ることをチームで思いきり競

い合おう｡ ｣というテーマで,高さとモノを組み合わせることで授業構成し,セーフティマッ

トにチームみんなで跳び乗ることを行った(写真2)a

写真2

前時が,馬乗り遊びによる長さ-の挑戦ならば,セーフティマットにチーム全員で跳び乗

ることは高さ-の挑戦であるQ セーフティマットを横長にして跳び乗ったり,縦長にして跳

び乗ったりして,いろいろな方向から跳び乗れることを授業者Ⅰが例示した上で,チーム全

員でセーフティマットに跳び乗ることを競い合ったo 手のひらだけでなく,腕全体でセーフ

ティマットに着いて跳び乗ったり,踏み切りを強くして大きく跳び乗ったりする子がみられ

た.腕支持して強くセーフティマットを押すことで跳び乗ろうとしていた.さらに,強く着

手するためにセーフティマットがつぶれてしまう場面もみられた｡今回も, ｢助走を長くとっ

てみよう｣, ｢桃び乗る方向を変えてみよう｣という話し合いがみられたo授業者Iと投棄者II

は, 2つの場にそれぞれ入り,セーフティマットをつぶれないように支えたり,跳び乗り方

を提示したり,話し合いに入ったりした｡

第4時では, ｢腕支持でモノ(セーフティマット･マット)に思いきり跳び乗ろうo ｣とい

うテーマで,高さとモノを組み合わせることで内容積成したo マットの高さを変えたステー

ジの場と長さと高さとモノで内容構成したセーフティマットを立てた場を設定した｡マット

の高さを変えたステージの場では,マット2枚を積み重ねた場から,子どもたちは腕支持し

て跳び乗るのではないかと授業者Ⅰは考えていたが,マットを数枚積み重ねた高い場に挑戦

していた｡着手してよじのぼる,腕支持して反転してマットにすわる,着手して横転しての

ぼるといった跳び乗りをしていた｡助走をもっと長くとってスピードを速くしたり,強く踏

み切ったりすることが立ち現れてきた｡途中から踏み切り位置にロイター板を置いてみた｡

すると,ロイター板を使って踏み切り,空中で腰が高く上がった状態から脚を閉じて跳び乗

ること,つまり,腕支持してかかえ込み跳びで跳び乗る(写真3),腕支持して開脚跳びで跳

び乗る,腕支持して片脚で跳び乗るといった跳び乗りがみられた｡

42



写真3

セーフティマットを立てた場では,セーフティマットを縦長にしたり,横長にしたりして,

腕支持で跳び乗っていたが,倒れたセーフティマットの上で着手して前転する子が出てきたo

この跳び乗りから,セーフティマットを樺み重ねた場に変化させて,踏み切り位置にロイタ

ー板を置いてみた｡着手してうつ伏せで跳び乗る,着手して前転をして跳び乗る,腕支持し

て大きく前転して跳び乗る,腕支持してかかえ込み跳びで跳び乗る(写真4),腕支持して開

脚跳びで跳び乗る,腕支持して片脚で跳び乗る,腕支持して反転して背中から跳び乗る,腕

支持して1/4ひねって跳び乗るという跳び乗りをするようになった｡

写真4

大きく前転したら脚がセーフティマットを越えてしまったりしていたD 第4時から,授業

者Ⅰ,授業者Ⅱに加えて,授業者Ⅲを登場させた｡子どもの跳び乗り意欲をかき立てたり,

跳び乗り方を広げたりした｡

第5時では, ｢いろいろな方向から腕支持でモノ(セーフティマット･マット)に思いき

り跳び乗ろう｡ ｣というテーマで,長さと高さとモノを組み合わせることで内容構成し,フロ

ア上にマットを積み重ねた場と,セーフティマットを積み重ねた場の2つの場を設定したo

フロア上にマットを積み重ねた場では,授業者Ⅲや授業者lの跳び乗りから,腕支持しそ
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うつ伏せで跳び乗ったり,腕支持して開脚跳びで跳び乗ったり(写真5),腕支持してかかえ

込み跳びで挑び乗ったり,腕支持で前回りしたり,横跳びしたりしていたりするようになっ

たo さらに,腕支持して開脚跳びで跳び乗ることから,開脚した後の両脚が前に揃うように

なり,腕支持して跳び越してしまう子がみられるようになったo

写真5

セーフティマットを積み重ねた場では,腕支持してうつ伏せで跳び乗ったり,着手して横

転して跳び乗ったり,腕支持してかかえ込み跳びで跳び乗ったり,着手して前転して跳び乗

ったりすることから,前時よりも前転が大きくなり着地がセーフティマットを跳び越してし

まっている子もみられた｡さらに,授業者Ⅲの跳び乗りから,腕支持して前方宙返りで跳び

乗る子もみられた(写真6)o

写真6

2つの場での跳び乗りを広げるために,跳び乗りを紹介し合うことを行ったQセーフティ

マットを積み重ねた場では,腕支持して前方宙返りをして跳び乗る,セーフティマットを縦

長にして着手して前転で跳び乗る(跳び越す),セーフティマットを横長にして着手して前転

で跳び乗る(跳び越す)という跳び乗りが紹介されたD フロア上にマットを積み重ねた場で
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は,腕支持して開脚跳びで跳び乗って跳びおりる,片手支持してかかえ込み跳びで跳び乗る

(跳び越す),腕支持して前方倒立回転して跳び越す,授業者Ⅲから腕支持して開脚跳びで跳

び越す,授業者Ⅰから腕支持して側方倒立回転跳びで跳び越すという跳び乗り(跳び越し)

が紹介されたo

紹介し合った後のセーフティマットを積み重ねた場では,着手して前転して跳び乗る,セ

ーフティマットを横長にして着手して前転で跳び乗る(跳び越す),セーフティマットを縦長

にして着手して大きな前転で跳び乗る(跳び越す),腕支持して前方宙返りして跳び乗る,腕

支持してかかえ込み跳びで跳び乗るという跳び乗りがみられるようになった｡フロア上にマ

ットを積み重ねた場では,腕支持して開脚跳びで跳び乗り跳びおりる,腕支持してかかえ込

み跳びで跳び乗る,腕支持して開脚跳びで跳び乗り両脚が前に向く,腕支持して横跳びで跳

び越すといった跳び乗り(跳び越し)がみられるようになった｡

第2項 腕支持で跳び越すことがおもしろい

第6時では, ｢腕支持で跳び箱を思いきり跳び越そうo (跳び箱:8段･7段16段) ｣とい

うテーマで,長さと高さとモノを組み合わせることで内容構成し,跳び箱大8段縦置き, 8

段縦置き, 7段縦置き,6段縦置き, 6段横置きの場を設定した｡前時までの跳び乗り方から,

跳び乗ろうとする勢いのあまり,マットを跳び越してしまう子どもが出てきた｡そこで,跳

び箱を設定し,腕支持して跳び越すことにしたためであるD

跳び箱大8段縦置き0)場では,腕支持して開脚跳び乗り,腕支持して開脚跳び越し,腕支

持してかかえ込み跳びで跳び乗るといった跳び乗り,跳び越しがみられたo腕支持して開脚

跳び越しをしようとしている子に対して,授業者Ⅰは,第1空中局面におけるからだの放り

出し方の技術指導を行った｡

跳び箱8段縦置きの場では,腕支持して開脚跳び越しをしていたが,跳び箱上にマットを

敷くことによって,着手して台上前転,頭はね跳び(写真7),腕立て前方倒立回転跳びをす

る子がみられるようになった｡

写真7

跳び箱7段縦置きの場では, 6段縦置きの場で,腕支持して開脚跳び越しをやっていた子
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が, 7段縦の場でも腕支持して開脚跳び乗り,腕支持して開脚跳び越しをくり返しやってい

た｡

跳び箱6段縦置きの場では,腕支持して開脚跳び越しをくり返しやっている子がみられた｡

この子が｢踏み切り板を『バン』と音が聞こえるくらい強く踏み切らないと｣という言葉から,

授業者Ⅰは,着手後の第2空中局面をからだの様子,共に走っての助走と声かけといった技

術指導を行ったo

跳び箱6段横置きの場では,腕支持して開脚跳び越し,腕支持してかかえ込み跳びで跳び

乗りをやっていた｡

第3項 腕支持して跳び乗ったり跳び越したりすることのおもしろさの振り返り

第7時では, ｢跳び乗る･跳び越すを振り返ろう｣というテーマで,第1暗から第6暗まで

の授業の振り返りを行った｡毎時の場面を祇芝居風にして紹介することでやってきたことを

思い出させるとともに,毎時間の後に記述してきた感想カードをもとに,振り返りカードに

毎時間どんな跳び乗り,跳び越しをしていたのかを記述させるようにした｡その中から,第

1時から第6時までの中で,ベストイチオシ場面を選ばせ,理由とともに記述させた｡さら

に, ｢跳び乗る･跳び越す｣からの気づきを記述させるとともに,気づきを出し合うことでベ

ストイチオシ場面と気づきの共有化を図った｡

第4節 授業の分析

【事例1】 考えが受け入れられる

第2時にチーム対抗で馬乗り競争をしたときのことである｡男子8人チームに女子8人チ

ームが馬乗りをする競争をした｡ 1人目に馬乗りしたのがユイコである｡ 2人目以降が馬乗

りしやすいように,ユイコはからだを前かがみにしている｡しかし,女子7人目のマサミは

馬乗りしたが落ちてしまった｡女子8人全員が馬乗りできなかったので,男子が喜んでいる｡

その後,他の男子8人チーム(授業者Ⅰと授業者Ⅱを含む)に,女子8人チームが馬乗りを

する競争をした｡この時も, 1人目に馬乗りしたのがユイコである｡ユイコはすぐに走り出

すのではなく,何歩か後ろに下がってから走り出した｡ 5人目のユウカが馬乗りして, 6人

目のマサミが馬乗りした時に,男子チームは前の4人の馬が崩れてしまった｡ユイコは手を

叩いて喜んで馬からおりた｡男子チームに勝ったことで,ナナコ,ナミエ,モナも大喜びで

はしやいでいる｡モナとエリは男子の所にかけ寄り,肩をたたいている｡崩れた男子チーム

は,マットに座り込んで,崩れたときの様子を話し合っている｡その後,女子チームが馬を

組み,男子チームが馬乗りをすることになった｡
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女子8人チームが馬になることになった.

ている｡ユイコは馬になる順番を指示している｡モナ｢眼鏡持っといてよ｣と授業者Ⅰに言

った｡馬乗りをする男子8人チームは,ユウジがカイトと跳び乗る順番を話している｡女

子チームは馬になる前に話し合いをしている｡男子チームも跳び乗る順番を話し合ってい

たが,ようやく決まった｡授業者Ⅰが話しかけると,マサミは｢今(順番を)決めとんの

やからさ｣と言ってきた｡叩こ押しのけようとした｡

早イコはどうするか女子の中で考えを言っている｡マサミは下を向いて立っている.モエ

は｢はい,しっかりつとめていこう｣と女子みんなに声をかけた｡ナナコは｢お-｣と右手を

挙げた.マサミにユウカやナナコが声をかけた｡叫ナした｡モ

エはマサミに｢誰がおるか言ってよ｣と伝える｡叫こ吉

葉をか哩｡女子8人が馬になった.男子チームは1番目にタクヤが馬乗りした｡一番手

前に着手したが, 3人目の馬に跳び乗った｡ 2番目にシンゴが馬乗りしたが,ユウヤもー

番手前に着手したが, 3人目の馬に跳び乗った｡ 3人目にカイトが馬乗りした｡ユウヤと

カイトは前の子にしがみついている｡男子が跳び乗るたびに女子は悲鳴をあげるが,授業

者Ⅰは｢支えとる,支えとる,いける,いける｣と馬になっている女子に声かけした｡ 4番

目にタケシが馬乗りした｡ 5番目にコウキが馬乗りした時,女子の馬が崩れた｡男子は大

喜びで,ユウジは歓声をあげている｡ユイコは足を痛がってうずくまっていたが, ｢だい

叫旨Ⅰの所に来た｡ユイコは｢マットが

さ,マットがさ｣とマットを指差しながら言って来た｡マサミも｢ちがう,ちがう,あっち

に言って来て｣と授業者Ⅰに言って来る｡授業者Ⅰは男子に向かって, ｢おい,さっきマッ

トがずれたで,もう1回させてくれやんか｣と女子が言っていると伝えた｡男子の中には,

｢イヤや｣と言ってくる子もいたが,ユウジが｢OK,男のプライドみせたる｣と言ってもう1

回競争することになった.男子,女子チームとも,話し合いが一層活発になった.三土三

上ナナコは男子の跳び乗る順番を見て確かめていた｡女子チームが馬を組んだ｡ 1番目に

タクヤが馬乗りした｡一番手前に着手したが, 2番目から3番目の馬に跳び乗った｡ 2番

目にシンゴが馬乗りした.一番手前に着手したが, 2番目の馬に跳び乗った｡ 3番目にカ

イトが馬乗りしたが,カイトの勢いが強くて前のタクヤとシンゴが落ちてしまった｡カイ

トとシンゴが崩れた時に,馬になっていたユイコも崩れたが,タクヤとシンゴが崩れ落ち

たことを女子に伝えると,きイコはエリとモエと手を取り合って｢やった｣と喜ん…｡

モエとエリはハイタッチをしていた｡ナナコは足を痛めたらしく,涙を浮かべていたが,

ユイコはナナコの所に歩み寄ると,ナナコの肩を2, 3回たたいた｡

(授業開始後, 28分55秒から4分48秒間)

ユイコは運動することが好きな子である｡しかし,自分のやりたいことのために,状況を

考えずに行動する所があり,友達との関係も良好とは言えなかった｡そんなユイコであるが,

女子チームが馬になって,男子チームが馬乗りをする競争では,ユイコは,ナミエ,エリと

馬になる順番のことで話している｡いつもなら,ユイコが自分で決めた順番をみんなに押し

付けることがあったが,ナミエとエリと共に馬になる順番を話し合っているのである｡女子

チームの中で,話し合いが進んでくると,ユイコは友達との話し合いに真剣で,授業者Ⅰが
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入ることを拒んでいたo しかし,話し合いの中で,ユイコは自分の考えも伝えている｡いっ

もなら,ユイコが自分の考えを言うと,友達に受け入れられないことがあったが,ユイコの

考えを友達が受け入れつつ,馬を組む順番が決まっていった｡さらに,ユイコは｢前しっかり｣

と言った後に,前に行って直接ナミエに言葉をかけているのである｡

しかしそれだけではなかった｡ユイコは馬乗り遊びの勝敗にもこだわってきたo男子チー

ムが馬乗りしたことで,女子チームの馬が崩れたことに納得がいかなかったのである｡ユイ

コは足を痛がってうずくまっていたが, ｢だいじょうぶ｣と言って起き上がると｢先生｣と言っ

て授業者Iの所に来たoそれは, ｢マットがさ,マットがさ｣とマットを指差しながら,女子

チームが踏ん張っているマットがずれてしまったために,支えることができず,馬が崩れた

とユイコが主張してきたのである｡再度,馬乗り競争をする前,ユイコとナナコは男子の跳

び乗る順番を見て確かめていたり,男子チームに勝った時,エリとモエと手を取り合って｢や

った｣と喜んでいたり,足を痛めて涙を浮かべていたナナコの所に歩み寄ると,ナナコの肩を

2, 3回たたいたりしていた｡ユイコは,馬乗り遊びの中で,女子チームの友達とうまく関係

が築けているのである｡だから,ユイコの考えも押し付けではなく,友達に受け入れられて

いたのである｡

【事例2】 ｢教師一子ども｣から｢子ども一子ども｣-

第4時にステージ上にマットを積み重ねた場で,腕支持してよじのぼっていたユイコは,

踏み切り位置にロイター板を置いたことにより,ロイター板を使って踏み切り,腕支持して

かかえ込み跳びで跳び乗るようになった｡ロイター板の設置によって,腕支持してよじぼら

なくても,腕支持で一気にかかえ込み跳びで跳び乗るようになったことで,この場でくり返

し腕支持してかかえ込み跳びで跳び乗ることをやっていた｡ユイコが次に跳び乗る順番を待

っていた時のことである｡

ユイコはもうーつのセーフティマットを積み重ねた場を見ていたoそこに,

厳重持して前方宙返りして跳び乗っを｡授業者Ⅲの跳び乗りを見ていた子から｢お-｣とい

う歓声が沸き起こったoそ並を見たユイコは拍手をしながら,走ってセーフティマットを

塵卿.ナナコがロイター板で踏み切ってセーフティマットにうつ伏

せで跳び乗った｡授業者Ⅰはナナコの所に近づき,腕支持して跳び乗るように伝えた｡マ

サミはナナコと同じように,うつ伏せで跳び乗った｡授業者Ⅰはマサミに｢手を着いて一

気に跳び乗ってみ｣と声かけした｡ユウカもナナコ,マサミと同じように,うつ伏せで跳

び乗った｡ナミエもうつ伏せで跳び乗った｡モエはセーフティマットに着手してうつ伏せ

で跳び乗った｡エリは腕支持してかかえ込みで跳び乗った｡ユウジは片足踏み切りして,

セーフティマットに着手してセーフティマット上で前転して跳び乗った｡シンゴは着手し

て1/2ひねってセーフティマットの上に背中から着地した｡タケシは両足踏み切りで,着

手してセーフティマットの上で前転して跳び乗った｡ツヨシは着手してうつ伏せで跳び乗

ったoきイコは着手してセーフティマットに前転して跳び乗った｡ユイコは｢できた｣と言

っている｡もう一度｢できた｣と言っている｡ コウキは着手してうつ伏せで跳び乗った｡ユ
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ウジたちは授業者Ⅲに向かって｢ジャンプ,ジャンプ｣と連呼した｡授業者Ⅲは蹟跨したが,

腕支持して前方倒立回転でセーフティマットを跳び越した｡ユウジたちは｢わー｣と大歓声

をあげていたoユウジは授業者Ⅲに｢すご-い｣と声かけしていた.カイトは着手してセー

フティマット上で前転したが,両足はセーフティマットを跳び越えていた｡ナナコは着手

して開脚で跳び乗ろうとしたoナナコは笑顔でいた｡マサミは着手してかかえ込みで跳び

乗った｡授業者Ⅰはマサミの跳び乗りを見て, ｢お-｣と声かけして拍手した｡マサミを見

ていた子からも｢お-｣という歓声があがった｡ユウカはうつ伏せで跳び乗った｡ナミエは

着手してかかえ込みで跳び乗った｡モエも着手してかかえ込みで跳び乗った｡今まで跳び

乗ろうとしなかったトシキがセーフティマットに向かって歩き出したので,授業者Iもー

緒に歩いたがトシキは跳び乗ることはしなかった｡エリは着手してかかえ込みで跳び乗っ

た｡授業者Ⅰは｢お-｣と声かけした｡シンヤが足で駆け上った｡ユウジはうつ伏せで跳び

乗った｡シンゴは｢イェ-イ｣と言いながら1/2ひねりで背中から跳び乗った｡ユイコは着

手して前転して跳び乗った｡見ていた子から｢お-｣という声が上がった｡授業者Ⅰもユイ

コに拍手をした｡コウキはうつ伏せで跳び乗った｡タクヤはゆっくり歩いてきて,セーフ

ティマットに寄りかかるだけで止まる｡カイトは着手して前転するが足がセーフティマッ

トを跳び越していた.テツヤは着手してかかえ込みで跳び乗った｡ナナコは微笑みながら

着手して開脚で跳び乗った｡マサミは着手して前転して跳び乗った｡見ていた子から｢お

-｣という声かけを受けた.マサミの表情はうれしくて微笑んでいた.ナミエが着手して

かかえ込みで跳び乗った｡モエが着手して前転して跳び乗った｡エリが片足で跳び乗った｡

シンヤは片足で駆け上がったが, ｢失敗した｣と言っていた｡ユウジたちが授業者Ⅲの名前

をくり返し連呼した｡授業者Ⅲは,腕支持して前方倒立回転跳びしてセーフティマットを

跳び越した｡ユウジたちは｢わー｣と大歓声をあげた後,拍手をしていた｡ユウジは勢いよ

く助走して,片足踏み切りで着手して前転して跳び乗った｡シンゴは,踏み切った後,高

く跳んで1/4ひねって跳び乗った｡体育館の壁伝いにタクヤがステージの方に歩いていた｡

ユイコは,勢いよく走ってきて,着手して前転したら,両足がセーフティマットを跳び越

していた｡みんなから｢お･-｣と声をかけられていた｡コウキがうつ伏せで跳び乗った｡カ

イトは着手して前転してセーフティマットを跳び越していた｡着地後,勢い余って前のめ

りにこけていたoナナコは着手して開脚で跳び乗ってうれしそうだったo セーフティマッ

トを開脚跳びしようとして微笑んでいた｡マサミは着手して前転して跳び乗った｡ユウカ

はうつ伏せで跳び乗っていた｡タクヤはステージ上のマットに座っていた｡授業者Ⅰはタ

クヤに｢やらないのか｣と声かけした｡ツヨシが,ステージにマットを積み重ねた場で,た

めらっていたので, ｢行け,行け｣と声かけしたら,タケシの後押しもあり,ロイター板で

踏み切ってよじのぼっていた｡すると,マサミ,ユウカ,ナナコ,ナミエがステージ上に

マットを積み重ねた場に移ってきた｡すると,タクヤが走ってセーフティマットを積み重

ねた場にやって来た｡授業者Ⅲが腕支持してセーフティマット上で前方宙返りして跳び乗

った｡みんなから｢お-｣という声とともに拍手が起こった｡ユウジが片足踏み切りで着手

して前転して跳び乗った｡マサミの｢危ない｣という声に,ユウジがセーフティマットを直

していた｡シンゴが着手して1/2ひねって背中からマットに跳び乗った｡ユイコは着手し

て大きく前転して跳び乗っていた｡コウキは着手してうつ伏せで跳び乗っていた｡ユイコー
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は授業者Ⅲにステージ上にマットを積み重ねた場で腕支持して前転するようにジェスチ

ャーで伝える｡ユイコは｢マットを縦にしたらいいやん｣と言う｡セーフティマットを積み

重ねた場では,エリが着手してかかえ込みで楽に跳び乗っていた｡タクヤがはじめて片足

踏み切りで着手して前転して跳び乗った｡タクヤは続けて岬

豊丘_トシキが走ってきてセーフティマットに両手を着いた｡トシキは｢あー｣と声をはりあ

げていた｡シンヤが着手して斜め転がりで跳び乗った｡ユウジが両足踏み切りで着手して

前転したら両足がセーフティマットを跳び越していた｡シンゴは着手して1/2ひねりなが

ら跳び乗っていた｡リョウタはうつ伏せで跳び乗った｡コウキは着手してうつ伏せで跳び

乗った.カイトは着手して前転して跳び越していたo タクヤは着手してうつ伏せで跳び乗

っていた｡しばらくセーフティマットの上でいたが,おりて行った｡ユイコは着手して前

転したが,両足がセーフティマットから跳び越していた｡授業者Ⅰが着手して前転して跳

び越していたo勢い余って前のめりになって｢わーあー｣と言っていた.ユウジは着手して

前転して跳び乗っていた｡マサミが着手して前転して跳び乗った｡うれしそうに笑ってい

た｡リョウタが勢いよく走ってきたが,勢い余ってセーフティマットにぶつかった｡授業

者Ⅰは｢だいじょうぶか｣と声かけした後,セーフティマットを直した｡コウキは着手して

うつ伏せで跳び乗っていた｡カイトは着手して前転して跳び越していた｡タクヤは片足踏

み切りで着手して前転して跳び乗った｡授業者Ⅰは｢いける,いける｣とタクヤに声をかけ

た｡ユウジは着手して前転で跳び越していた｡シンヤが着手してうつ伏せで跳び乗り,チ

ツヤも着手してうつ伏せで跳び乗った｡ユイコは着手して前転して跳び乗っていた｡カイ

トは強く踏み切って前転して跳び乗っていた｡タクヤは｢はい,ジャンプして｣と声かけし

ている｡授業者Ⅰは｢はい,集まって｣と言った｡その後,ユイコが着手して前転して跳び

乗った｡タクヤは片足踏み切りで着手して前転したらセーフティマットを跳び越してい

た｡

(授業開始後, 32分54秒から12分38秒間)

第5時のセーフティマットを積み重ねた場の出来事である｡

タクヤが片足踏み切りで着手して前転して跳び乗っていた.ユ

りして跳び乗った｡授業者Ⅰはユイコに｢お-,すごいな,手を着いて着地しとるやん｣と

声をかけた｡ユイコは｢あれをもっと｣と言っていた｡授業者Ⅰはさらに｢手を着いて着地

するってもっとすごいな｣とユイコに言う｡タクヤはフロアにマットを積み重ねた場のマ

ットを直している｡タクヤは｢足,足｣と言っている｡フロアにマットを積み重ねた場で,

片足で跳び乗っておりていた｡セーフティマットを積み重ねた場で,ユイコは腕支持して

前方宙返りして跳び乗っていた｡授業者Iは｢お-｣とユイコの跳び乗りを見て言う｡旦2_

ヤは｢よし,ユイコの,よし｣と言っていた｡タクヤは友達を連れて,セーフティマットを

積み重ねた場に移動してきた｡ユイコは着手して前方宙返りして跳び乗ろうとするが立て

ない｡ ｢あー｣という表情をしていた｡授業者Ⅲが腕支持して開脚して跳び越す｡ユイコは

腕支持して前方宙返りして跳び乗ってセーフティマット上に立つ｡タクヤはユイコの跳び

乗りを見ていた｡授業者Ⅲが腕支持して前方宙返りで跳び乗った｡授業者Ⅰが｢集まって｣■
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と声かけして集合させた｡ 2つの場での跳び乗りを紹介し合った｡ユイコは腕支持して前

方宙返りして跳び乗った｡ユイコを見ていたみんなから｢お-｣という歓声と拍手が起こっ

た｡ユウジは｢お-,すげえなあ｣とつぶやいた｡ユイコが腕支持して前方宙返りで跳び乗

った｡タクヤは勢いよく走ってきて着手して跳び乗った｡ユイコが腕支持して前方宙返り

して跳び乗った｡授業者Ⅰは,ユイコに｢ユイコ,足がこう通ってきた方がいい｣と伝え,

回転時の足のひきつけをみせた｡タクヤが着手して前転して跳び乗った｡授業者Ⅰが走っ

てきたタクヤに｢タクヤ,両足,いけ｣と言った｡その後,タクヤは両足踏み切りで着手し

て前転して跳び乗った.授業者Iは｢OK｣と言った｡ユイコが走ってきたので,授業者I

が｢ひきつけよ｣と言うと,ユイコは腕支持して前方宙返りして跳び乗った｡タクヤは着手

して前転して跳び乗るが前転する時に少し背中の接地が少なくなる‡｡ユイコは腕支持して

前方宙返りして跳び乗ってセーフティマット上に立っていた｡それを見ていた子から｢お

-｣という歓声が沸き起こった｡タクヤは着手して前転して跳び越しているがさらに背中

とマットの接地が少なくなってきた｡ユイコの跳び乗りを見てタクヤは｢あれや｣と言って

吐皇｡タクヤは腕支持して前方宙返りして跳び乗るようになった｡

(授業開始後, 16分21秒から20分29秒間)

第4時のステージ上にマットを積み重ねた場で,ロイター板を使って踏み切り,腕支持し

てかかえ込みで跳び乗っているユイコがいた｡ユイコは,ステージにマットを積み重ねた場

ともう一つつくってあったセーフティマットを積み重ねた場を見た｡セーフティマットを積

み重ねた場で,授業者Ⅲが腕支持して前方宙返りして跳び乗っているのを見た｡すると,ユ

イコはセーフティマットを積み重ねた場に移ってきて,腕支持した後,手を突き放すように

して前転して跳び乗ることを始めた｡それまで,ステージにマットを積み上げた場で,ロイ

ター板で踏み切って腕支持してかかえ込み跳びで一気に跳び乗っていたことから,セーフテ

ィマットを積み重ねた場に移り,-腕支持して前転して跳び乗ることを始めたユイコは,明ら

かに授業者Ⅲの腕支持して前方宙返りして跳び乗るという跳び乗りに引きつけられたと考え

られる｡さらに,ユイコは大きな前転をするようになった｡腕支持して大きな前転をしての

跳び乗りをくり返しやっている中で,着手位置をセーフティマットの手前の方で着手するよ

うになっていた｡

第5時でユイコは,着手によってからだに回転をつけることで,腕支持から前方宙返りし

て跳び乗るようになった｡さらに,第5時に設定した友達の跳び乗り方を紹介し合う時に,

セーフティマットを積み重ねた場で,腕支持して前方宙返りして跳び乗るという跳び乗りを

みんなに紹介した｡ユイコのダイナミックな跳び乗りは,見ていた子どもたちから大きな賞

賛の歓声を受けていた｡ユイコは振り返りカードの｢跳び乗る･跳び越す｣からの気づき(巻

末資料7)でも, ｢セーフティマットで前宙ができたのは,できるという信じる心と,セーフ

ティマットの安心(失敗しても大丈夫)があったから,失敗してもやりなおせる気持ちがあ

った｣と書いていた｡ユイコにとって,腕支持して前方宙返りして跳び乗るという跳び乗りが

やれたのは,セーフティマットというモノの存在が大きく影響し, ｢かたい｣というイメージ

ではなく｢やわらかい,包み込んでくれる｣というモノのイメージに変化していた｡

ユイコの跳び乗りを見ていたタクヤは第4時の途中まで,マットを積み重ねた場でも,セ
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-フティマットを積み重ねた場でも,ゆっくりした助走はするが,跳び乗ることはしなかっ

た｡友達の状況をみて,難しいと感じたのか,やってみようという気持ちになれなかったの

かわからなかった｡やがて,タクヤはセーフティマットを積み重ねた場で片足踏み切りで着

手して前転して跳び乗るようになった｡タクヤは自分の思ったように跳び乗ることができず,

｢難しいわ｣と跳び乗りをした直後つぶやいていた｡しかし,第5時の紹介し合った後,セー

フティマットを積み重ねた場で,腕支持して大きな前転をして跳び乗ることをくり返し始め

た｡さらに,背中がセーフティマットに接地するのが少なくなるように跳び乗っていた｡こ

れは,ユイコがセーフティマットを積み重ねた場で,腕支持して前方宙返りして跳び乗ると

いう跳び乗りを紹介したことにより,ユイコの跳び乗りに引きつけられ｢よし,ユイコの,よ

し｣という言葉からもそのことが読み取れる｡実際,タクヤはその後,着手して前転して跳び

乗るが前転する時に少し背中の接地が少なくなり,ユイコの跳び乗りを見て, ｢あれや｣と言

っていた｡腕支持して前方宙返りして跳び乗るという跳び乗りをするようになったのである｡

授業後に記入した感想カードの今日のイチオシ場面(巻末資料3)でも, ｢ユイコが1回転し

ていたから真似してやろうと思った｣と書いていたことからも明らかである｡

この事例は,授業者Ⅲの跳び乗りを見たユイコが,授業者Ⅲの跳び乗りがすごい,自分も

やってみたいとユイコが真似てやってみようとすることにより,授業者Ⅲとユイコとのかか

わりを表している｡それまで,ステージにマットを積み上げた場で,ロイター板で踏み切っ

て,腕支持してかかえ込み跳びで一気に跳び乗るという跳び乗りから,セーフティマットを

積み重ねた場で,腕支持して前方宙返りで跳び乗るという跳び乗りに変化したのである｡そ

れには,ユイコのからだまるごとを受け入れてくれる｢やわらかく,包み込んでくれる｣セー

フティマットというモノがあったことも関連している｡さらに,授業者Ⅲの跳び乗りを真似

たユイコの跳び乗りに誘発されて,第4時の途中までやる気を示さなかったタクヤが｢難し

いな｣と言いながら着手して前転していたのが,着手して大きく前転して跳び乗る(跳び越す)

ようになり,腕支持して前方宙返りして跳び乗ることにつながった｡このことは,ユイコと

タクヤのかかわりを表している｡つまり,授業者Ⅲと授業者Ⅲの跳び乗りに引きつけられた

ユイコとのかかわりが,ユイコとユイコの跳び乗りに引きつけられたタクヤとのかかわりに

移っていった｡このことは,跳び乗りを通して,授業者の跳び乗りを子どもが真似てやって

みようとする繋がりから子どもどうしで真似てやってみようとする繋がりに広がったことを

表している｡

【事例3】 ちがう跳び乗り

第6時に,跳び箱8段縦置きの場で,腕支持してかかえ込み跳び乗り跳びおりをしている

ユイコがいた.腕支持してかかえ込んで跳び乗った後にすぐ跳びおりていた｡跳び乗りをし

ようとしているのでもないし,跳び乗り跳びおりをしようとしているのでもないようであっ

た｡その時の場面である｡
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ユイコが腕支持してかかえ込み跳び乗り跳びおりをしたo その時, ユイコは｢ミスった｣

と言っていた.授業者Iが｢ちょっと助走が短い｣と聞くと,ユイコは｢壁上ユ｣と答えた｡そ

の後,カイトが腕支持して頭はね跳びをして跳び越した｡授業者Ⅰは｢ちょっと待って,

待って,ちょっと短い,助走が｣と声をかけながら,セーフティマット,跳び箱,ロイタ

ー板を下げた｡ユウジが腕支持して頭はね跳びして跳び越した｡コウジも,腕支持して頭

はね跳びして跳び越した｡次のユイコは腕支持してかかえ込み跳び乗り跳びおりをした｡

ユイコは｢ビピッた,今の,ビピッた,今のビピッた｣と言っている｡カイトが腕支持して

頭はね跳びをして跳び越したoユウジも腕支持して頭はね跳びをして跳び越した｡ユイコ

は前のめりになって腕支持してかかえ込み跳び乗りの復すく榔おりている｡授業者Ⅲ

が腕立て前方倒立回転跳び越しをした｡ユイコは授業者Ⅲの跳び越しを見ていた｡タクヤ

は腕立て前方倒立回転跳び越しをするようになった｡タクヤは｢いいよ｣と言っている｡ユ

ウジは腕支持して頭はね跳びをして跳び越した｡ユイコは腕支持してかかえ込み跳び越し

をしたが｢無理｣と言っている｡その後,ユイコは腕支持+して頭はね跳びをして跳び越すよ

うになった｡ 表情が笑んでいた｡授業者Ⅰはユイコに｢そうそうそうそう｣と声かけしてい

る｡ユイコは｢もうちょっとやな｣と言っている｡その後,ユイコは腕立て前方回転跳び越

しをするようになった｡

(授業開始後, 19分00秒から7分52秒間)

第5時のセーフティマットを積み重ねた場で,ユイコは腕支持で前方宙返りして跳び乗っ

ていた｡第6時になって,セーフティマットから跳び箱8段縦置きに変わった｡すると,ユ

イコは腕支持してかかえ込み跳び乗り跳びおりをしていた｡しかし,ユイコの｢ミスった｣と

いう言葉が物語っているように,ユイコがやってみたい跳び乗り(跳び越し)は腕支持して

かかえ込みで跳び乗り跳びおりではないと思われる｡それに対して,助走距離が短いので,

長くするように授業者Iに言ってきた.･ユイコにとっては,カイト,ユウジ,コウジが腕支

持して頭はね跳びして跳び越ししているのである｡しかし, ｢ビピッた,今の,ビピッた,今

のビピッた｣と言っているように,ユイコはどうも自分のやりたい跳び乗り(跳び越し)がで

きないでいる状況にあった｡ユイコは助走スピードをはやめるが,前のめりになって腕支持

してかかえ込み跳び乗りの後すぐに跳びおりるようになっていた｡ユイコは授業者Ⅲやカイ

トの跳び越し(腕立て前方回転跳び越し)を見た後も,どうしても腕支持してかかえ込み跳

び越しになってしまって｢無理｣と言っている｡しかし,ユイコは腕支持して頭はね跳びをし

て跳び越すようになった｡ユイコのやってみたかったのは,この跳び越しであった｡でも,

ユイコはこの跳び越しに満足していない｡その後,ユイコは腕立て前方回転跳び越しをする

ようになった｡

この事例では,腕支持してかかえ込み跳び乗り跳び越しをしているユイコの跳び乗りと,

第5時のセーフティマットを積み重ねた場で,腕支持して前方宙返りして跳び乗っていた跳

び乗りは,どちらも跳び乗っているがちがう跳び乗りであると考えられる｡第5時は腕支持

して前方宙返りして跳び乗った時は,嬉しそうであり,何回もくり返し跳び乗っていた｡し

かし,第6時の跳び乗りはユイコが全然納得していないため,跳び乗ると不満の声を何回も

発していた｡しかし,腕支持して頭はね跳びして跳び越したときは不満の声も発していない
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し,表情も微笑んでいた｡腕支持してかかえ込み跳び乗り跳び越しから,腕支持して頭はね

跳びして跳び越したユイコの表情は,第5時のセーフティマットを積み重ねた場で,腕支持

して前方宙返りして跳び乗っていたときの表情とよく似ていたのである｡

【事例4】 跳び越したいのに跳び乗ってしまっている

第6時に,跳び箱6段縦置きの場で,腕支持してかかえ込み跳びで,跳び箱に跳び乗って

いるエリがいた｡エリはモエが腕支持して開脚跳び越ししている時も,腕支持してかかえ込

み跳びで跳び乗っていた｡エリは,くり返ししている腕支持してかかえ込み跳びで跳び乗る

ことをしたいのか,モエのように腕支持して開脚跳び越しをしたいのか,腕支持して開脚跳

び越しをしたいができないでいるのかわからなかった｡その後,跳び箱を横置きにした｡そ

の後の場面である｡

モエが腕支持で開脚跳び越しをした｡授業者Ⅰが｢お-｣と言うと,モエは｢できた｣と言

い,コウタが走っていた時に,モエは｢コウタ跳べよ｣と伝えていた｡コウタが腕支持して

開脚跳び越しすると,モエは｢OE｣と言っていた｡ツヨシ,リョウタ,コウキが続けて腕

支持して開脚跳び越しをした後,エリが腕支持してかかえ込みで跳び乗って跳びおりた｡

モエがェリの跳び乗りを見て, ｢乗りよる｣と言うと,エリは｢どうして,わたし,わたし

好きやもん｣とモエに言った｡モエはまた腕支持して開脚跳び越しをした｡コウジは腕支

持して開脚跳び越しをするが,勢い余って倒れ込むように跳び越した｡コウジは｢予想よ

りも長かった｣と言っていた｡コウキ,コウタが腕支持して開脚跳び越しをしていた｡

(授業開始後, 25分49秒から00分48秒間)

モエや男子たちが腕支持して開脚跳び越しをしていてもエリは腕支持してかかえ込みで跳

び乗っていた｡エリは第4時のステージ上にマットを積み重ねた場でも,第5時のセーフテ

ィマットを積み重ねた場でも,フロアにマットを積み重ねた場でも,腕支持してかかえ込み

でマットに跳び乗っていた｡エリが｢どうして,わたし,わたし好きやもん. ｣と発言してい

るように,エリは腕支持してかかえ込みで跳び乗ることが好きなのかもしれない｡好きだか

らこそ,くり返し,腕支持してかかえ込みで跳び乗っていたことについては不思議なことで

はない｡しかし,同じ場にいる友達(他者)が皆,腕支持して開脚跳び越しをしているのに,

｢腕支持して開脚跳び越しをしてみよう｣, ｢腕支持してかかえ込み跳び越しをしてみよう｣と

いう自分の跳び乗り･跳び越しを広げることにならなかったのだろうか｡エリは感想カード

による授業後の感想(巻末資料4)に, ｢ちょっとしか跳べなかったのでくやしかったです｡

跳び箱に跳び乗ることを意識してしまっていたからです(実際に乗ってしまった)0 ｣と書い

ている｡また,第7時の｢跳び乗る･跳び越す｣の振り返りカード(巻末資料7)では, ｢跳び

箱6-7段を跳び越すとき,どうしても足を閉じてしまい,かかえこみ跳びができていてしま

った｡｣と書いている｡このことは,振り返りカードによるベストイチオシ場面(巻末資料5)

でも, ｢跳び箱6-7段で,跳び越すということがあまりできなくて,足を閉じてしまい,か

かえこみ跳びになって,跳び越すことができなかったのがくやしい｣と書いている｡授業中,
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エリは｢どうして,わたし,わたし好きやもん｡ ｣とモエに答えているが,実は,腕支持して

跳び越したかったということがわかった｡しかし,跳び乗るになってしまっていた｡跳び越

すことが主題(テーマ)となっていて,前暗まで行っていた跳び乗ることが主題(テーマ)

となっていなかったために,跳び越すことに子どもの思いを引っ張ってしまったと言える｡

このことは,エリの問題というよりも,授業者(筆者)の単元構想に問題があったと考えら

れる｡第5時に腕支持して跳び越してしまっている子がいたので,第6時を｢跳び箱を腕支持

で跳び越そう｣としたが,授業で｢跳び乗る｣ことから｢跳び越す｣こと-の直線的な展開がエリ

の｢跳び乗り･跳び越し｣に合わなかったのではないかと思われる｡

第5節 実践1の解釈

本実践では,跳び越すことに主眼が置かれていたこれまでの跳び箱運動から,跳び箱運動

を歴史的視点から紐解き,文化的特性を｢跳び乗る｣こととして捉え,跳び箱運動の中心的な

おもしろさを｢腕支持で跳び乗ったり跳び越したりすることのおもしろさ｣と設定した｡具体

的な展開構成の手がかりとして, ｢ヒト｣, ｢モノ｣, ｢長さ｣, ｢高さ｣の組み合わせから工夫を

行った｡ ｢ヒト｣+｢長さ｣は跳び箱運動の原型である｢跳び乗る｣ことの遊びである｢馬乗り遊

び｣を提示した｡ ｢モノ｣+｢高さ｣では,子どもの身長よりもはるかに高いセーフティマットを

立て,そのセーフティマットに腕支持で跳び乗ることと,ステージに積み重ねた高さの異な

るマットに腕支持で跳び乗るということを提示した｡ ｢モノ｣+｢長さ｣+｢高さ｣として,セー

フティマットを積み重ねた場に腕支持で跳び乗るということ,フロア上にマットを積み重ね

た場に腕支持で跳び乗ること,跳び箱に腕支持で跳び乗ったり跳び越したりすることを提示

し授業を行った｡

本実践を通して,以下に示すことが明らかになった｡

第1項 r跳び乗る･跳び越す｣ことのおもろさ

これまでの跳び箱運動というと,跳び越えられないとイヤという失敗に対する恐れが強か

ったように思う｡極端に｢跳び越す｣ことを重視した運動であった｡.

実践1の【事例1】で考察されたように,子どもたちにとっては,遊び空間でも,体育授

業でもすることのなかった跳び箱運動の原型の馬乗り遊びだったが,男子チーム対女子チー

ムの競争はかなり盛り上がった｡馬乗りで跳び乗ったり,崩れたり,馬が崩れないように支

えたりすることの遊びに夢中になっていた｡これは, ｢跳び乗る｣ことの遊びとして提示した

｢馬乗り遊び｣がおもしろいこと(遊び‥プレイ)になっていたことを物語っている｡子ども

たちは,原型の馬乗り遊びから跳び箱運動-変化してきた足跡を辿っていたのである｡結果

として,着手位置よりも前にお尻を着くという状況も出てきた｡腕支持で跳び乗れるスペー

スが狭くなってくると,跳び乗った友達の上に跳び乗るという高さ-の芽生えも見られた｡

このことは,跳び箱運動を歴史的視点で紐解くことで,跳び箱運動の文化的特性を｢跳び乗る｣

こととして導き出し,中心的なおもしろさを｢腕支持で跳び乗ったり跳び越したりすることの

おもしろさ｣と設定したことによると考えられる｡どれだけ跳び乗っても跳び越すことはない｡
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思いきり跳び乗っても失敗ということはない｡これまでの跳び箱運動で跳び越せなかったの

で失敗とみなされてきた｢跳び乗ること｣がすべてなのである｡したがって,子どもたちにと

っては,跳び越せなかったらどうしようという不安がない｡不安要素がないために,思いき

りということに向かっての挑戦が生じるのである｡しかも,馬になっているのは友達(他者)

である｡組んだ馬は一人ではつくれない｡馬乗りもチーム対抗なので一人で跳び乗ることだ

けに限定されない｡馬の私の前後には友達がいる｡馬乗りする私の前後にも友達がいる｡自

分と友達のからだがお互い組み合うことによって,馬がつくられる｡ ｢かたい,こわい,接触

すると痛い｣というイメージを持たれがちだった跳び箱ではなく,自分の身近な友達なのであ

る｡思いきり跳び乗っても, ｢やわらかい,安心,あたたかい｣といった友達の馬(からだ)

が自分のまるごとを受け止めてくれるのである｡共に馬を組む友達がいてくれる｡共に馬乗

り遊びをする友達がいてくれる｡そして, ｢ヒト｣, ｢モノ｣, ｢長さ｣, ｢高さ｣の組み合わせは,

思いきり跳び乗ったり跳び越したりしないと,はるかに長く,はるかに高いことばかりであ

り,子どもたちの挑戦意欲をくすぐってくれた｡これまでの跳び箱運動において,自分が跳

び乗る,自分が跳び越すというように,個人種目のようにみられるが,実践1での馬乗り遊

びでは,個人種目で完結しない｡チーム対抗の競争なのである｡同時に,安心して跳び乗っ

たり跳び越したりできるようなマットやセーフティマットを用いた,子どもたちのからだま

るごとを包み込んでくれるやわらかな場の工夫が,子どもたちをさらに,思いきり跳び乗る

ことに向かわせてくれた｡【事例2】に示したように,セーフティマットを積み重ねた場では,

これまで出てこなかった腕支持して前転することが立ち現れてきた｡セーフティマットの幅

とフワフワ感による安心感が,腕支持して前転する技を出させた｡第7時の振り返りの中で

も,前時までのセーフティマットやマットを積み重ねた場により,腕支持して前転しても,

自分を受け止めてくれるマットの存在を実感したからこそ,跳び箱の場での挑戦につながっ

たと子どもが語っていた｡ ｢かたい,こわい,痛い｣という従来の跳び箱のイメージは, ｢やわ

らかい,おもしろい,安心感｣という存在に変化したのである｡

｢跳び乗る｣ことの遊びとして提示したのは, ｢馬乗り遊び｣だけではない｡フロアにマット

を積み重ねた場では,腕支持して開脚で跳び乗るあまりマットを越えてしまったり,腕支持

して,そのままの勢いで回転していくことでマットを越えてしまったりして,腕支持で跳び

越すという動きがみられるようになった｡ 【事例2】からのセーフティマットを積み重ねた場

でも,子どもたちは次々と跳び乗りを生み出していった｡教師(授業者)が跳び乗りを示さ

なくても,子どもたちは,跳び箱運動の技を次々と見つけ出していたと言える｡さらに,着

手して大きな回転をしようとしたために,着地でマットを越えてしまい,マットを跳び越え

ることに繋がっていた｡これらのダイナミックな動きは,これまでの跳び箱運動ではなかっ

たことであり,跳び乗ることを中心に授業を構成したからこそ立ち現れてきたと言える｡こ

のことは,子どもたちが｢跳び乗る｣ことのおもしろ世界に参加していたことを意味している｡

これまでの跳び箱運動が潜在的にイメージ化させている｢跳び越すことが成功｣で｢跳び乗る

ことが失敗｣という固定観念も崩すことに繋がった｡腕支持で跳び乗ることを思いきり長さや

高さに挑戦させることで勢い余って思わず跳び越してしまった,つまり跳び乗ることの中に

跳び越すことが内包されるような跳び箱運動の｢学習内容｣にすると,子どもたちは失敗とい

う考え方から脱却し,何回も腕支持で跳び乗ることに挑戦することがおもしろいと感じ,も
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つと違った跳び乗り方に挑戦してみよう,友達がやっている跳び乗り方にチャレンジしよう

としていたと考えられる｡そこで現れてきた勢いから,腕支持で跳び越すことに自然に向か

っていたと言える｡

しかし, 【事例4】で考察されたように,子どもは,場が変わっても,同じ跳び乗りをして

いた｡一見すると,その跳び乗りを好んでいるように見られ,授業中の子どもの発話からも

好んでいることが何われた｡しかし,子どもは本当の思いのまま語っているとは限らない｡

同じ場でちがう跳び乗りや跳び越しをしている友達(他者)がいるのに,その友達の跳び乗

りや跳び越しをやってみようとしないのだろうか｡もちろん,他者がやっている跳び乗りや

跳び越しをしなければならないということではない｡他者からの誘発があるのに,自分の跳

び乗りをやっているのはなぜだろうか｡子どもの授業後の感想カードから,子どもの本当の

想いを知ることになった.同じ跳び乗りを好んでやっていたのではなく,跳び越したかった

のに跳び乗ってしまっていたのである｡跳び箱運動の｢学習内容｣として｢跳び乗る｣ことの中

に｢跳び越す｣ことを内包する内容構成にしても, ｢跳び乗る｣ことから｢跳び越す｣こと-の直

線的な展開構成ではなく, ｢跳び乗る｣ことと｢跳び越す｣ことの両方を保障する内容構成にす

ることが, 【事例4】での女子のような,跳び越したいのに,跳び乗ってしまっていたという

ことを失敗ではなく,その跳び乗りもいいんだということになるのではないかと考えられる0

さらに,跳び箱運動の｢学習内容｣が｢跳び乗る｣ことがおもしろい, ｢跳び越す｣ことがおも

しろい,だから, ｢跳び乗る｣ことと｢跳び越す｣ことの両方を保障する内容構成にすることが

大切であるが,子どもはどういう意味から｢跳び乗る｣ことがおもしろいと感じるのか,どう

いう意味から｢跳び越す｣ことがおもしろいと感じるのかということまで言及することができ

なかったという問題点が残った｡また, 【事例4】の女子のように,授業内で戸惑いを与えて

しまったということは,跳び箱運動の中心的なおもしろさとして設定した｢腕支持で跳び乗っ

たり跳び越したりすることのおもしろさ｣ではわかりにくく,何をするのかを明確化させた主

題(テーマ)が必要なのではないかと考えられる｡

第2項 自己と他者とのかかわりによる技の広がり

【事例2】で考察されたように,体育授業は｢わたし(自己)が運動する｣ということだけ

ではない｡子どもがしている跳び乗りは友達や教師がやっている跳び乗りを真似している｡

他者の跳び乗りを真似ることがいけないということではない｡佐藤(1995)が述べているよ

うに｢学びはまねび(まねること) ｣なのである｡子どもは絶えず友達の跳び乗りを見たり,

真似たりして,他者から働きかけられているのである｡子どもの跳び乗りが留まっていたり,

飽和状態にあったりした状況で,授業者Ⅲを登場させた｡授業者Ⅲがセーフティマットを積

み重ねた場で,腕支持して前方宙返りして跳び乗った跳び乗りを見たユイコが,自分がやっ

ていたステージ上にマットを積み重ねた場で,ロイター板を使って踏み切り,腕支持してか

かえ込みで跳び乗っていたことから,セーフティマットを積み重ねた場に移ってきて,腕支

持して前方宙返りして跳び乗るようになったことは,明らかに,授業者Ⅲの跳び乗りに引き

つけられるように誘発されたと考えられる｡そして,子どもが自分もやってみたいと真似て,

こころみるという｢なぞり-かたどり｣の授業者(教師)と子どもの繋がりがみられた｡その
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ことに留まらず,第4時の途中まで跳び乗りをしようとしなかったタクヤがユイコの跳び乗

りに魅せられて,着手して前転して跳び乗るようになり,腕支持して前方宙返りして跳び乗

るようになったのである｡このことは,授業者(教師)の跳び乗りに誘発された子どもの跳

び乗りに他の子どもが誘発されるという子どもどうしの繋がりに変化していった｡教師から

技の提示をしなくても､子どもは他者(友達･教師)とのかかわりから,自分の跳び乗り,

跳び越しの技を広げていたのである｡授業者(教師)が個々の子どものすべてにかかわり,

すべての子どもと言葉を交わすということはほとんど不可能である｡授業者(教師)の跳び

乗りが子どもに派生し,子どもから他の子どもに派生していくことで,教師と子どもの繋が

りだけでなく,教師と子どもの繋がりを含めた子どもどうしもつながっていくことで,佐伯

が述べている跳び箱運動の文化的実践共同体に参加していることになり,運動(技)の世界

を広げることに繋がっている｡跳び箱運動の｢学習内容｣は自己と他者とのつながりの中に運

動(技)の広がりという｢学習内容｣を生気してくると言えるのではないかと考えられる｡

第3項 働きかけられ･働きかけ

【事例2】で考察されたように,ユイコがセーフティマットを積み重ねた場で,腕支持し

て前方宙返りして跳び乗るようになったのは,授業者Ⅲの跳び乗りの影響が大きいと言える｡

しかし,それだけではない｡ユイコは,腕支持して前方宙返りして跳び乗るという跳び乗り

は,ユイコとセーフティマット(モノ)との状況を表している｡ユイコにとってセーフティ

マットは着地のための単なる補助具ではなく,自分のからだを委ねられるモノであり,自分

の跳び乗りを誘発してくれ,公園ではやれなかった前方宙返りを可能にしてくれるかけがえ

のないパートナーになっていたのではないかと考えられる｡パートナーとしてのセーフティ

マットがあるから自分のからだを委ねても安心という働きかけられから,着手して前転して

跳び乗ることから,腕支持して前方宙返りして跳び乗るという働きかけが起こり,ダイナミ

ックな跳び乗りを生起させたと言える｡

しかし,ユイコとモノとの状況はその後も同じようにいくのかというとそうではない｡【事

例3】で考察されたように,第6時に跳び箱というモノを登場させた時,ユイコは跳び箱8

段縦置きの場で,腕支持してかかえ込み跳び乗り跳びおりをしたのである｡一見すると,第

5時とはちがった跳び乗りを広げているようにみえるが,ユイコは跳び乗り跳びおりの後,

何回も不満の声を言っているのである｡明らかに自分がやろうとしている跳び乗り(跳び越

し)ではないことが感じとれた｡しかも,ユイコに跳び乗りを誘発させてくれるパートナー

と言えるセーフティマットとは違い,ユイコにとっての跳び箱はとてもパートナーと言える

モノではなかったようにみえた｡安心感をもたらしてくれるモノではなく,かたくて,こわ

くて自分のからだを委ねられないので,跳び乗り(跳び越し)をさせてくれるモノではない

ということになっていた.その間も,授業者Ⅲの腕立て前方回転跳び越し,カイトやユウジ

の腕支持して頭はね跳びをみたり,授業者Ⅰと言葉を交わしたりしていた｡その後,ユイコ

は腕支持して頭はね跳びをするようになり,腕立て前方回転跳び越しをするようになった｡

その時のユイコの表情からも,自分の跳び越しに納得しているようなうれしそうな笑顔だっ

た｡
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ユイコが腕支持して頭はね跳びをするようになり,腕立て前方回転跳び越しをするように

なった時のユイコと跳び箱との状況は,ユイコの表情や言葉からも,第5時のユイコとパー

トナーとしてのセーフティマットの状況と同じように,ユイコのからだを委ねられ,跳び越

しを誘発してくれるパートナーとしての跳び箱になっていたのではないかと考えられる｡

ユイコにとっての第5時の腕支持して前方宙返りして跳び乗るという跳び乗りと第6時の

腕立て前方回転跳び越しは,跳び乗ると跳び越すというちがいはあっても,ユイコにとって

同じ感じ方であり,自分とモノ(セーフティマット･跳び箱)は同じ状況になっていたとい

う意味の一致がみられたのではないかと考えられる｡

跳び箱運動では自分とモノとの状況がどのようになっているのか,そして状況がどのよう

に変化しているのかということが, ｢学習内容｣を内容構成している要因として重要になって

くると考えられる｡
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第Ⅳ章 実践2 (M県K小学校3学年｢粍谷くんになろう｣[器械.器具を使っての運動

(基本の運動) ])

前章から導き出された問題点をもとにして,マット運動における｢学習内容｣を問い直すた

めに,実践2 (マット運動)を取り上げる｡

第1節 マット運動の内容構成における基本構想

本節では,器械運動におけるマット運動を取り上げ,マット運動を歴史的視点から紐解き,

文化的特性を｢順次按転すること｣と導き,跳び箱運動の中心的なおもしろさを｢順次接転しな

がら前転することがおもしろい｣と設定したo 実践1で課題として挙げられた毎時の体育授

業の主題(テーマ)を子どもにとっても,教師(授業者)にとってもわかりやすいようにし,

｢順次按転すること｣にスポットを当て,順次接転することとはどういうことなのかを探求す

る新たなマット運動実践を提示する｡

第1項 これまで行われてきたマット運動の問題点

これまでのマット運動では,技を細分化したり,順序立てたりしながら繰り返し練習する

ことにより,動きを｢獲得｣していくという学習形態がとられていた｡このことがマット運動

の｢学習内容｣であるとしてきた｡ ｢両方の手のひらをマットにしっかり着いて｣, ｢お-そを見

ながら小さくなって｣, ｢ボールが転がるように転がろう(ボール理論) ｣という教師の言葉か

けに代表されるように,固定した運動像があり,子どもに伝達という形で教授していた｡所

謂,小さく転がることだという固定的な鋳型化された運動経過があらかじめ教師に内在され

ていることが多かった｡マット運動の｢学習内容-学ぶべきモノ-技の獲得｣という図式にな

っていたのである｡

この鋳型の中にはめ込んで順番に獲得していく作業が練習であり,その鋳型にうまくはま

り込んだ子どもを上手な子,その鋳型から逸脱する子は下手な子とみなしてきた｡技ができ

たかできなかったかが従来のマット運動であった｡しかし,金子(1982),太田(1990)が

指摘するように,ゆりかごから教師の言葉かけに代表されることをやったのであれば,決し

て転がること(起き上がることも含む)はできないのである｡子どもにとって,マット運動

の学習は,動きを獲得するだけで,マット運動で何を学んでいるのかという意味が消失して

しまい,学びの空洞化を招いている｡ムダを省くという合理的な学習の進め方により,身体

知,身体感覚といった感じ方も省かれてきたのではないだろうか｡マット運動する意味を問

うことが｢学習内容｣であり,このことが,前章の跳び箱運動実践で浮き上がった問題点を突

破する可能性であるように思われる｡

幼児の｢でんぐり返し｣は,転がって仰向けに寝てしまっている(膝と胸のゆるみ,つまり

腰角が増大している)状況を示している｡所謂,大きく転がることを意味している｡このこ

とは,マットに｢わたしの｣からだを順々に接触させながら転がること(順次接転)に繋がっ

ている｡マット運動の意味を問うことが｢学習内容｣であるとするならば,その意味とは,マ

61



ツトに｢わたしの｣からだが順々に接触しながら転がること(順次接転)がどういう感じなの

かを探求していくことであると考えられる｡

第2項 マット運動における学んでいるコト

幼児が床の上で｢でんぐり返し｣をする光景を目にすることがあるが,幼児は何を遊んでい

るのだろうか｡なぜ,でんぐり返しをやりたかったのだろうか｡きっとそこには感じ方の｢普

味あること｣があると考えられるQしかしながら,それが何かということは未分化のままに至

っているo

子どもは,マット運動をやっているのではないo裏にあるプラスセットになっている意味

あることを学んでいるo このことの総体が,マット運動の｢学習内容｣における学んでいるコ

トになっているのではないだろうかo意味を味わえるから,意味を実感するからこそ,意味

を求めて｢参加｣したくなるo結果として,技が立ち現れてきているということになる.

本単元では, ｢学習内容｣における学んでいるコトを運動(技)【順次接転しながらの前転(転

がること) I+意味【感じj7]と設定するo運動(技)をしながら,同時に感じ方という意味が

子どもの中に立ち上がり,感じたり,味わったりするようにするo また,順次接転しながら

の前転における感じ方としての意味とは何なのか｡どんな感じ方なのかを明らかにしていき

たいo 結果として,技ができている,立ち現れてくると考えるo

それでは,マット運動とは何なのだろうかo転がることとは何なのだろうか.そこで,マ

ット運動を歴史的視点で紐解いてみることにしたoマット運動の原型はゆか運動であるDマ

ットはあくまでも補助具なのであるo ゆか運動で行われる運動形態は極めて古く,この種の

非日常的な運動形態の発生は紀元前2000年までさかのぼるo 曲芸師のアクロバットダンス

の中で,さらには,子どもの遊びとして行われていたのである.古代から中世に至るまで,

倒立やでんぐり返しといった運動は,子どもが好んでする遊びとして伝承され続けている｡

子どもの遊び世界では,ブリューゲル(Brueghel. P, 1525-1569)作｢子どもの遊戯｣ (1560

年ウィーン美術史美術館所蔵)には, ｢噛みタバコころがり｣, ｢梨の木になる(逆立ち) ｣の

隣に, ｢でんぐり返し｣をする子どもが措かれている(図12)｡両手を地面に,頭を下げてで

んぐり返しをしようとしているo子どもの｢でんぐり返し｣は,思わず転がっていたという状

況を表している｡

園12 でんぐり返し(ブリューゲル, 1560)
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｢学習内容｣における学んでいるコトを運動(技) 【順次接転しながらの前転】+意味【感じ方】

と設定した本単元では, ｢学習内容｣における学んでいるコトの総体が転がることがおもしろ

い,遊んでいるコト(遊び)になっていなければならない｡よって,マット運動の中心的な

おもしろさを｢順次接転しながら前転することのおもしろさ｣とする0

第2節 授業の概要

(1)目標

からだが順次接転しながら前転することのおもしろさを体感する(文化の再創造)0

順次接転しながら前転することの感じ方を共有する(文化としての学びの実践共同体)0

(2)主題単元名 ｢椛谷くん(順次接転前転実践者)になろう｣

[器械･器具を使っての運動(基本の運動)]

(3)指導上の考察

<順次接転しながらの前転とは>

これまでの体育授業におけるマット運動では,当然のことのように,マットという器具(モ

ノ)を設置し,両手の平をしっかりマットについて,お-そを見るように,あるいはボール

のように小さく回ることなのだと指導し,子どもや教師はこのことに何の疑いもなく行わせ

てきた｡これが,前転であると思い込んでいた｡しかし,改めて実際にやってみるとこれほ

ど困難なことはない｡つまり,子どもにとって最も難しいことからマット運動していたので

ある｡というよりも,技を細分化したり,順序立てたりしながらくり返し練習することで｢獲

得｣してきたのである｡これでは,技を獲得できたかどうかだけが問題であり,なぜマット運

動するのか,マット運動で何を学んでいたのかが抜け落ちてしまっている｡順次按転という

前転の中核的技術を視野に入れながら,頭越えする局面をもつ前転では,従来の小さく転が

ること(図13の下の前転)よりも,腰角度が閉じた状態から頭越えする局面では腰角度を

大きく開いて転がり,腰角度を閉じながら伝動を生かして勢いよく起き上がるという前転(図

13の上の前転),ゆうれい前転,かかえこんだゆうれい前転が,意味としての感じ方(転が

ることの感じ方)をより近く感じられるのではないかと考えられる｡さらに,前転が回転ス

ピードではなく,自然に力が抜けている状況からタイミングによって生じる転がりであると

考える｡但し,順次按転とは,からだがマットに接地している時だけを限定していることで

はない｡からだが立った状況から,順次接転しながらの前転に入り始めたときの空中空間と

マットとの接地空間を包括した空間を,からだが伝導しながら順次接転していることを意味

している｡
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図13 順次接転前転(金子, 1977)より三輪(2006)が作成

<順次接転前転実践者とは>

授業者(粍谷くん)は,順次接転前転の本物性を知っている｡本物の魅力を知り,本物を

感じ,本物を味わえるという順次按転前転の本物世界に参加している｡所謂｢身分け｣である｡

本物世界を知り,そこに参加しているということで,順次接転前転という文化-の文化的実

践者(順次接転前転実践者)と言える｡さらに,順次接転前転の本物世界-の参加を通して,

自己の前転世界を創り出しているという文化の再創造を行っている｡マット運動は,順次接

転前転という本物性(正統性)を担保されないとなりきれない世界であるとも言える｡

<展開構成>

マット運動の中心的なおもしろさとして設定した｢順次按転しながら前転することのおも

しろさ｣に毎時間迫っていくために, ｢粍谷くんになろう｣という主題(テーマ)に向かって,

こんな感じ方だった,こういうところが気持ちよかったというように授業者(粍谷くん) -

のなり方探しをしていくことにする｡順次接転前転の本物性に参加し,｢順次接転前転実践者｣

として位置づけた授業者(粍谷くん)を古参者として, ｢粍谷くんになろう｣という主題に向

けて,古参者がかもし出す意味を感じたくて,新参者(子ども)が参加していく｡どういう

ふうにしたらやれるのかということを探究し,やってみるという表現を通して,どうだった

のかを改めて問い直すという学習過程を追っていく｡新参者が古参者-とどのように進むの

か参加の仕方をどうコーディネートするかが授業者Ⅰとしての役割と言える｡授業者(椛谷

くん)に3つの前転(背支持前転(①の前転:写真8),ゆうれい前転(②の前転:写真9),

かかえこみゆうれい前転(③の前転:写真10))を提示する｡ちがった技のようにみえるが,

順次接転しながらの前転(転がること)になっている｡順次按転しながら前転することのお

もしろさ,言い換えると｢椛谷くんになろう｣ということは心地よい転がり方を探究すること

であり, ｢転がることの心地よさ｣を味わおうとしていることを表している｡子どもたちが授

業者(椛谷くん)の3つの前転を真似てみることで, 3つの前転の感じ方を体感させる｡順

次接転していく前転の意味としての感じ方は何なのか,転がることの心地よさはどのような

ことなのか,子どもの言葉を通して共有化を図り,子どもの言ったこと,共有化された感じ

方が本当にそうなのかをやってみることで検証し,順次接転しながらの前転,つまり,転が
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ることの心地よさを探求させていく｡さらに,みんなで｢椛谷くんになろう｣ということに参

加していくで,こんなふうにすると｢樽谷くんになれるんじやないかな｣ということを大切に

していくo

L(il' J斗

写真8 背支持前転(①の前転)

写真9 ゆうれい前転(②の前転)

写真10 かかえこんだゆうれい前転(③の前転)

(4) 指導計画(全5時間)

マット運動実践における学習過程は表8に示すとおりである｡
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表8 マット運動の学習過程

< ｢椛 谷 く ん に な ろ う｣ >

3つの前転を提示

主題を確認しあう

探究,表現を通して順次接転前転(転がること)の感じ方(快)を明らかにしていこうo

･.′ 順次按転の感じ方を味わえるよう

な転がり(技)を探してみよう｡

第3節 授業の実際

第1項｢粍谷くんになろうJということを確かめ合う

第1時では,｢粍谷くんになろうということ｣というテーマで,順次接転前転実践者として,

授業者(椛谷くん)を登場させたo

この授業者(粍谷くん)に3つの前転をしてもらった｡ ①の前転(背支持前転), ②の前

転(ゆうれい前転), ③の前転(かかえ込んだゆうれい前転)の3つの前転であるo まず,

授業者(粍谷くん)に①の前転をやってもらい,子どもたちに見させた(写真11)o 次に,

①の前転と比べてどうなのかという観点を子どもたちに伝え,授業者(粍谷くん)に②の前

転をしてもらったo ①と②の前転と比べてどうなのかという観点を子どもたちに示し,授業

者(柾谷くん)に③の前転をしてもらった｡授業者(椛谷くん)に3つの前転をしてもらっ

た後,子どもたちに3つの前転はどうだったか聞いたo すると,子どもたちは, ｢①の前転

は手のひらを着いているけれど, ②の前転は手の甲が着いていた｡ ③の前転は,手の甲より

も上の方が着いていた｡ ｣と3つの前転の違いを言ってきた｡

写真11

授業者Ⅰは子どもたちに, ｢3つの前転はみんな同じなんだo ｣と伝えたo子どもたちに, 3

66



つの前転の何が同じなのかと投げかけ,もう一度,授業者(椛谷くん)に3つの前転をして

もらったo 3つの前転のどこが同じなのか問い返すと, ｢3つの前転とも,前に転がっている｣

と言ってきたo どうもよくわからないので,実際にやってみて考えてみようということで,

5つの場に分かれて, 3つの前転の何が同じなのか体感してみることになったo 授業者I,

授業者(粍谷くん),関与観察者,ビデオカメラでの映像記録者も,場に入って,子どもと共

に転がることの感じ方を探求することになった｡途中で,子どもたちを集め, 3つの前転の

何が同じなのか出し合うことにした｡ ｢からだ全部がつく感じ｣, ｢ころんとする感じ｣などの

感じ方が出し合われた.一方, ｢何か感じるんだけれど,言葉に表しにくい｣という言葉も聞

かれたoこの言葉も大切にしつつ,転がることの感じ方(学び)の共有化を図るようにしたo

3つの前転は何が同じなのか探求していくことが｢椛谷くんになろう｣ということであり,本

単元はずっと｢椛谷くんになろう｣ということはどういうことなのかを探求していくことであ

ると確かめ合ったo

第2項 順次接転しながら前転することの感じ方を探求する

第2時では, ｢椛谷くんの3つの前転は何が同じか探ろう｣というテーマで行った｡前時の

感じ方を確かめ合った後,授業者(粍谷くん)の3つの前転を真似てみることで,こんな感

じなのではないか探っていた(写真12)o その感じ方を言葉で表すようにしたc その言葉を

出し合うことで,柾谷くんの3つの前転をするという感じ方を共有化するという学びの共有

化を図ったo

第3時では, ｢粍谷くんになっていた時の転がりはどんな感じか明らかにしよう｣というテ

ーマで,前時に引き続いて,授業者(椛谷くん)の3つの前転をやってみることで,順次接

転しながら前転することの感じ方を明らかにしていこうとした｡第3時の終わりに,授業者

(椛谷くん)の3つの前転だけでなく,自分が考えついた転がり(写真13-1, 13-2, 13

-3)をしている子がいたので,その転がりを取り上げて紹介し合った｡

写真12
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写真13-I

第3項 自分の転がりみつけ

写真13-2 写真13-3

第4時では, ｢椛谷くんになりながら自分の転がりを見つけよう｣というテーマで行った｡

授業者(椛谷くん)の3つの前転を真似たり, 3つの前転から自分なりの転がりをやってみ

たりした｡自分の転がりによって,場を変更してもよいことを伝えた｡すると,マットを縦

長に敷いて, ②の前転を連続して転がったり, ①-②-③という順に転がったり,前転して

後転したり,ゆうれい後転(写真14)をしたりする子が出てきたo そこで,自分の転がりを

紹介し合うことになった｡

第5時では, ｢粍谷くんになりながら自分の転がりを広げよう｣というテーマで,授業者(粍

谷くん)の3つの転がりを真似してもいいし,自分の転がりをみつけてもいいということに

したo さらに,前時にマットを重ねて転がろうとした子がいたので,セーフティマットとロ

イター板を設置した場を設けた.セーフティマットとロイター板を設置した場では,走りな

がらの(参の前転,跳んでの③の前転,前方宙返り(写真15)などの転がりがみられたo

写真14

第4節 授業の分析

【事例5】 転がるということの意味

写真15

第3時｢椛谷くんになっていたときの転がりはどんな感じか明らかにしよう｣で,アヤカと

ユリが同じマットで, 3つの前転をしながら,どんな感じだったかを探っている時,授業者
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Ⅱと2人のやりとりの場面である｡

アヤカとユリに授業者Ⅱは｢②の前転覚えてる｣と問いかけた｡アヤカがすると,授業者

Ⅱは｢そうそうそうそう｣と言った｡ユリが｢ちがう｣と言うと,授業者Ⅱは｢こうちやう｣,

ユリは｢こう｣,授業者Ⅱが｢こうな｣と言うと,アヤカは｢こうか,ごめん｣と言っていた｡

②の前転の手のつき方が違っていたようである｡ユリとアヤカが②の前転をした｡授業者

Ⅱは, ｢そうそうそう, ③番は,覚えとる｣と言うと,となりで転がるのをためらっていて

リンに先にするようにしていたミズキは｢③番｣と言って①の前転をした｡そのことに気づ

いたミズキは｢あっ,失敗した｣と言った.授業者IIが｢それもうちょっとこうちやう｣と言

うと,ユリも③の前転をするようになった｡アヤカが｢③番いくよ｣と言って, 2､ 3回手を

振って③の前転をした｡リンも③の前転をするようになった｡ユリが③の前転をした後,

顔を押さえて｢痛い｣と言ったので,授業者Ⅱは｢ちょっと1回さ, ③番と, ②番と③番や

るで見とって｣と言って,ビデオをフロアに置いたo授業者Ⅱは｢1回②番な｣, ｢これ②番,

次③番｣と言って, ②と③の前転を見せた｡ミズキは｢③番簡単｣と言っていた｡授業者Ⅱ

は｢何かちがった｣と聞くと,ユリは｢えー｣と言ったが, アヤカは｢あー わかった｣と何か

に気づいたようだった｡授業者Ⅱは｢何がちがった,手がこうやった｣と言うと,アヤカは

｢1回目は手ついとって, 2回目はシュッて感じ｣と言ってきた｡授業者Ⅱはアヤカの言葉

に｢そうそうそうそうそう｣と言うと,ユリは｢わたしもやってみるわ｣と言ってきた｡授業

者Ⅱが｢やってみ,やってみ｣と誘うと,ユリは｢③番は｣と言いながら③の前転をして見せ

た｡授業者Ⅱが｢あっそうそうそうそうそう｣と言うと,ユリはうれしそうな表情をしてい

た｡アヤカは｢②番は｣と言いながら, ②の前転をして見せたo アヤカも微笑んでいたが,

授業者Ⅲが｢何かちがう｣と聞くと,ユリは｢②番は｣と言いながら, ②の前転をし,アヤカ

も②の前転をし,ユリは｢③番は｣と言いながら③の前転をやってみせた｡授業者Ⅱは｢あ

っそうそうそうそう｣と言うと,アヤカも③の前転をした｡授業者Ⅱが｢どうちがう｣と聞

くと,ユリが｢③番は｣,アヤカが｢こ.こでついとってシュッといく｣と言い,ユリが｢そう

そうそうそう｣と言うと,ユリがすかさず｢サッて前-いく感じ｣と言ってきた｡授業者Ⅱ

が｢②番は｣と聞くと,アヤカは｢②番は,ついてぐるんて感じ｣と答えた｡授業者Ⅱが｢ぐ

るんて感じ｣と言うと,さらに,アヤカは｢こう叫こ｣と言った｡授業者

Ⅱが｢①番はどんな感じ｣と聞くと,アヤカは｢①番は｣と言いながら, ①の前転をやって見

せた｡授業者Ⅱが｢どんな感じ｣か聞くと,アヤカは｢えっとな,最終,なんかここら-ん

がゆっくりで,ちょっとサッといく感じ｣と手振りを交えて伝えてきた｡授業者Ⅱは｢あー,

最初ゆっくりで,みたいな, -えー｣と言った｡ユリは①の前転をした｡アヤカも①の前

転をした｡

(授業開始後,25分24秒から2分20秒間)

アヤカとユリは,同じマットで3つの前転をしていた｡授業者Ⅱとのやりとりで, ②の前

転から③の前転, ①の前転をやっていく中で,転がるということの感じ方を明らかにしてき

た｡また,授業者Ⅱは,言葉だけのやりとりだけでなく,アヤカやユリに②と③の前転をや

ってみせることで, ｢あー,わかった｣と｢1回目は手ついとって, 2回目はシュッて感じ｣と気
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づかせていた｡このことが, ③の前転は｢ここでついとってシュッといく｡ ｣, ｢サッて前-い

く感じ｡ ｣ということに気づかせ, ②の前転は｢ついてぐるんて感じ｡ ｣, ｢こうやってついと

るように｡ ｣, ①の前転は｢えっとな,最終,なんかここらへんがゆっくりで,ちょっとサッ

といく感じ｡ ｣というように, 3つの前転で転がるということはどういう感じなのかを,アヤ

カやユリのからだを通した言葉として明らかにすることに繋がった｡アヤカ,ユリ,授業者

Ⅱの3人は,自分と友達,自分と授業者Ⅱとの話し合いで,本実践の主題(テーマ)である｢椛

谷くんになろう｣ということに,順次接転しながら前転することで,感じ方(意味)をからだ

で探求していき,からだで感じたことを自分の言葉で表すということで, ｢転がること｣につ

いての感じ方(意味)を探求することに繋がったのではないかと考えられる｡

【事例6】 自分の転がりみつけ

第3時の最後に, ｢椛谷くんになろう｣を探究しながら,椛谷くんが示した3つの前転がで

きるということが最終ゴールではなく, ｢椛谷くんになろう｣ということを探究しながら, 3

つの前転ではない自分の転がりをしてきた子どもがいたので, ｢○番の進化系｣として,何人

かの子どもに自分の転がりをしてもらった｡その紹介をした後の第4暗では,自分の転がり

を探究しようとする子どもが見られるようになった｡

マットを重ねた場で,授業者(椛谷くん)が見ていて,ナオミが③の前転をしていたo

マットの横に座っていたルイが立ち上がった｡リサが②の前転をした徳,トモミが授業者

(椛谷くん)に｢そこにおって｣と言った.トモミが走りながら②の前転を行った｡授業者

(椛谷くん)が｢痛かったやろ｣とトモミに声かけした｡ルイが後ろ向きにマットに座り,

後転を始めた｡ナオミはルイに｢ルイ,それ後ろまわりやに,わははは｣と言っていた｡ル

イは思いきり笑っていて,連続して後ろ転がりをした｡アッシは授業者(椛谷くん)に｢(マ

ットを指差しながら)前転やっていい｣と言っていた｡トモミはルイに｢後ろまわりやに,

全旦｣と言っていた.ナオミは②の前転をしたo 授業者(椛谷くん)はナオミに｢おっと,

くるっていったな｣と伝えていた｡レノンは走って①の前転をし,リサとトモミは②の前

転をし,アッシはジャンプして横転がりをした｡ルイは①の前転を連続してやった｡授業

者(粍谷くん)は｢おっ｣と言った｡その後,ナオミは｢後ろまわり｣と言って,後ろ転がり

をした｡

(授業開始後, 29分42秒から1分20秒間)

第4時のはじめに,マットを縦長にしてつなげ,ルイは頭越えをしない後ろ転がりを連続

してやっている｡頭越えをしないので,後転とは言えず,後ろ斜め転がり,横転がりをやっ

ていたと言える｡すると,方形マットにマットを積み重ねた場で,ルイが後ろ向きにマット

に座り,後転を始めた｡しかも,後転を連続してやった｡しかも,おもしろくて笑っている｡

後転の後,ルイはトモミに｢後ろまわりやに,今の｣と言われている｡この転がりは順次接転

前転ではない｡したがって,本単元の中心的なおもしろさである｢順次接転しながら前転する

ことがおもしろい｣という学習の枠組にはそぐわない転がりである｡しかしながら,ルイの後
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転は第1時でルイが気づいてきた｢からだ全部がっく感じ｣ (巻末資料13)のまま後転してい

るように見られる｡所謂,ゆうれい後転と言える｡しかも,この転がりがおもしろいのか笑

いながら連続して後転しているのである｡ルイは順次接転の心地よさを感じていたのではな

いだろうか｡そうすると,順次接転しながら前転することに加えて,順次接転しながら後転

することも,ルイが言っている｢からだ全部がつく感じ｣がするのであろう｡そして,前転と

いうカテゴリーにとらわれず,授業者(粍谷くん)になりながら,ゆうれい後転をみつけて

きたルイにとって,転がりは,前転も後転も転がる方向はちがうが,ともに｢からだぜんぶが

つく感じ｣のする転がりであると言える｡ルイはゆうれい後転だけをみつけ出してしていたの

ではない｡ゆうれい後転をした後も,連続して①の前転のすることもしているのである｡

【事例7】 前方宙返りの出現

第4時に方形マットの形を,自分の転がりにあったように形を変えていた子どもたちが,

マットを重ねてとび前転するようになった｡そこで,第5時では,セーフティマットとロイ

ター板の場を設定した｡

アヤカが走ってきて③の前転をしたら,手がセーフティマットから少し浮いていた｡授

業者Ⅰは｢おっそうそうそうそう｣とアヤカに言った｡さらに, ｢もうちょっとボンと跳べ

る｣と言った｡アヤカは｢えー｣と言ったが,授業者Ⅰは｢あまり強く跳ぶと頭からいくけど｣

とつけ加えた｡ノッコが走ってきて①の前転をした時,授業者Ⅰは｢ノッコ,両足,両足,

両足で,ボンと｣と言った｡リンも走ってきて①の前転をした｡授業者Ⅰは｢そうそう｣と

声かけした｡ミズキが両足で踏み切ったがセーフティマットにうつ伏せになっていたため

に,授業者Ⅰは｢もう一回,もう一回,ここから｣とフロアを指差しながら｢両足で②の前

転をして｣と言った｡ミズキが②の前転をすると,授業者Ⅰは｢そうそうそうそう｣と言っ

て,今度は｢ちょっと走ってやってみ,少し走ってやってみ｣と伝えた｡ミズキが｢向こう

から｣と指差したところを見ながら,授業者Ⅰは｢そこら-んから｣と言った｡ミズキが走

ってくると,授業者Iは｢ビューン,ボン,そうそうそうそう｣とミズキをほめたo ｢今度

はそれでやってみな｣とミズキに伝えた｡カズが走ってきて大きな①の前転をすると,授

業者Ⅰは｢お-,はねてるな｣と言った｡マヨは走ってきて思いきりロイター板で踏み切っ

て前方宙返りをした｡授業者Ⅰは｢お-,すごい｣とマヨに言った｡アヤカが走り始めたが,

セーフティマットがずれていたので,授業者Ⅰが直していると,アヤカは走るのを止めて,

もう一度スタートしようとした｡アヤカは両腕をセーフティマットにつくことなく,前方

宙返りをするようになった｡授業者Ⅰはアヤカに｢おーいいよ,いいよ｣と伝え,アヤカが

｢手を｣と言いながら,手をひっこめるジェスチャーをしたので,授業者Ⅰは｢あの,手を

ひっこめやんと,手を着く感じで｣と言うと,アヤカは｢さっき,手さ,ひっこめてしまっ

たから｣と言ってきた｡授業者Ⅰはアヤカに｢いいよ｣と伝えた｡リンは走りながら大きな

①の前転をした｡授業者Iは｢リン, ③の前転してみて｣と言ったo ランが走りながら大き

な①の前転をした｡授業者Ⅰは｢ラン, ③の前転してみて｣と言った｡アヤカは走ってきて

前方宙返りをした｡ (授業開始後, 22分45秒から2分45秒間)
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アヤカは,セーフティマットの手前にロイター板を置いた場で,走りながら前転するよう

になった｡アヤカは,走りながら,両足踏み切りで③の前転をしていた｡すると, ③の前転

よりもさらに手をつくことが少なくなり,手がセーフティマットから少し浮いたままで前転

するようになった｡すると,アヤカは両腕をセーフティマットにつくことなく,前方宙返り

をするようになった｡しかしながら,アヤカの前方宙返りは,前方宙返りをしようというよ

りも, ③の前転の接地が少なくなった転がりであるように感じられる｡両腕とも,空中で順

次接転しているからである｡踏み切った後の,空中とマットの全体を空間ととらえ,空中で

順次接転しながら前転して,結果として,足で着地するに至っている｡これまでの,小学校

体育のマット運動で,難しいとされてきた,前方宙返りは,子どもたちにとって,順次接転

しながら前転するという椛谷くんになりながら,自分の転がりを探究していく過程で,順次

按転していくことが,マット上のみならず,空中という空間を含んだ空間を順次接転してい

くことで,結果として難しいとされてきた前方宙返りという技をするようになったと言える｡

そこには,自分を空中に投げ出してくれるロイター板と,自分のからだをまるごと受け止め

てくれるセーフティマットというモノの工夫があったことも影響していると考えられる｡

第5節 実践2の解釈

本実践では,転がることの運動(技)のみを捉えたこれまでのマット運動から,運動(技)

と意暁(感じ方)をセットにし,運動を通して転がることの意味を立ち上げるマット運動-

の転換を図った｡マット運動を歴史的視点から紐解き,文化的特性を｢順次接転すること｣こ

ととして捉え,マット運動の中心的なおもしろさを｢順次按転しながら前転することのおもし

ろさ｣と設定した｡子どもと教師にとってわかりやすい｢椛谷くんになろう｣という主題(テー

マ)で,順次按転前転実践者として登場した授業者(椛谷くん)が提示した3つの前転をす

ることによって,運動(技)だけでなく, 3つの前転が意味すること(感じ方)を子どもの

言葉で語らしたいと考えた｡具体的な内容構成の辛がかりとして,背支持前転(①の前転),

ゆうれい前転(②の前転),かかえこんだゆうれい前転(③の前転)は,子どもがこれまで経

験してきた,両手の平をしっかりマットについて,お-そを見るように,あるいはボールの

ように小さく回る｢/トさな前転｣とはちがった,腰角度を閉じる一関く一閉じるという｢大きな

前転｣をすることを想定し授業を行った｡

本実践を通して,以下に示すことが明らかになった｡

第1項 順次接転しながら転がることがおもしろい

子どもは,提示された授業者(椛谷くん)の3つの前転をできるようになりたいとくり返

しやっていた｡前転ができるようになりたいということであれば,これまでのマット運動の

授業と変わりはない｡実践2では, 3つの前転をすることに留まらず, 【事例5】で示したよ

うに,転がることの感じ方(意味)を子どもたちと探求した｡この場合の探求とは,転がる

ことの感じ方を｢からだでは感じているんだが,どうも言葉では表しにくい｣ (暗黙知)から,

子どもが｢なんかここら-んがゆっくりで,ちょっとサッといく感じ｣ (形式知)というよう
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に子どもが自分のからだを通して,子どもの言葉で語ることで明らかにするという形式化す

るだけでなく,感じ方を語り合うという学びの共有化を図った｡この探究は,転がることの

感じ方が1つ見つかればゴールではない｡もっと他にも感じるかな,友達の感じ方はどうだ

ろうかというように,探究はどこまでも続く｡転がることの感じ方(意味)が,子どもはな

ぜ転がるのかという問いかけに対する答えなのかもしれない｡子どもはこの感じ方(意味)

があるからこそ,転がるし,転がろうとするのである｡しかし,子どもにとって,授業者(梶

谷くん)の3つの前転ができるようになることがゴールではない｡ 【事例6】 【事例7】で考

察されたように,授業者(椛谷くん)の3つの前転を通して,子どもは自分の転がりをみつ

けるようになった｡つまり,授業者(椛谷くん)になることを通して,転がることの意味を

探求しながら,自分の転がりを探求していくということに向かっていたのである｡転がって

いることの意味を問う,自分の転がりをみつけるという, ｢学ぶ｣ということの本質に迫って

いたと言える｡この,自分の転がりみつけということにはゴールがない｡このことは,授業

者(椛谷くん)の転がりから,逸脱しているわけではなく,授業者(椛谷くん)の3つの転

がりはどんな感じか探求してきたために,自己,他者,モノ(マット･状況)とのかかわり

合いの中に,感じ方が表出してきて,子どもは,授業者(椛谷くん)の転がりを感じながら,

自分の転がりを探求していたと言える｡第1時から第5暗まで｢椛谷くんになる｣ということ

をやっていたに過ぎない｡むしろ,そのことしかしていないと言える｡毎時,こんなプラス

志向の変容が見えないといけないということを目指してやっていたわけでもない｡しかし,

子どもたちは,転がることってどんな感じなのか,どう心地いいのか,どうおもしろいのか

を子どもなりの言葉で見つけ出そうとしていた｡また,自分の感じ方と友達(他者)の感じ

方がどうなのかを探っていた子もいた｡さらに,自分の転がりを次々とみつけ出してきてい

る｡これまでの,マット運動は,決められた技を順に身につけ,たくさん,効率よく身にっ

けられたことがよいとされてきた｡しかし,実践2では,子どもたちが自ずから見つけてき

たと言える｡結果として,教師が一つひとつの転がり方を支持しなくても,子どもたちはマ

ット運動の世界で言われてきている技を次々と行っていた｡すなわち,子どもが｢マット運動

のおもしろ世界｣に参加していたことを意味している｡このことは,実践2において, ｢椛谷

くんになろう｣という子どもにとっても,教師にとってもわかりやすい主題(テーマ)を設定

することによって生じてきたことであると考えられる｡マット運動の｢学習内容｣を構成する

時に,マット運動を歴史的に紐解いてみることにより,文化的特性である｢順次接転すること｣

を導き出し,文化的特性から中心的なおもしろさを｢順次接転しながら前転することのおもし

ろさ｣と設定したが,それを授業実践にかけるときに,子どもにとっても,教師にとっても何

をするのかわかりやすくするために, ｢椛谷くんになろう｣という主題(テーマ)を提示する

ことが大切であると考えられる｡そして,マット運動における｢学習内容｣として,運動(技)

+感じ方(意味)と捉えたが,順次按転しながら転がることって,どんな感じかということ

を探求することで,これまでの体育授業で取り上げてこなかった,運動することの意味に迫

っていたのではないかと考えられる｡また,実践2のマット運動実践の｢学習内容｣は,決め

られた技を身につける｢獲得｣から,感じ方(意味)の探究,自分の転がりみつけという｢ゴー

ルフリー｣ (学んでいるコトの連続)という｢内容｣になっていたのではないかと考えられる｡
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第2項 技の出現

【事例6】で考察されたように,授業者Ⅰが設定したマット運動の中心的なおもしろさで

ある｢順次接転しながら前転することのおもしろさ｣という｢学習内容｣にはあてはまらない転

がりを見つけるようになった子どもがいた｡一見すると,順次接転前転ではないので,そぐ

わない転がりであるかもしれないが,転がっている時の楽しそうな表情,この子が気づいて

きた｢からだ全部がつく感じ｣という授業者(椛谷くん)の転がりの感じ方からすると, ｢順次

接転しながら転がること｣の心地よさを感じていたと言える｡子どもの転がりの実際から考察

すると,本実践の中心的なおもしろさは｢順次接転しながら前転することのおもしろさ｣と設

定したが, ｢順次接転しながら転がることのおもしろさ｣と設定した方が合っているのではな

いかと考えられる｡

また, 【事例7】から考察されたように,小学校の体育授業では難しいとされてきた前方宙

返りも立ち現れてきた｡前方宙返りをするというよりも,授業者(椛谷くん)の転がりから

接地が少なくなった転がりであると言える｡

これまでのマット運動は,前転は易しい技,前方宙返りは難しい技として捉えられ,易し

い技から難しい技-段階的に学習させていく方法がとられていたが,本実践を通して,前方

宙返りを含めて次々と技が見つけ出されてきた｡マット運動における｢学習内容｣には,易し

い技から,難しい技-と配列して,その技を易しい技から難しい技-と順に獲得していくよ

うにすることから,マット運動を｢順次接転しながら転がることのおもしろ世界｣と捉えてい

くことで,結果として,技が出現してくるように内容構成していく必要があると思われる｡

第3項 マットがあるから転がっている

【事例6】でのルイのゆうれい後転は,方形マットにマットを積み重ねた場で,マットに

自分のからだが全部ついていく感じをおもしろがりながら転がっている｡そのことが,ルイ

にとって心地よいと感じられたことなのだろう｡ルイにとって,マットは転がるための道具

ではなく,心地よさを自分に感じさせてくれたモノとなっていたと言える｡つまり,ルイは

フロアで転がるのではだめなのである｡このマットがルイに転がることの心地よさを感じさ

せ,ゆうれい後転という自分の転がりをみつけさせることになったと考えられる｡

【事例5】と【事例7】でのアヤカも,ユリと授業者Ⅱとの対話によって, 3つの前転の感

じ方をみつけ出してくることになった｡その転がりの感じ方があったからこそ,前方宙返り

という技を出現させることになったが,ユリや授業者Ⅲといった他者とのかかわりだけで前

方宙返りという技を出現させたのではないと思われる｡アヤカにとって前方宙返りの出現に

は,自分のからだを空中に投げ出してくれるロイター板と,前方宙返りしても自分のからだ

のまるごとを受け止めてくれる,やわらかくて,安心感のあるセーフティマットという,転

がることの状況におけるモノの存在があったと考えられる｡アヤカの前方宙返りを見ると,

かかえこんだゆうれい前転の接地が少なくなった転がりであるように感じられる｡マットの

時と同じかかえこんだゆうれい前転をしているのだが,セーフティマットの登場により,忠

いきり空中に自分のからだを投げ出そうとしたのではないかと考えられる｡すると,アヤカ
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の前方宙返りは,セーフティマットからの働きかけられから,自分の転がりをみつけるとい

う働きかけが生じる状況で出現したと考えられる｡

実践2でも,自分とモノとの状況が変化すると,モノからからだのまるごとを受け入れて

くれる安心感という働きかけられによって,自分が思いきり前方宙返りしてみようかなと思

いやってみるという働きかけが生じた｡自己とモノとの状況の変化が,マット運動の｢学習内

容｣を内容構成する要因として重要になってくると考えられる｡
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第Ⅴ章｢文化的内容｣としての体育授業

本章では,第3章と第4章の2つの体育授業実践を通して,体育授業における｢学習内容｣

を問い直すために, ｢学習内容｣がどういうことになっていたのか, ｢学習内容｣が変化すると

体育授業はどう変わるのかを提示する｡

第1節 運動の中心的なおもしろさとr学習内容J

実践1では,跳び箱運動を歴史的視点で紐解くことで,跳び箱運動の文化的特性を｢跳び

乗る｣こととして導き出し,跳び箱運動の中心的なおもしろさを｢腕支持で跳び乗ったり跳び

越したりすることのおもしろさ｣と設定した｡ 【事例1】 【事例2】 【事例3】のように｢跳び乗

る｣ことに思いきり挑戦することで, ｢跳び乗る｣ことのおもしろさを実感し,その実感が思わ

ず｢跳び越す｣状況を生み出すことに繋がったと言える｡

しかし, ｢跳び乗る｣ことから｢跳び越す｣こと-と直線的に展開するという内容構成にする

と,学習過程が流れるように思われがちだが, 【事例4】から見ても, ｢跳び乗ること｣から｢跳

び越すこと｣-というよりも,｢跳び乗る｣ことと｢跳び越す｣ことの関係が往ったり来たりする

といった往還を授業内に｢学習内容｣として保障していかなければならない｡むしろ,この往

還があるからこそ｢跳び箱運動のおもしろさ｣と成り得るのではないかと考えられる｡この往

還を西村(1989)は｢遊動｣と呼んでいる｡

実践2では,マット運動を歴史的視点から紐解き,文化的特性を｢順次接転すること｣こと

として捉え,マット運動の中心的なおもしろさを｢順次按転しながら前転することのおもしろ

さ｣と設定した｡しかし, 【事例6】にみられるように,椛谷くんの前転からの進化系として

ゆうれい後転の連続を行っていた｡しかも, ｢からだ全部がっく感じ｣のまま順次接転しなが

ら後転(ゆうれい後転の連続)をやっていて,しかも,すごく楽しそうな表情を浮かべてい

るのである｡また,ゆうれい前転してからゆうれい後転している子もいた｡子どもの転がり

みつけは,順次接転しながら前転することに留まらなかった｡椛谷くんの転がりの感じ方で

転がってみると,子どもにとって後転も出現してきたのである｡これまでの,マット運動で

は, ｢前転ファミリー｣, ｢後転ファミリー｣というように,前転と後転は異なったカテゴリー

であるかのような捉え方をしていたが,そういう考え方も否定はしないが,順次接転という

捉え方でみると,子どもたちの実際から,順次接転しながら前転することも順次接転しなが

ら後転することも,共に同じ椛谷くんの転がりの感じ方であると言える｡すると,中心的な

おもしろさとして｢順次按転しながら前転することがおもしろい｣と設定したが,｢順次按転し

ながら転がることがおもしろい｣ということが,本実践における子どもの"いま''に合致して

いると言える｡つまり,子どもは｢順次按転しながら転がること｣という運動の文化に参加し

ていたと言える｡

では,子どもが自分の転がりみつけをしようとしたのはなぜだろうか｡それは,子どもた

ちに二つのことが保障されていたからだと考えられる｡一つ目は,第1暗から第5時まで,

椛谷くんの3つの前転を真似ていてもよかったということである｡一見すると,子どもにと

ってプラス的変容(右肩上がりの変容)がなされていないように見えるが,実践2では,梶
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谷くんの3つの前転を真似ることを通して, ｢技｣と｢感じ方(意味) ｣がセットになっている

からこそ,技ができるに加えて,どんな感じがするのだろうかという意味の探求が学びとし

ての変容であると言える｡二つ目は,自分の転がりを探求していくことを大切にしたことで

ある｡自分の転がりの感じ方と椛谷くんの3つの転がりからの感じ方(意味)を別のことと

して捉えるのではなく,椛谷くんの3つの転がりの感じ方(意味)を大切にしながら,自分

の転がりをみつけていくということを内容構成したからである｡つまり,椛谷くんの3つの

前転の感じ方を探究するということと,自分の転がりみつけということが往ったり来たりこ

とを｢学習内容｣としたことが｢遊動｣になっていたのではないかと考えられる｡椛谷くんの転

がりの感じ方(意味)を大切にしていくことは, ｢順次接転しながら転がることのおもしろさ｣

という運動の文化に参加しながら,自分の転がりみつけという｢運動文化の再創造｣という学

びの本質に迫っていたからだと言える｡

これは,運動を遊び(プレイ)から派生してきたことと捉え,森島(2006)が述べている

ように,運動の文化の歴史的源流を探り,運動が歴史的に継承され,発展し,変化してきた

ことを改めて歴史的に紐解くことで,運動の文化的特性を導き出した｡そして,岡野(2006)

が述べている,中心的なおもしろさを,運動の文化的特性から設定したことによって内容構

成した2つの授業実践だからこそ言えることなのである｡

第2節 関係の変化による技の形成

実践1,実践2とも,教師から一つずつ運動(技)を提示したわけではない｡しかし,結

果として,跳び箱運動やマット運動でみられるような運動(技)が立ち現れてきた｡これま

での体育授業では, ｢学習内容｣として,学ぶべきモノとしての運動(技)があらかじめ示さ

れ,その運動も易しい運動(技)から難しい運動(技)というシークエンスによって配列さ

れてきた｡しかし, 2つの実践により運動を中心的なおもしろさの世界の全体と捉えて内香

構成することが大切であると考察された｡しかも,跳び乗りみつけ,転がりみつけ,転がっ

ていることの感じ方の探究(意味)によって内容構成されるため,あらかじめ設定されたゴ

ールがあるわけではなく,ゴールフリー(学んでいるコト)として,運動の文化の再創造と

しての体育授業を表している｡

【事例2】【事例3】での跳び乗り,跳び越しの技の広がりは,従来の技の提示があって,

それを獲得していくのではなく,教師と子どもの関係が子どもどうしの関係に変化していく

ことによって,結果的に技が形成され,広がるということになった｡つまり,自分と他者と

の関係によって,技が形成され,関係がかわることによって技が広がったということである｡

【事例6】では,椛谷くん,授業者Ⅰ,友達といった他者との関係によって, 3つの前転の

感じ方を探究してきたからこそ,ゆうれい後転という自分の転がりをみつけるということに

繋がったと考えられる｡ 【事例5】【事例7】も友達と授業者Ⅱとの対話によって, 3つの前転

の感じ方を探究し,からだでの実感を伴った自分の言葉として形式化するという営みをくり

返してきたからこそ,結果として前方宙返りという技が出現してきた｡自分と他者との関係

や,感じ方という意味を介した自分と転がり(運動)との関係によって,技を形成してきた

と言えるのではないか｡
′
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技は獲得していくモノではなく,自己と他者との関係の変化によって技が形成され広がっ

ていくと考えられる｡さらに,佐藤(2007)は, ｢運動技能の形成｣と述べている｡ ｢運動技能

の獲得｣ではないのである｡技能を断片的に捉えて授業を構想し,技の系統にしたがって身に

つけさせていくという｢獲得｣としての運動技能ではなく,技を全体として捉え,自己,他者,

モノとの｢協同的な学び｣によって形づくられていくことと一致している｡

第3節｢相互主体j関係としてのr内容｣

これまでの跳び箱運動は,どうしたら跳び越えられるか(克服型),どうしたらもっときれ

いに跳び越えられるか(達成型)ということが重要視されてきた｡つまり,自分を主体とし,

運動を客体として分離し,客体としての運動を自分(主体)が獲得していくという｢圭一客｣

分離の｢学習内容｣になっていたと言える｡つまり,めあてを達成するだけで,運動の文化的

価値を何も学んでこなかったと言えるのではないか｡

実践1では,事例として考察された腕支持で前方宙返りして跳び乗ることと,腕支持して

頭はね跳びで跳び越すことも, ｢跳び乗る｣と｢跳び越す｣という技がちがうけれど,子どもに

とって,自分がセーフティマットや跳び箱(モノ)に委ねられる｢圭一主｣の｢相互主体｣とい

う関係になっていて, ｢相互主体｣という意味において, ｢跳び乗り｣も｢跳び越し｣も同じにな

っていたのではないかと考えられる｡ 【事例3】で考察されたことは,ユイコが腕支持してか

かえこみ跳び乗り跳びおりという跳び乗りから腕支持して頭はね跳びや腕立て前方回転跳び

越しという跳び越し-と技が変化しているようにみえるが,技ではなく,腕支持してかかえ

こみ跳び乗り跳びおりてしまっている｢圭一客｣という｢主客分離｣の関係から,腕支持して頭

はね跳びや腕立て前方回転跳び越しの｢主一主｣という｢相互主体｣の関係に意味が変わったこ

とを表していると思われる｡跳び乗ること-｢圭一主｣という｢相互主体｣,跳び越すこと-｢圭

一客｣という｢主客分離｣という固定化させた図式ではないのである｡これまでの跳び箱運動で,

跳び越すことができなくて失敗とみなされてきたことは, ｢圭一客｣という｢主客分離｣の関係

に留まっていたのではないかと考えられる｡ ｢00iL跳び乗る｣, ｢00皇跳び越す｣というよ

うに,自分とモノとが分離しているのを感じる｢『を』の世界｣としての｢圭一客｣という｢主客

分離｣の関係ではなく,自分とモノとが一体感を感じる｢『に』の世界｣としての｢圭一主｣とい

う｢相互主体｣の関係を運動の世界でつくり出すことが求められていると考えられる｡運動の

文化的脈絡は｢圭一主｣という｢相互主体｣の関係としての｢跳び乗る｣ことから導入する方がよ

いことを自ずと知っていたと思われる｡

これまでのマット運動も｢両方の手のひらをマットにしっかり着いて,お-そを見ながら小

さくなって,ボールが転がるようにまわる｣という固定観念があった｡このことも,自分とマ

ットを｢圭一客｣という｢主客分離｣になってしまっていた｡

実践2では,運動(技)と感じ方(意味)をセットにして内容構成することで,自分の転

がりの感じ方を探究し,その感じ方によって新たな転がりをみつけていくということになっ

ていた｡つまり,自分の転がりはマット(モノ)があるから誘発されるのであり,自分がマ

ットに馴染んでいく一体感を感じる｢主一主｣という｢相互主体｣の関係にあったと考えられる｡

技を易しい技から難しい技-配列して獲得するという技術体系に沿って学習させていくこ
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とではなく,運動を歴史的視点で紐解くことで,運動の文化的特性を導き出し,運動の中心

的なおもしろさを設定することによって,内容構成したが,そのことに留まらず,自分とモ

ノが｢圭一主｣という｢相互主体｣の関係になっていることが大切であり,本稿ではこの状況の

ことを｢文化的内容｣と呼ぶことにする｡運動が遊びから派生し,先人が築いてきた運動の文

化的価値を,体育授業実践でわかり直すことが｢文化的内容｣となるのである｡

そして,子どもが,他者(友達･教師)の転がりをみたり, ｢こうなんじやないの｣といっ

た言葉のやりとりをしたり,モノ(マット･ロイター板)から誘発されたりする｢他者対話｣

としての｢働きかけられること｣から,自分(自己)が｢やってみようかな｣というもう一人の

自分(自己)との｢自己内対話｣によって,自己が｢やってみようとする｣, ｢心地よかった｣, ｢納

得できないので,もう一回やってみよう｣といったコトが生じていたと考えられる｡このこと

は,佐藤(1995)が述べている3つの対話的実践(自己との対話･他者との対話･対象との

対話)と合致している｡自己ともうー人の自己との｢自己内対話｣という｢遊動｣によっても運

動が生起していたと言える｡したがって, ｢遊動｣とは｢運動(技)の往還｣を示すことに留ま

らず｢対話としての往還｣も意味していると言える｡
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【まとめと今後の課題】

本稿では,状況主義的学習論の立場に立ち, ｢学習内容｣を実践的に問い直すことを目的と

して研究してきた｡

第Ⅰ章では, ｢連合｣からなる行動主義的学習論や, ｢獲得｣からなる認知主義的学習論から

の体育授業が,子どもを｢学び｣から逃避させ, ｢学び｣の空洞化を招いていることから, ｢参加｣

としての状況主義的学習論に依拠しながら,授業論としての視点でみると,運動を,自己･

他者･モノとの関係の中に紡ぐできごととして, ｢学習内容｣が生じることが整理された｡そ

のため,運動を関係的にみていくことの必要性を説いた｡しかし,運動を関係的にみていく

のだが,体育授業を構想する時にどういう視点から内容構成するのかという単元論の問題が

残った｡そこで,単元論の視点から,運動が遊びから派生し,人間の飽くなき欲求によって

変化してきた文化ならば,人間がやってみたいことが運動にはあって,それこそが文化とし

ての中心的な活動(中心的なおもしろさ)であることが整理された｡したがって体育授業を

構想する時には,運動の中心的なおもしろさを設定することで,授業としての内容構成(枠

級)をつくることができるとした｡中心的なおもしろさを設定するには,カイヨワのプレイ

(遊び)論に依拠しながら,運動の｢文化的特性｣を探る必要性を述べてきた｡運動の文化的

特性を探るには,運動の文化を歴史的視点で紐解き,その不変項を探るという中心的なおも

しろさの導き方を提示していることを整理した｡しかし,単元としてのまとまりで捉えて｢学

習内容｣を内容構成している授業実践がないため,そのときの｢学習内容｣がどういうことにな

っているのかという問題点が挙げられた｡

第Ⅱ章では,これまでの体育授業の問題点を,授業研究の視点から問い直し,量的研究に

傾斜していたために,子どもの運動している｢いま｣を｢ブラックボックス｣化してしまってい

るということから,授業の質的転換を図る必要性を説いた｡そこで,本実践を質的研究の立

場から,省察することで, ｢学習内容｣を実践的に問い直すことの可能性を述べた｡研究の方

法として,運動の文化的特性を導く上で,運動の文化としての不変項を探るという手続きを

とることにした｡器械運動を取り上げ,実践1では跳び箱運動を,実践2ではマット運動を

文化の歴史的視点から紐解き,文化的特性を導き出し,文化的特性から中心的なおもしろさ

を設定し, ｢学習内容｣として内容構成した｡筆者は,実践1,実践2とも授業者であるとと

もに, 2つの授業実践を解釈するという立場もあわせ持っている｡ 2つの実践とも｢授業実践

一記録一記述一解釈｣という一連の調査行為からなる方法を用い,体育授業における｢学習内

容｣がどういうことになっているかの研究の方法を述べた｡

第Ⅲ章では,実践1として,跳び箱運動の授業実践事例を取り上げた｡跳び箱運動を歴史

的視点で紐解いてみると, ｢跳び乗る｣ことが跳び箱運動の原型であることから,跳び箱運動

の文化的特性を｢跳び乗る｣ことと導き出し,跳び箱運動の中心的なおもしろさを｢腕支持して

跳び乗ったり跳び越したりすることのおもしろさ｣と設定した｡授業実践からの事例を通して,

① 跳び箱運動の文化的特性としての｢跳び乗る｣ことがおもしろいことになっていたが,

｢跳び乗る｣ことと｢跳び越す｣ことの両方を保障する｢学習内容｣として内容構成すること

② 教師一子ども,子ども一子どもがかかわることによって,運動(技)の世界が広がる

ということに繋がったということは,自己と他者との関係の変化に運動(技)が広がる
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という｢学習内容｣が生じること

③ 自分がモノ(セーフティマット･マット･ロイター板)に委ねられるということが｢跳

び乗る｣ことや｢跳び越す｣ことを生じさせるが,この自分とモノとの関係は絶えず変化す

ること

以上の3点が明らかになった｡そして,運動を歴史的視点で紐解くことで,文化的特性を導

き出し,文化的特性から中心的なおもしろさを設定することが大切であることが見出された｡

毎時の｢学習内容｣の主題化(テーマ化)が不明確であったということ,運動(技)だけでな

く,運動することの意味を問うという問題が浮かび上がってきた｡

第Ⅳ章では,実践2として,マット運動の授業実践事例を取り上げた｡マット運動を歴史

的視点で紐解いてみると, ｢順次接転すること｣がマット運動の原型であることから,文化的

特性を｢順次按転すること｣と導き出し,文化的特性から中心的なおもしろさを｢順次接転しな

がら前転することがおもしろい｣と設定し実践を行った｡授業実践からの事例を通して,

① 順次按転しながら転がることがおもしろいということは,マット運動の｢学習内容｣が

運動(技) +感じ方(意味)をセットにしたゴールフリーの学びになっていたというこ

と

② 自分の転がり見つけから,子どもにとって次々と技が出現したということは, ｢学習内

容｣がマット運動を｢順次按転しながら転がることのおもしろ世界｣と捉えていくことで,

結果として,技が出現してくるように内容構成していく必要があるということ

③ マットがあったからこそ,自分の転がりを生じさせたという,自分とモノとの状況が

｢学習内容｣を構成する要因となっていたということ

以上の3点が明らかになった｡運動の中心的なおもしろさは, ｢学習内容｣をわかりやすくす

るために,主題(テーマ)を提示する必要があることが明らかになった｡

第Ⅴ章では,実践1と実践2から,運動を歴史的視点で紐解いて,運動の原型を探るとい

う文化的特性を導き出し,運動の文化的特性から中心的なおもしろさを設定することが大切

であることを実践的に検証することができた｡中心的なおもしろさは｢跳び乗る｣ことと｢跳び

越す｣こと,転がることの感じ方探究と自分の転がりみつけという,運動(技)の往還という

｢遊動｣に留まらず,他者やモノとの｢他者対話｣による働きかけられから,自己ともう一人の

自己との｢自己内対話｣によって働きかけが生じる｢対話としての往還｣という｢遊動｣を保障す

ることが大切であると考察された｡また,運動を中JL､的なおもしろさの世界の全体と捉えて

ゴールフリーの内容構成することが大切であり,自己と他者との関係の変化によって技が形

成され広がっていくと考察された｡さらに,これまでの体育授業が｢圭一客｣の｢主客分離｣に

なっていて,運動を歴史的視点で紐解くことで,運動の文化的特性を導き出し,運動の中心

的なおもしろさを設定することによって,内容構成するだけでなく,自分とモノが｢主一主｣

という｢相互主体｣の関係になっていることが｢文化的内容｣になるということが考察された｡

運動が遊びから派生し,先人が築いてきた運動の文化的価値を,体育授業実践でわかり直す

ことが｢文化的内容｣となることが挙げられた｡

しかし,本研究では,運動することの根源的な意味まで言及するには至らなかったoまた,

運動の文化的実践共同体を形成することについて不明瞭な点があり,これらを明らかにして

いくことが今後の体育授業における実践的研究課題である｡
一
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資料1跳び箱運動指導案(第1時から第7時)

第6学年1組 体育科学習指導案

日 時 2005年6月20日(月)第4限

場 所 M県K小学校体育錯

授業者 授業者Ⅰ
･授業者Ⅱ

I.単元名 尉巨びのる･尉巨びこす[跳び箱運動(器械運動)]

刀.目 標

1. 腕支持で跳び乗ったり,跳び越したりすることを思いっきり楽しむ｡

2. 友達やモノに跳び乗ったり,友達やモノを跳び越したりすることを思いっきり楽しむ｡

Ⅲ.指導上の考察

1.単元について

跳び箱運動の原型は,馬に乗るところから由来している｡所謂,馬乗りである｡馬乗りの乗り

方から切り返し系の技や回転系の技が発生してきたのである｡

しかし,小学校体育における跳び箱運動は,跳び箱を跳び越すことに主眼が置かれたり,跳び

越し方-のパフォーマンスの仕方を重視したりする運動になっていないだろうか｡跳び箱という

と,堅い,こわい,跳び越える時にお尻が跳び箱に接触すると痛いといったイメージしか持てな

かったのではないだろうか｡さらに,子どもの遊びの世界に目をやると,遊びの時間と空間の変

化や遊び環境の変化,人間関係の希薄さから,室内ゲームや個人遊びに偏重している｡授業者が

子どもの頃にやっていた馬乗りのような遊びは,遊びの中でも,体育授業の中でも,見られなく

なってしまった｡跳び乗るという文化が欠けてしまったように感じられる｡

そこで,跳び箱運動の原点に立ち,跳び箱運動の中心的なおもしろさを｢思いっきり腕支持で跳

び乗ったり,跳び越したりすること｣とする｡腕支持で跳び乗ることを思いっきり挑戦して楽しむ

ようにする｡その延長線として,結果的に腕支持で跳び越すことを楽しむようにする｡これまで

の跳び箱運動で失敗とされてきた｢跳び乗る｣を｢おもしろいこと｣としてとらえられるようにする｡

思いっきり跳び乗ることに挑戦するあまり,思わず跳び越してしまった(-失敗?)という関係

も予想される｡こういった,思いっきり跳び乗るという経験を抜きにして,跳び越すことに重点

を置いた(合理化した)運動の流れでいくと,本当に思いっきり跳び越えたり,きれいに跳び越

えたりということにつながるのかと疑問に感じる｡

よって,長さや高さに挑戦しながら思いっきり跳び乗ることを通して,跳び越すことを内包し

ていることを学ばせたいと考えた｡

そして,活動に深くかかわる友達やモノとの関係を広げていければと考えている｡

:二〉
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2.児童について

22名の学級である｡

3.指導について

跳び乗ることの中心的なおもしろさを｢思いっきり腕支持で跳び乗ったり,跳び越したりするこ

と｣とする｡

自分と跳び箱との関係をおもしろい世界にするために,跳び箱運動の原点である｢腕支持で跳び

乗ることのおもしろさ｣を手がかりにして進めることにする｡

安全面に気をつけながら,腕支持で跳び乗ることを思いっきり楽しむ｡長さと高さ-の挑戦であ

る｡そのために,友達と長さ(局)をつくったり,モノで高さをつくったりして場を設定する｡そ

の際に,自分で挑戦したり,友達と一緒に挑戦したりすることで,自分と友達との関係を広げられ

ればと考える｡さらに,モノを加えることで,自分とモノとの関係にも新たな気づきがあればと考

える｡

それから,腕支持で跳び越すことを思いっきり楽しむ｡これも長さと高さ-の挑戦である｡友達

を長く跳び越したり,高く跳び越したりすることに挑戦させる｡そして,場の設定を友達からモノ

-と広げ,長さと高さに挑戦させる｡その時,どういう子どもたちの動きが立ち現れるのか見るこ

とにする｡

教師は,子どもたちと共に運動の世界に入り,共に跳び乗ったり,跳び越したりするようにする｡

このことを通して,子どもの動きの意欲をかき立てたり,跳び方を広げたり,立ち現れてきた動き

を感じたり,おもしろさや楽しさを共感したりするようにと考える｡

さらに,学習カードを活用することにより,中心的なおもしろさに迫るための周辺的な活動はど

うであったか,周辺的な活動に参加することで,跳び箱の中心的なおもしろさにどう触れていたの

かの振り返りを行う｡

Ⅳ.指導計画(全6時間)

<ねらい1>

友達やモノに跳び乗ろう
′′-′′

J■

■■

ノl
■■

■l

■■

′■

■■■

J■

′■

■■

■■

J■

J■

′■

′-′′ <ねらい2>

友達やモノを跳び越そう

Ⅴ.本時の指導(第1時)

1.目 標

(1) 腕支持で跳び乗ったり,友達と一緒に跳び乗ったりすることを思いっきり挑戦して楽し

む｡

2.準備物

授業者:MD音楽･CDMDデッキ･黒板･ビデオカメラ･三脚･マット･学習カード

児 童:筆記用具
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3.学習過程(45分)

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

1.本時のテーマを知る｡

｢個人やチームで馬乗りを競い合う｣

2. 2人ペアでストレッチ(足･お尻)

3.ジャンケンおんぶ

(勝:乗る 負:禾られる)

4.グループづくり(12人･12人)

5.馬乗り(個人:どこまで跳び乗れるか)

6.馬乗り(グループ:みんな跳び乗ろう)

7. 2人ペアでストレッチ(足･お尻)

8.次時の予告を聞く

本時の学習テーマを知らせる｡

ペアコミュニケーションを行うことにより,

体をほぐすだけでなく,友達との関係をほぐす

きっかけになるようにする｡

｢跳び乗る一跳び乗られる｣という運動をジャ

ンケンおんぶを通して体感し,たくさんの友達

とかかわれるようにする｡

2つのグループに分ける｡ (教師もグループに

入る)

グループ内で, ｢馬｣をつくり,各個人がどれ

だけ前に跳び乗れるか挑戦させる｡

グループ対抗で,グループ内のみんなが相手

チームの馬に全員乗れるように挑戦させる｡

ペアコミュニケーションで体と気持ちをゆっ

くり和らげるようにする｡

次時のテーマを知らせる｡
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第6学年1組 体育科学習羊旨導案

日 時 2005年6月22日(水)第5限

場 所 M県K小学校体育館

授業者 授業者Ⅰ ･授業者Ⅱ

Ⅴ.本時の指導(第2時)

1.目 標

(1) 腕支持で跳び乗ることをチームで思いっきり競い合って楽しむ｡

2.準備物

授業者:MD音楽･CDMDデッキ･黒板･ビデオカメラ･三脚･マット･学習カード

児 童:筆記用具

3.学習過程(45分)

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

1.本時のテーマを知る｡

｢チームで馬乗りを競い合う｣

2. 2人ペアでストレッチ(手･足)

3.馬乗り(4人1組で)

4.グループづくり(8人･8人･8人)

5.馬乗り(チーム:みんな跳び乗ろう)

6. 2人ペアでストレッチ(手･足)

7.次時の予告を聞く

本時の学習テーマを知らせる｡

ペアコミュニケーションを行うことにより,

体をほぐすだけでなく,友達との関係をほぐす

きっかけになるようにする｡

｢跳び乗る-跳び乗られる｣を馬乗りを通して

体感する｡

3つのグループに分ける｡ (教師もグループに

入る)

3チーム対抗で,チーム内のみんなが相手チー

ムの馬に全員乗れることを競い合わせる｡

ペアコミュニケーションで体と気持ちをゆっ

くり和らげるようにする｡

次時のテーマを知らせる｡
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第6学年1組 体育科学習手旨導案

日 時 2005年6月27日(月)第4限

場 所 M県K小学校体育館

授業者 授業者Ⅰ ･授業者Ⅱ

Ⅴ.本時の指導(第3時)

1.目 標

(1) 腕支持でモノに跳び乗ることをチームで思いっきり競い合って楽しむ｡

2.準備物

授業者:セーフティマット･マット･MD音楽･MDデッキ･移動黒板･ビデオカメラ

DVカセットテープ

児 童:学習カード･筆記用具

3.学習過程(45分)

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

1.本時のテーマを知る

｢チームでセーフティマットに跳びのる

ことを競い合う｣

2. 4人ペアでストレッチ

3.グループづくり(4人×6グループ)

4.馬乗り(チーム:みんな跳び乗ろう)

5.セーフティマットにチームみんなで跳び

乗ろう

6. 4人ペアでストレッチ

7.セーフティマットにチームみんなで跳乗

った時に感じたことを出し合う

本時の学習テーマを知らせる｡

ペアコミュニケーションを行うことにより,

体をほぐすだけでなく,友達との関係をほぐす

きっかけになるようにする｡

6つのチームに分ける｡ (教師もチームに入る)

チーム対抗で,チーム内のみんなが相手チー

ムの馬に全員乗れるように挑戦させる｡

安全に気をつけながら,セーフティマットに

チームみんなが跳び乗ることを競い合わせるこ

とを通して,思いっきり高さ-跳び乗る挑戦の

おもしろさを体感させる

ペアコミュニケーションで体と気持ちをゆっ

くり和らげるようにする｡

跳び乗る時の感覚,高さ-の意識,チームみ

んなで跳び乗ることなど自由に出し合わせる｡

Ⅴ



第6学年1組 体育科学習羊旨導案

日 時 2005年6月29日(水)第5限

場 所 M県K小学校体育館

授業者 授業者Ⅰ ･授業者Ⅱ ･】受業者Ⅲ

Ⅴ.本時の指導(第4時)

1.目 標

(1) 腕支持でモノに跳び乗ることを思いっきり楽しむ｡

2.準備物

授業者:セーフティマット･マット･ジムニツクボール･MD音楽･MDデッキ･移動黒板

ビデオカメラ･DVカセットテープ

児 童:学習カード･筆記用具

3.学習過程(45分)

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

1.本時のテーマを知る

｢いろいろな高さのマットに跳びのろ

う｣

2. 2人ペアでストレッチ

3.いろいろな場でマットに跳び乗ろう

(マットの高さを変えたステージの場)

(セーフティマットの場)

4.先生や友達と一緒にマットに跳び乗ろ

う｡

5.先生や友達と一緒にマットに跳び乗った

時に感じたことを出し合う

6. 2人ペアでストレッチ

本時の学習テーマを知らせる｡

ペアコミュニケーションを行うことにより,

体をほぐすだけでなく,友達との関係をほぐす

きっかけになるようにする｡

違った場において,腕支持でどうやってマット

に跳び乗るかを観察する｡

高さ-の挑戦によって,子どもたちにどうい

う動きが立ち現れてくるかをみる｡

先生や友達と共に活動することにより,腕支持

でマットに跳び乗るおもしろさがどのように広

がるかを観察する｡

先生や友達と一緒に跳び乗るおもしろさ,マ

ット-の跳び乗り方,跳び乗る感覚,高さ-の

挑戦など自由に出し合わせる｡

ペアコミュニケーションで体と気持ちをゆっ

くり和らげるようにする｡
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第6学年1組 体育科学習手旨導案

日 時 2005年7月1日(金)第1限

場 所 M県K小学校体育館

授業者 授業者Ⅰ ･授業者Ⅱ ･授業者Ⅲ

Ⅴ.本時の指導(第5時)

1.目 標

(1) いろいろな方向からマットに腕支持で跳び乗ることを思いっきり楽しむ｡

2.準備物

授業者:セーフティマット･マット･ロイター板･MD音楽･MDデッキ･移動黒板

ビデオカメラ･DVカセットテープ

児 童:学習カード･筆記用具

3.学習過程(45分)

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

1.本時のテーマを知る

｢いろいろな方向からマットに跳びのろ

う｣

2. 2人ペアでストレッチ

3.いろいろな方向からマットに跳び乗ろう

(マットを積み上げた場)

(セーフティマットの場)

4.マットに腕支持での跳び乗り方を紹介し

よう

5.友達から紹介された跳び乗り方や,もっ

とやってみたい跳び乗り方に挑戦して

みよう

6.友達から紹介された跳び乗り方や,さら

に自分がやってみた跳び乗り方で,マッ

トに跳び乗った時に感じたことを出し

合おう

7. 2人ペアでストレッチ

本時の学習テーマを知らせる｡

ペアコミュニケーションを行うことにより,

体をほぐすだけでなく,友達との関係をほぐす

きっかけになるようにする｡

どうやってマットに腕支持で跳び乗るかを観

察する｡

思わずマットを腕支持で跳び越すことも立ち

現れてくるかをみる｡

着地などの安全に気をつける｡

自分がやっていたマットに腕支持での跳び乗

り方を,友達に広げる場とする｡

マットに腕支持での跳び乗り方が広がるよう

にする｡

先生や友達と共に跳び乗る動きも考えられ,腕

支持でマットに跳び乗るおもしろさがどのよう

に広がるかを観察する｡

先生や友達と一緒に跳び乗るおもしろさ,マ

ット-の跳び乗り方(跳び越し方),跳び乗る感

覚など自由に出し合わせる｡

ペアコミュニケーションで体と気持ちをゆっ

くり和らげるようにする｡
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第6学年1組 体育科学習f旨導案

日 時 2005年7月4日(月)第4限

場 所 M県K/ト学校体育館

授業者 授業者Ⅰ ･授業者Ⅱ ･授業者Ⅲ

Ⅴ.本時の指導(第6時)

1.目 標

(1) 腕支持で跳び箱を跳び越すことを思いっきり楽しむ｡

2.準備物

授業者:跳び箱･セーフティマット･マット･ロイター板･踏み切り板･

MD音楽･MDデッキ･移動黒板･ビデオカメラ･DVカセットテープ

児 童:学習カード･筆記用具

3.学習過程(45分)

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

1.本時のテーマを知る

｢腕支持で跳び箱を跳び越そう｣

2. 2人ペアでストレッチ

3.腕支持で跳び箱を跳び越そう

(8段･7段･6段)

4.自分がやってみた跳び越し方,跳び越し

た時に感じたことを出し合おう

5. 2人ペアでストレッチ

本時の学習テーマを知らせる｡

ペアコミュニケーションを行うことにより,

体をほぐすだけでなく,友達との関係をほぐす

きっかけになるようにする｡

腕支持で跳び乗ることを思いっきり体感して

きた子どもたちが､腕支持で跳び越す時にどの

ような動きになっているのか観察する｡

跳び乗ることから跳び越すことに思いが変化

してきた子どもたちに､腕支持で跳び箱を跳び

越すことを思いっきり挑戦させる｡

どのような跳び越し方をしてくるか観察する

とともに,どうやったら跳び越せるか共に考え

てやってみる｡

腕支持での跳び箱の跳び越し方,腕支持で跳

び越した感覚など自由に出し合わせる｡

ペアコミュニケーションで体と気持ちをゆっ

くり和らげるようにする｡
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第6学年1糸邑 体育科学習手旨導案

日 時 2005年7月8日(金)第2限

場 所 M県K小学校6年1組教室

授業者 授業者Ⅰ ･授業者Ⅱ ･授業者Ⅲ

Ⅴ.本時の指導(第7時)

1.目 標

(1)腕支持で友達やモノに跳び乗ったり跳び越したりしたことを振り返る0

2.準備物

授業者:授業場面の紙芝居･ビデオカメラ･DVカセットテープ･学習カード①②③

児 童:筆記用具

3.学習過程(45分)
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兼料2 本時の跳び乗り.跳ぴ越し【跳び箱運動](授業ビデオから)

II氏名

+1Ff(2005.6.20) ★2特(ZOOS.6.22) ー3ヰ(2005.6_27) I4*(2005,8.29) *5ヰ(2005_7.1) 事6Ni(2005.7.4)

JLJttj++ JL*tJLI+ ①ウレタンマットt立てT=gL
く+0,bx廿2rIX+さ1.4Bp)

②ステ-ジ上E=マット毛甘みJ[ねた4
(+0,92JIXI1.72nxIさl.32Sn)

③r>レタンマット壬7*みJEねた1
(書2mxI1_45mX★さ1.2T1)

⑨ウレタンマット毛fLみJEねた4

(■加x11.仙x7(さ1.加)

④マット壬IみIね1=4

((I.2TIXI1.5一¶x暮さ1.23rf)

⑥&tJ箱8&IQ}■(■1nx10.41-0.87■lX7Lさ1.25n)
⑥■tJ‡8康暮の1(■0.hメ書0.36-0.8RX7Lさ1■)
⑦■ぴ祐7段■のI(♯0.8IX■q.36-0.73dズIさ0.h)
⑧■ぴ那段#の1(*0.8tIX★0.36-0.6h]x暮さ0.帆
⑧暮ぴ3B6投書のI

■シンヤ 1人自にrAtj■も.4暮日でツヨシ0>次に1人Fに■LFAも 6JFlでコウキの次に1人Fn=■ぴJtつたら+2^とともに一れIちる 也-フティマットモIIr=しで2ー日でユウジQ>次にAtJJIる.l●BでJLぴ■る
⑧書手して.tじd)f1ろ9としている①Jt■すつかLナ上が与.+干して+丘して■

tfJL4J*JFしてうつ伏せで■tFJLる

⑪片Iすつかけ上がも.暮事してIGで■ぴJLも.f事して+七でItF■る④*

Iして■斥で暮ぴJLも.■文汁してかかえiLふItFで■LF*ろ.巾l+でJLtFJL

るL【JtJIfつかけ上がるlー●事して■軽で■ぴ●も.ーJFして■GでIぴJL
4(*LrJIー)

⑪L支*してN■■ぴJLL)⑧■*7+してId～JLぴJ8し

2 エリ

6I卓で1ウカQ)次に1人■I=■ぴ■LJユウ力にしがhつ<.一I8JE'ユウカ4)衣 セ-フ干イマットf■Iにして2I8T'ユイコの次にJAtJ*ちうと†もが■れな ②I事してJ=じQ>l1る⑳セ-フナイマット書t&l=してIJIしてとびのろうとし ①■I*してかかえia7I暮ぴ1:&ぴ■も.*事してれ屯で4LF*も㊥L*Iして ⑧ーX*してかかえ込hktJで■LF*り,L支*してー■JLtFIt)⑪■Z汁して
r=l人ElーこJLぴ■L)ユウ力l=しがみつく.8+Bでユウ力0)次に1人日lこIぴAL)

ユウ力1こしが7>つく

かつた.3+色でd)Ji子の次にfb也子Q)力‡qrりてIぴAつたがユイ⊃fh*i子エ

リ上t,暮ちてし事う
ている,***してかか入込A■tJでJLtj■も.ー文書して片Iで■ぴJL与 かかL込7*■ぴで■LF+ち,h**してかかえiaさ■LFで■LFJLる かカヽえ込7■Iぴで一ltfAり

3 コウキ 2人旨(=1び■L)JLt+†.5暮日1=タケシのれこ1人色l=■ぴ■る
S*Iでタケシa)次に1人E?にーぴJLもと■が{れも.4I日でユウジの次Fこ1人卓

に■ぴJL与

也-フティマット壬IJtにして3+日でリ∃ウ0)次にLLF*石.31Elでリコウの 御事して▲じ0>ぱろ}としてい石.*事してiじ4}ぱも①Jk支汁してうつ伏せ ⑳■‡♯してうつ伏tで■U■与一■★Iしてかかえ込7r■LF12JLU*与.*文 ⑪lt文♯してhJItFJLLJ⑪■支7+してNI>LLぴIL)⑧■文*して■JI■ぴAし
次rこItlA石とl7ツトがつぶれてくも で■ぴ■ろ *してかかi込みーLFTl■ぴA与.tIして地点で■ぴ■も

I ユイコ
2人即こAびJLもL3人E5に■ぴ■も.3人FIに■ぴ■も.1IF]で3人ElrこJLぴ■ 1JEIで3人日r=JLぴ■ろ.1*日1!2人日にJAtf■ろ.I+8で3人日1=IぴJLも. セーフティマットt■Ir=してTI日でIぴJLも.ー●写でーぴJLる

⑫†JFしてJ.じ0)rfも.ー文*してJ:⊂Q)ー1も,■‡†してH*でtLぴ■石.h
**してかか先こ7f■tfで■ぴAiI①セ-プチイマット*■&にしてIIしてJ.

⑨暮干して巾tでーぴ■4'.E)イケ-t‡セーフティマットからIざけも.tX

7+して巾tして■ぴJLる.[JL‡*して巾*して■ぴ+る】.■支*して廿書し

てIぴ+石.セーフティマットt*Ir=してf事して屯転で■tFJL奄(JLtf■
⑧■丈♯してM■JLぴJtり.II‡*してかかえ包み■ぴでItFIり⑥K支*して

かかえ込みJtぴで■UJLり.hX*してかかえ込み■UJIし.IはねAぴち.l暮自で3人βにJ&ぴJLもがIが{れる 1JElで3人日にJLぴ■ろ じQ)ーFる.*事して≠点して■V:JL4I-暮事して廿GしてIぴAる(Aぴ■ナ) ナ),k*Iでかか1iihJLtJ12JLぴJLも④【L土汁してIIlして■ぴ■L)JAtF
おり与】.■**してN■して▲ぴJLt)■tJおtJる

5 コウタ
2人tlに■ぴAる.2人声にーtfJLL)しがみつ<.8+E9でコウキの次に1人一に■
ぴJEり⊃ウキI=つがみつくがIh(+九も 一■E)でツヨシQ}次T=一人8l=暮ぴ■る.3+BIE''}1ウの次I=一人Elに■ぴA4 哩)I事してょじのぱる.L*ーでよじQ)f1も ④●IしてうつtkセでLぴ■も ⑥■丈托してNI■tJJttJ⑧■土*してNIIIぴALし

6 タクヤ 2人FIl=AびJLもが暮ちろ.3●8でリ3r>ケ0)次l=2人≠r=JLぴJL与
I+8で3人日にAぴJLL)JLe■す,11日で3人EIに■tfJLも.1■F)で2人Fllニー
LFJ[t-

セーフティマワトfI1にして3f日で■他の次l=■tJAる

⑳IJFしてよじd>r1も.IZ*して上じQ)ぱも.lI文*してlI■でAぴJL4[①

t-プチイマット書■IJ=して■丈*してよじQ)rfも.IJrして加Gでーぴ■
石.f事して}つ伏せ1:KtFJt石.I下してVTBで■ぴA4(■tFJLー)

⑳書Iして七ti1:&ぴJLも(IぴJLす).*事してれGiで■tjJLる.■*ーして
かか九iahJLEFで▲ぴJLも.*†して佃tで■ぴJL6(ILF■†).■**して

巾IしてJItFJL石④1ーで■ぴ■る.片IIす,>加ナ上がる

⑧■文★してM■■tf■し⑪■‡7tしてIJI■ぴ■し.■はねIAぴ

■ユウジ
2人Elにーぴ*る.3人日(=■ぴ■も.3人七l=JAtFJL4.3人日I=JILFJtりしがふ

3+白でシンゴの次(=2人白に■ぴJlる
セーフティマットt+Iにして1I日で■tjJLも.3I日でシンゴQ)次に■tFJLる

②書事してよL:Q}ぱる.■支*してょじQ)ff石.LZ*してq■JEIJLぴJLも.I
**して片■でJ&ぴJL4I⑳■れたセーフティマットt2&IみIねて暮Iして巾

⑳暮JFしてn七1!&ぴJL奄.暮事してうつtAぜで■UJL4,*JFして廿tで■tF
Jtt(■ぴJ4†)一(セーフティマ-Jトf■Aにして書事してItiでJLぴJLも

(■LF暮†)I.■*Iして9,)tLせでItFJLも.*Iして■屯で■tf■も(I

tf■†)④***して+AUでーUJLる.(JtJF**してかかえ込み■LFでJLtJ
■4I(暮ぴJI+)】

⑥L支*してH■At}Jtり.■土けしてHー■び■し⑪■X*して■tIぴ■
つ書Iす6.8IB[でリ}ウQ)次T=一人fI[=tAぴAt)'}∋ウr=しが7>つくポーろに

■れてし*う
がマットカーつぶれる.2●F9でカイトQ}次にIぴJLも 6して■tFJLる.I事して屯モしてJLLfJLも.IIしてうつ伏せJtlJLぴJLる.I

JFして廿G;して■tS*ろ(NLぴーす)
し.台上YT6.IlょねIぴ

8 リコ l人目にーび■与がIち与 ○■EIでマサミQ)次にl人8に■ぴJtろが*つて+ちぢ
セーフティマット壬tlr=して2暮阜でユイコ0)次r=ユイ⊃の力士tL)て■ぴ■
ち.2IBでユイコd)よにユイコQ>力f4L)てJAぴJLる

伽文7+してよじ0}ー1も ④■‡{してかか九SZ-み■ぴでーぴJLも.■‡*してかかえ込みAぴでItJIも ㊨JL土*してNIl■ぴ■LJ⑨■1*してIqIJ■ぴAし

○ タケシ 2人1にttぴ*L)JL*+I.4+Iでタクヤの次T=1人日にJLLF+a 4+日でカイトd)次r=2人En=■tj*る/
也-プチイマットモIJLl=して4f日でタクヤd)次ーこ■tf*もがセーフティマツ
トがつぶれてし*う

②†ザしてょじ0}lZ石.■土*してょじ4),1石.LX書してょじ0)ぱも.■**

してかかえ=さkぴ1■tFJLも⑳†Iして伸長してLt}*る
蛋)暮Iして句点でLぴI;i(ALtFA†)

⑥■*+tかかえ込みJ&Uで■ぴ*L}.■Z7+でI■JLtFJし聴■支持してIJI

lLtF+し

10 モエ 1人即こ■tFIも.ユイコの女ーこ■ぴ■り■‡●ナ 1+日で2人flr=kぴ■石
セーフティマットt■Ir=して2IEiでユイコQ}次rこ■ぴ●ちうと†るがJt九な

かつた-3I巳で由七千の次にNiぴIるがマットがつぶれろ

㊤ーJFしてよじ0)r1ろ)としてい石①ー土ーして5つt*せで■ぴ■も.■X*1l
かかえihみditJでJLUAも,*fして前Gして■tF*る

⑳■‡P?してP&で■ぴ■る.ー文♯して*tiで■UJLも@.IZ7tしてかか1iL

みIぴでAtiJLも.■IMしてMJl1!&ぴJLも一ー**してI■1!LぴJLも(JL
tJ■ナ).b*ーしてかか1弘さJLぴ1!■ぴJLろ.■文7*してN■で■ぴJLも

(ILF暮ー)

⑪ーⅠ★してN■■ぴ▲し⑪■支*して*I■tF暮し

lコナナ⊃ 2人8にJtぴJLも.ユウカのjkにAぴJLも.7+Flで2人8(=JLぴJLも.1■Bで2
人日に暮tfJLも

2+8でユイコa)ぬこ2人Il=■ぴJL4.2■8でユイコの次に2人百l=■ぴAる.
24J9でユイコの次に2人8l=■ぴJtも.2●8でユイコの次に2人音l=JLtF+ち

②★支7+してよじ0)ー1も③★JFしてうつ伏せでNLぴJLも.Il土*してIIで暮tI
Jiも

㊨■*+してIIでLぴJLも,ー**してNJIJCAUJLL)■Uおりモ.■*7+で
かかA弘一み■ぴでLtuJLる

i4L‡*してHr■ぴJLtJ.I)けしてPJI&LfJLし

12 トシキ ①暮事する

ー3 ナミエ 2●F5にナナコQ)次rこJLぴJtも.2+日JElナナコ4)次に2人モr=■ZjJLりJLt+チ
I●E]でモエの次に2人e[r=JLぴ■も.3+Bでナナコ0}次l=一人日F=tLぴAる.3 セーフティマットモ●JLにしで3●日でJLぴJL4>がマットが一分の方ヘつぶれて ⑳I事してよこd>l1も⑳セーフティマット書tJtにして++して■tfJLろ5とし

め●Iしてうつ伏tで■ぴ■る.■I+してかかえ込み■LFで■ぴJLも.ーZ*
して■■1:■ぴ■4.JLX*してNIで■tJJL石(■ぴ■ー).ー**してM■ ⑦暮支*してM■■tS■り.■支■してN■■ぴ■し⑪■I*してIJI書d&し

■8JCナナコ0>次に2人eIーこJAtj■4.3I匂でナナコQ)抑こ2人号L=J&UA4 tて暮ちもがt.ラ-J(ALぴ■る ている.*JFしてうつ伏ぜ1!IぴJLる-■文7+でかかえiL糸JkLfでIぴJLも で■LFJLる,JL土*して■■1lIU■も(IIが*T=Iく)

川 マサミ ナナコQ)Zkr=JItF■も.4暮Iにユウ力Q)次l-JLぴ■り■Aが■ぴJLる

7+fIでエ1}の次に■tfJL4が牡ろr=Iちてし*5.6+FIでユウ力の次rニー人8
セーフティマ.Jトttlr=して4I日でナミIQ)次にJLぴJtもがマツ>がつぶれ ⑳■土汁してよじD}r1も⑳■Iして9つt*せでLLぴJt4.ー文#してかか^込み

砂書手して7I七でーLFIる一+事して¶tで■LFJL与.■支7+してかかえia7*JL

tFJLぴJLi>㊨N[**してI■でJLぴ■も.■**してかかえ込みttLFで■ぴJL
㊨L‡*してN+JLぴ■り.ー文*してMI■び■し⑦■王*してIJIIぴ■し

r=ーぴJL4とJtd)廿が一れも.7+l∃でエlJの次に一人即_■tFAL)エ'Jにしがみ

つく.7IEIでエIJd)次l-J人月rこItiJLtJエリにしがみつ<とIがIれ4
て暮ちてし★5 AぴでJAtFA6.■JFしてれtでAEIJLも

で

石.ー*拝してM+でLLFJLも(ItfIナ)
匂)ー‡*してN■LtJ;JIし

ー5 チッヤ 1^br=+Lf+ち.2人吉にーぴJLも 也-フティマットfIIr=しで2f阜で.J5FウケQ)Jtに■ぴJLも

魯書IしてJ=じのr1も.I‡■してょこQ)ーZも.■XMして▲じQ)r1る⑪暮**

してかかi荘みNLtFでItFJL石.†JFして爺垢してLLぴIをうとしてい4.I+

してうつ伏せ1ll■tFJLる

①I+してうつtktでIuJLも.t事して■丘で&tjA奄酔ー*持してかか1且

みIぴで■ぴ■4.書手して)つホtでJLぴJLも
⑥■暮*して■ぴ■り⑦■X7+して■IJBzJ■9

16 ツヨシ 3fl∃でシンゴ¢次f=1人引こJLLI*りしbtみつく 1●巨でリヨウ0}次T=l人8に■tF■6.4IF3で⊃ウタ○次に1人EI=ーぴA4 セーフティマットf■Iにして一IElでコウキQ)衣ーニーtf*与-l■BJE.コr>キの
淡rこJ&tfA4

⑳ーIしてよじd>l1ろうとしている.*事してよじのlfも⑳t支持してうつ伏せ

で■ぴ■も

①暮Iしてうつ伏tで■ぴ+ち.*事して七Gで■LFJLる昏*Iし'e1つ伏ttで
ttjJ[る

⑪■‡持してNーJLぴ●り⑪ー*■してMJILぴ■し

lコカイト 2人阜にAぴ+ち.4^日にIぴJLつてI**†.1+Iで3人E9r=JIぴAも 一一FIでシンゴo)次に2人5l~■ぴJtる.3I8でシンゴ砂地こ2人E)にAぴIもと セーフ干マット‡IIにして3+FIJCリ}ウQ)次1=LtF+ろがコウジIJ3ウカイ ⑳†JFして▲じd}ぱも.ーX*してよじ0)l1も.■支*してかかえこみ■ぴで■

①rr■†つかけ上が4,+事して前6で■ぴJLも(ItF■ナ).■ZNPして廿1
してJLUJL与㊨ー支*してうつ伏せでJLぴJLろ.Jrーfつかけ上がも.■1*し ①■文♯してM■■ぴJLり.■支*してMII暮ぴAし⑪Jtはね■LF.J*立て七大

■いで廿¢ケクヤとシンゴが書ちも.5+FでコウキQ)女lコ人自F=■LfAる トとも*ちてし*5.3+Bでシンヤ0}次1=■tfJL石がマットi)(つぶわてし*う/ ぴ■る①暮事｣て甘Gで■びA6(■LFJIー) てかか夫込h■ぴでLぴJLも(■ぴ■ー).L*★して■JLLFでIぴ暮ー.■X
*してIJLで■ぴ■ー.■**してかか1ii7*ALLFでtFLt)

モO)Lぴ①JL支N,して■■■ぴーし

ー8 シンゴ
3人bにーぴ*6がIも石.3人Elr=JktFJLつてしがみつ七≠ーも.2+旦でカ< 2JElでタウヤの次T=3人Fに■ぴJtる.2I色でタクt,の次に2人引こJLぴAも.

ltIで■UJL4
⑧★事してょじ0)r1る⑳ー丈*してBLCしてY中から&tJJIる.丘Gしてー中か

①ー**して9つ伏tでJLUJL与@ー*N-してかかえBみ+ぴで■ぴIも.LI

*して■■で■ぴ■4.***して■IlでLAtiJL4(AtFd†).■‡拝して■ 6)■X*してNI■ぴJLり伽上†七

トd>次(=3人ElrニーぴJL4 2+E)でタナシの次rこ2人ラl=Iぴ■tJタケシにh書つ( ら■tfJLも.1/4ひねつてJLぴJLる ■tーぴJLも(■tf■†).

19 リヨウタ
3人8にAぴJLりJL壬Jh†.5●8でシンヤQ>Jkに1人lIにJLtF■t)シンセ4)上f=

おおいかぶさも
3+F]で')ヨウタQ)Jtに2人日に■LF■も.2+自でコウジQ)次I=2人En=&ぴAも

也-フティマットf■JLにしで2+Elでコウe}Q)ぬこAU*4I.2+Bでコウ.}Q}
女r=ーtJAも.2fJIでコウJ}0}九に大書<■ぴAも

⑧暮文7+してょじQ>r14.k**してJLtiしマットに■4.書手してIEしなが

らQ)ぼる①セ-フティマットt■II=して■X*で■ぴ■4
④JT■†つかけ上がも.■*ーしてIIIIJLt}Aも(■LFAA†) ①■**してN+■ぴALし屯)■1*してMrIぴ■し

20 リヨウ 2I旦でコr>ジQ)次に一人艮r=JIぴJL与
2+自でコr>'}Q)次r=ヱ人BにJAtjJLる,8■モモツヨシ巾ぬこl人Ell=AぴJLるi)1
■ろにIわ*ちも

セーフティマ-Jトt■Ir=して1IEIJE.■ぴJLも

⑧†ずしてよじd}r1奄.*事して■Cして上が4'.+*IしてよじQ>ーZも-■‡
■してkIで■LfI4⑳セ-フティマ.JトモIIrこしてIIしてよt;A)l14.コ

ウ'}がI&にして*Iしてょじ4)F1も4>とIIにJb一っティマフト書+I(=Lて
†JFしてJ.じ0)rtろうとしてい与-暮事してうつt*せで■tfJL4.IIIでーぴ+

i)

①I書してTItでーぴ■も.Jt■ーつかけ上utも④■Iして■GでーぴJL4(JL
LF■†).+IIして■JIでILfJtも

⑧■X*してMILLFIし⑦I**してMILぴJLLJ⑪■Ⅰ*して■JI■ぴJIし

砂ー**してMー1■ぴJIし

21 ユウ力 1+日でJAぴIも.3+日r=ナミュの凍I=htFAも

a+巨でナミエの次r=1人吉r=■ぴJLりナミュI=しがみつく.51日で毛エ0}次lこ1

人8rこ■ぴJLりモエ0}上1=おおいかぶさも.6■8でモエQ}次l=1人日に■UJLり
モ=r=しが再つ<.5+E}でモエ0)衣l=1人引こItjJLり電工d)上に■石

②書手してよじ0)F1も⑨セーフティlq.Jトt*IにしてI+して■tfIちうとし

ていも.AZ*してうつ伏せで■ぴ■ろ

④■‡Hrしてかかえ込h■Uで■ぴJL4.LZ*してMーでAぴI4.■I～し

て■■leJLぴ■も(IIIが¶に巾く)
⑦■*+してM■■ぴAし⑪IX7QしてIdb■UJLL).JL‡*してIーJLぴ■し

22 コウジ
3人句r=Iぴ暮L)AtJkす.3人声にJLtfJLもが暮ちろ.2人自に■t}I4.1+tI 1+Flで1人tn=おおいかぶさ4ょうにJLLFJLも.ー■t9で一人8に■ぴ■る

セーフティマットf+JLr=しでl+自でJLEfJLも.1+自でLLU■4).ー●日でI ②†事してよじd>r1も①セーフティマット書■暮にして暮JFしてよじQ)I‡も

⑳■文MPして片IでIぴJLも.ーJt*してうつt*せ1l■ぴJ(4.IIして≠Cll

■ぴAも.†Iしてれ屯でーぴ■も(■UJIす).【セーフティマ.i,ト書■Iに

して*fしてれ丘でJLぴJLも(暮ぴJL+)).++してれGで■tF*る(■ぴ暮 ⑧JLX*してM■▲ぴ暮L⑪ーX7eして補II■ぴ■し.JLItねーぴ㊤AZ*して

JE!4人日にJLぴJLも tF*も I)細土Mでがかぇ込h▲ぴで■tFA;b.[d*7tして他力tiIしてJLぴ■

･1一､L▲▲

■†.*支*して●■tfでJAぴ■4(LぴA†)

r[■とび■し⑪ーZ*してM■■ぴ■し

-TNLri㊤でロイタ-事‡出したGL+0)手どもたちQ)■ぴ■り*と⑨でセーフ.[1は朗)Q>+で附しe,,た■ぴIり*,下ーはq介■Q)■ぴ■L)i
子J'7yy一事一♯JL7+tわr-p1●d)手JJ寸.+-ちd)一■rI●り★



;3本時の授業のイチオシ蟻面[跳び箱運動](感想カードから)

番号氏名

集1時(2005,6.20) *2BS(2005.6.22) 集3時(2005.6.27) 某4時(2005.6.29) 篭5時(2005.7,1) 第6時(2005.7.4)

馬*り競争 馬乗り競争
①ウレタンマットを立てたq[
(縦0.6mX横2mX高さ1.45n)

②ステージ上にマットを和み壬ねた坊
(織0.92mX横1,72mX高さ1.325m)

(卦ウレタンマットを和み王ねた蝿
(縦2mX横1.45州×高さ1,2m)

③ウレタンマットを稚み壬ねたJI
(縦2nX横1_45mX高さ1.2n)

④マットを頼みIねた萌
(織1,2nX横1.54ロー×高さ1.2加)

⑤跳び箱8段の輯
(縦1mX横0.41-0.87mX高さ1,25n)

(縦0.8mX横0,36-0.8mX高さ1n)
跳ぴ籍7段の鳩

(縦0.8mX横0.36-0.73rnX高さ0,9m)
跳び箱6段の輯
(縦0.8mX横0.36-0.69nX高さ0.8m)

I シンヤ
耗ぴ♯つたリして蕪しかつた,1人目に*つて1人

Elをつぶしましたb1人Blこ4人*りまし+I.
NtJL. 土外と拙い. I+○ いろいろな&ぴ方があるけど,うまくいけない○ I故T='から浅念D

2 エリ
女子と男手f=分かれ,女子は8人なので4人ずつに

今E],IJヨウたちのチームに21*して,一回*ら

れるのではAけだけど.2回目に*られるとき耕つ

た.

,TE1.1≡-ノ丁イ`■■ー<ツT.I-■■∪ーI一旬こE,A1■

が&ぴ*るとき,煮ちそうなときに手伝つたり,
e8.ステージ■のマットで&ぴ♯るとき.足に

思いつきり体壬をかけて挑んだらけつこう放べ

セ-フティ-マットじやない方のマットに&ぴ

★つたとき.‡4回のときのよう(=,書を立てて.

&ぴ背をi&ぶとき,あまL),洗ベなかつた0)が.

とても裁念でした○もつとがんばリたかつたで

す.分かれておもしろかつた. 私が落ちそつなときに.友達が手伝つたりしてく
.▲■一■_

ました. マットに手をつかすマットに鉄ぴ*りました.

3 コウキ 7対7のと卓,ぽくが*つた他の人が♯れ‡した.
今E]gEが*つた済叩,相手チームがJhれたので集

しかつたです○
いきな()マットの上に*れてよかつたです. マットに何回も■れてよかつたです. マットの上で.廿画L)ができてうれしかつた○ jAぴ籍6段を跳べてうれしかつたp

4 ユイコ
女子と男子でわかれてやつて4人ずつでやつたJt

8人ずつに分かれて,女子は8人なので.女子チ-

4人チームでセ-フティーマットにj&ぴ*ること.
セーフティーマットニつにl=イタ-頼に*ると セーフティ-マット2つL=.ロイタ-板で拝み切つ 前はセーフティーマットでやつたけど,今日は耗

*りがとても発しかつた.
ムと男子チーム2つで放つた.3JIO敗の全*t=つ

也.
き,青菜りをした○ て前官(前転卓iEり)ができた. ぴ籍で前官をした.

5 コウタ

6 タクヤ -人一人が力強く耐えていた○
4人耗ぴに成功した.

順lマツ,H=足をつけてのぽつた.かなL)IくJ&ベ

た.
JAべた.

XくJ&ベたーユイコが1E)モしていたから暮似して

やろうと思つた.

執ぴ福を-特稚,耗ぶことができなかつた.1='け

ど.ちやんと払ぷことができた.

丁 ユウジ みんながちやんとやつていた. 壬かつた.
セーフティ-マットにJ&ぴ込んで,本当f=楽し

かつたです.もう1画やt)1=いです

JSしかつ+=,とても*しかつ+=.もつとやりた

い.

本当に発しい.めちや*しいよbもうちよつとで

立てそう.
回つて立てて♯しかつた.

8 リコ *IをしながらじやんけんをしてJ*つT=. けつこう人が♯つてだけどたえた○ セーフティーマットにIれた. 一事低いマットl=*れた○
マットをf*み1ねた方に*れた. jAぴ籍の6段が放べた○

9 タケシ 2書自の子にくつつけられたこと. くつつ斤1=からよかつた. 支えきれた. マットをよじのぱれた. 銭ぴ*れた. &ぴ杜えた.

ー0 モエ
特+&ぴづらかつたです(兼).でも.格■がん

ぱれた○やつぱ-≠れない○

久々に女の子の薄さをみせれました-.フフフ

-○日gtの恨みだ-ら
*れたけど*な大井だつた.Ilしいなあ.

*Iだと思いながら.セーフティ-マットの上

-c,-回垢してみたらできた○
バネなしじやj&べそうにみえなかつた. ♯ぺそうになつたなかつた.

q ナナコ †中が■くて泣いてしまつた.恥ずかしかつた.
マットがあつたおかけ'c.足をうつても点くな
かつた.

けつこう≠Jrだつた鉄ぴ*る方は-.7Iさえるの みんなが横*書lEにY)転してつてTつて.*理し マットl=&ぴ*るんじやなくて,Bぴ頼のように 結7f台をーバン｣つて拝みつけると執ベ1=.rJ{

はなあー. て､捷Jt書Ⅲがやつ1=ら-.○ 息つてAぴ捷したかつた. ンJつていつt=らよくAEぶんだ.

12 トシキ

ー3 ナミエ
4人対4人で対tLをした特,.私がドスンといくと

ころがよかつた.

男子と対牧して,ほとんどN,つたのがうれしかつ

た○

セ-フティーマットにi&ぴJtつT=のが兼しかつ

た.人がだんt='ん*つていくと,マットがつぶれ

ていくのもおもしろかつた.

JAぴ*つたときうれしかつた.-+書いマットは

何回もして大Iでした.どうやつたらいいかわか

らなかつた○

あともう少しで&ぴこえられると思つたのに.書

舛に♯しかつた,

はじめ.小Q}8段がJ&べなかつた.そして.何回も

してできたのがよかつた.

川 マサミ
男子が&ぴ*つてきて.とてもdFかつた○女手対 あと少し余つとつて.走つてi&ぴ■ろうとしたら

みんなが*つた時.やつた-と患いましたb

ll旦l一正ZTtt:'ーFT=○IFLIq;どししい一D^℡ZLIiしし一ナ

た.JL初は.まねしようかなあと考えていたけ
挑ぴ3LJLに蝕んで3+た.†日は頼暮書E[がAEび頼

■で&んでいたからまたJL8lしてみたb連中

8投の大きいぱんをJ&んだ.JL8)1ま&ベんかつたけ

ど出口先生がT途中でスピ-ドを為さんかつたら
女子でやつ+I.ちJ:つと.... *れんかつた. ど.あとからよしまねしてみようと息つてやつて

1■一一己_-Eコ■■+. で止まつたり煮ちかけ+=L)した○ いけるぞJつて書つてくれ1=からJ&ベ(=○

ー5 テツヤ 上から♯られてもふんばつた○ 土くてもがんばつた○ がんばつてのぼつた○
-書Iいマットf=のぽつた.

マットの上でTq垢できた, jAぴ蒋の7段が鏡ベr=○

16 ツヨシ
人が2人以上*つたの1=Q)れすl=がんばつ1=こと

(でもI故の人の方:がこけた)
ユウジチ-ムの鉄ぴこみで.みんなからの押し
で.足がちぎれそう1='けどがんぱつたb

稚がI故‡つて.相手をこかしT=. ≠tま7-ー0回やつてやつと1回だけできたとき.
回転した1回巨は失敗して.2回8はtLヘ行つたけ

どでさた.
斗ん1='(■がdFくてうまくできヘんだ)○

17 カイト
みんなで招んでJt*りをして土台の時.かなりき

今日は,先生1=も*られた.かなり壬かつ(=.
iXんで*るときのtk8が気持ちよかつた.その故

一回転してところ.匡l転がおもしろかつた○

上に暮いてあるようl=.前固より回転がうまく
-書書い大人のaEぴ沌をAEベてうれしかつた.千

つかつたけど.おもしろかつた○それr=秩ぶとき
もk持ちよかつた.

のふわふわもよかつた○ なつたような九がする. れに手だ光全ではないが画帳もできた.

18 シンゴ

ー9 リヨウタ カイトに*られたとき.すごく‡かつた-Cす. タケシがすごく壬かつたです.
セーフティーマットに*つ1=時,ぐらつときたの

で､ち上つとこわかつたです.
ステ-ジQ)上に*れたときはうれしかつた. 洗ぴ♯れたとき,すごいit成■がttLてきたD 耗ぴこえれたときすごくうれしかつたです.

20 リヨウ
7人が相手のJtに*れたら書ちつていうのがおもし

ろかつた.-J*一敗だつ1=からもう-職したかつ

たです.

ない○
全Aがセーフティーマットの上に*れたときが-

書よかつた. -書暮いマットにtれたときがよかつた○
前転ができたときが一書よかつた. 8段を&ぴこえれたときが一書よかつた.

E] ユウ力
‡外とJ&ぴ*るのがうまくできないなあと思いま

した.
1書目と3書Elがつらいことがわかつた○

だんT='ん人が*ると,下に下がつてXさが頼んで

いくことがわかつた.
とてもXかつた.もつとエ大したい. マットを&ぴ事引こtえてやりました○ 8段まで耗んだ!!-

E]ヽ コウジ 一九l=5人も札ぴhLせた. たくさんの人を*せることができた. グループの人が全休的に*ることがでさた, コメントなし. マットを&ぴこすことがで舌た. 8投をJ&ペた○洗ぴ滝を回つて&ベたー

舛
==



資料4本時の授業後の感想【跳び箱運動](感想カードから)

書号氏名

*1B*(2005.6.20) *2B*(2005.6.22) 書3Pe(20O5.6.27) ‡4B書(2005.6.29) ‡5B*(2005.7,1) ‡6B8(2005,7,4)

..丁i-二 Jt集り放●
①ウレタンマットを立てたq[

(dEO,伽lX8t2mX高さ1.45m)

②ステージ上にマットを耕みJEねたqL

(ヰ0.92klX横1.72nX高さ1.325m)
③ウレタンマットを嫌みJ[ねたqL
(♯2TnXf*1.45mxホさ1.2n)

③ウレタンマットを7*みⅠねたgL

(拝2¶x横1,45mX7Eさ1.2TTl)
④マットを枕みIねた斗
(縦1,2ltX8L1.54mX高さ1.23ql)

⑥跳び箱8段のJI

(&1■lX捕0.4ー-0,87mX高さ1.2h)
(KO.hx8tO.36-0.BnXJ(さ1n)
鉄ぴ籍7投のqL
(牡0.8nX横0.36-0.73nX高さ0.9tn)
跳ぴ祐6段のqL
(推0.hXdtO.36-0.69tllX高さ0.8m)

■ シンヤ
できるだけ細くしてくつついて上に■るとつぶせる.手を
ぶらぶらさせ1=り阿をぶらぶらさせたL)してれかしていま
した.

ステージのJ=からJ&ぴたい. ステージの上からやりたい○ ステージの上からABぴたい○ ステージからJ&tfIリたい. jAぴ書Zk特症だけど.6片や7捷i&ベてJ:かつた.

2 エリ

q人でやつたのは.ドミノIしみたいによくわれたけど.
グループでやつたのはrもつとがんぱるぞ-JIつていう九拝

ちが尊くなつたのでがんぱり手した.大Iだつたけど*し
かつたです.

*E)は8人ずつに分かれてグループになつて.女子チ-ムは
リコウたちのチームに2暮J*して.ユウジたちのチームとも

J*Aしました.いろいろ伸廿を■つてチームワ-クよく
やつたから.1E?Aけたけどあとの2良やつ1=のではJ*ち*

した.女子で大Iぴし辛した.

qうチームがれうーT=itうチームとやつてい6とE,とん

な手放でjAんでくるか.どんな事JLで■になつて支えてい

るかなどを1て.この人はだいたいここに洗んでくるなど
ということを,だいたいで書克て.JtIなどを決d)‡し

た.チ-ムワ-クがいいということlよ.文句をtわすl=持
し合つたりしたこと-♯るときーこ.ちよつと*りづらく

なつたとき.女iIが手伝つてくれたt),手伝つてあけたり
lT■Lヽ一ヽlL,I-.1ーl+▲Jヽ*1+_

マットにJBぴ■ると書.足に思いつ卓り件JEをかけてrバ

ンJつて書がしてマットl=J&ぴ*り‡した.-I書いマット
(=b札ぴのれてうれしかつたです.

セーフティ-マットじやない方にJ&ぴ♯ると書.足に休Ⅰ
をかけて.マットに事をつかすにJ&ぴ♯t)‡した,セ-フ

ティーマットの舌(i.hr回L)をしようと息つた11ど.事を

つくタイミングが‡くて.2EElも失JLしてし書いfし1=.次
回liもつとがんぱL)たいマナ.

何止もやつても失J*が拙いたけど,女iLのt★して.*I
にfた何回かやつたら,ち▲つとtiJAペたのでうれしかつ
たです.でも.ちよつとしかJ#べなかつたのでくやしかつ

たJCす.耗ぴ特にjkぴIることを書ーしてしまつていt=か

らです(★書にIつてしまつた).みんなに3Aいh[されて

いるみたいに&じt=から.

3 コウキ
7対7のとき.血書如した特ほうれしかつたけど.A分たち AたちがJtのと卓.ユイコが*つてからhいたので.r lJヨウタたちがJLつた叶.リ∋ウタが辰*1をしたのでいい

ステ-ジのマットの7(い方に*れなくて社食だつたです.
村政L)の1P8のと幸夫JLしたけど,2l己E)で,'C±てうれ

JAぴ沌の7皮をj&ペなくて見合だつた○
が加れた7llまくやしかつたです. あつ,せこいJと8いました○ のかよと患い手した. しかつたです.

4 ユイコ

4人でやつたのは由れやすかつたけど,グループでやつた
のlまふんばるのがたいへんだつた.けど.やつぱり1事は兼

しかつたことでした.今JI(I&日)は何だろな-.#し
みだな-.

もう少しルールが欲しい.足を対つてい石lます0)辛がマツ

トについてい石のつて､どういうこと.モんなのこけない
に決手つてるq全AがIつて10砂rr)たえ+=ら,Jtの方の人

のJIちつていうのFi?全J*で書てI+-BAけるかもつて
愚つてた.-.息つてたより7rJLだつた.やつ{=-.

けつこう甘JLにJAぴIれた.3Eえるのはたいへん.でも,

♯つてい石のもけつこうたいヘんだつた.モエ,エI).l)

コと私の4人でやつた.私は*れた○リコt'Jtれた○モエは
ギリギリだつた.エI)は*JLだつた.うれしかつたq

キE3の1暮ーま.セ-プチイ-マット二つにE)イタ-8ifこ*る
と書.書3tL)をし1=.それも事をついて手‡りができた

(事をついた8t.辛が暮れるんだ).それでJ&ベたのがJL
I.†台の上にマットを5軟くらいtいて耕ぴ■るのもでさ

た.ほんとに全書で全てとつてt.うれしい.

セーフティーマット2つにDイタ-8iで計み切つてhr書(巾
帳手玉L))がで書た.本台にれ書をしてマットの上で立て

f=-.‡削こうれしいqもう-つのマットはかたかつた.

でも.やつl1り★書できてよかつた.めちやめちやうれし
い.

いつもはやわらかいセーフティーマットだつたけど.今日

はかf=くて扱があつたから,けつこうこわかつたけど,で
きたのがとてもうれしい.モれにたてたのがI7(.それ
ち.力ンペキ中の力ンベキ.なんだ-.

5 コウタ

6 タクヤ

人それぞれ&べる7(さなどが暮つて4hliかt)していも人
はよくJAペた.3J8を全恭していない人は全銭札ぺなかつ 捷暮書Ⅱと拝暮書lがIすぎる.■は捷暮書℡が■つたら

hIれた○

淡*書ⅡがJkんだち舶れた.序盤はIけぱかりだつ+=.JL
マットの上に事忙d)が廿+だつた.

鞍暮書l.捷暮書)にTrIJ{イスを受けて1Ta垢にk■し

た.何Pilもーtil伝に扶tしていたら.浮くJ.うになつて±
た.

+liI初の方ーま.ちやんとJkぴ*えることができだけと
&の方になつたら.Aぴ祐書Jkぶことが-Cきなかつたけ

た○JIつには大きい人を前0}方に+えさしてやつた方がい
しヽ..

淡はJ*てた. ど.マットを島ぴヰの上にJLいてもらうと耗ぴALえれ
～+

7 ユウジ 争いをつけてジャンプするみたいに就ぶ. アメフトみたいl=qLれぱdれにくいです○
-事故ベる人を1か2にして.あとの人が♯つたP-にD)lナて
81ナる.

ひざ‡d]Tfるともつと洗ぶ. ひざ‡d)けると.ちやんとJLぶ. ーを引書しめてPl=力を入れる.

8 リコ JuIりでは人の上に*るのがhしかつ1=
ほとんどI■りで人にJtることはなかつた.上に人がIつ

■⊂~~■..ノ丁†~.ヾツr.IーItJS)⊂,1=一ノ丁イ~~Yツ｢刀1｢

がつて≠て.JL牡の人はJEりやナそうだつた○セーフ 2つ甘(=書いマットのI所Ii,ステージに足‡かけないとの 扶暮+Ⅰとか書暮書Ⅱとかユイコとかは,lP垢したり.
今fで耕ベなかつた6Rが軌Jくてよかつた.Iせに7件を

やつてみたけど執ペなかつた9カイトとかユウジが-暮大
±い8J*のJkぴJtを耗ベててすごいと8つた.

たP-fまゎれないようにした. ティーマットにB分が*るとさは手伝つてもらつて*れ ぱれなかつた.
/(ツケtiしたりしてすごいと息つた.

9 タケシ 2I自の千a)■までいつたからよかつた.
足いたく'Cがんぱつて立つてみたら,3人目のBtのところ‡

でいけたからよかつた.

支える(こは,セーフティーマットのrllに入つて支えるのが

い-Iいい.
がんぱつて上手でIれた. 暮九JAぴJtることがhしかつた.

がんぽつて.ブレーキをかけないでやつたら.jAぴJdえら
れた.

10 モエ
みんな力が詮いことがわかつた○あ*りしないことだから レベlL,アップ○女の子らはTコツJをXえた○みんなで3■日 *外と■りにくかつた.すべつたり,ひつかかつたりし 暮舟と†JLだつた.きつと.E)イタ一生のバネa)おかげ

*i.
バネがあるから.JAベ石ことがわかり‡した.

バネがなかつ1=のでやりf=くかつた.でも,バネなしで8鞍

もjkぺたI{ネつて必Iだなと息つた○とつても♯しかつ
おもしろかつた. が1暮つらいことをJIベた.tIれてきた-. た.t外と■く8じた. たです.

ーー ナナコ
■★♯しか.3たけど.ちよつとY中がAくなつたl-暮は 何tgもかつた.うれしかつた.男手があまりにもよくJ&ん マットをIさえるのlまたいヘんだつた.押さえる方はJIち I,ラ,捷暮書Ⅱが弗ちたことしかXえてない○■かつただ

セーフティーマットではしなかつたけど.マットでいぼい

した.J*ぴ*えたかつたけど.AAぴAIえれなかつた.こつ
rよ.dFを大きく曲r1てマットの上に手書ついたら,少しで
も▲くにJLベ+I_こつ暮つ血ヽめhtいいJLL1_

6叔の♯やつとjBペた○片暮暮[がfIしてくれたおか[1かt.

じめ(=しT=マッサージのようなやつは,‡じで九拝ちよ できたからぴつ<りした.また,並いてしまつた○放いた 日がないなと且つた.相手チ-.LJ.の作■がすごかつた. ろうな.もう,井ちるとJBつてた.もう.みんな*4Iい -..でも.お尻がdtかつた.拝暮書Ⅰありがとう.rI暮書
かつた.たくさん叫んだ. d分ポムカツイタ. ぴつくりした. iAgだよ. 下にt.あリがとうつてTつといて○

ー2 トシキ

ー3 ナミエ
Aけ方にはくやしかつたー相手は大きい人がニ人もいてた

女子がJLになつたと書.私lま-暮tLろで,3人もIつてきた

のがⅠかつた.男子とせつてほとんどJ*つたのがうれし
かつたです.

マットを汁つてい石人は.あん≠り暮珠がないと息つた.
マット0)上l=*るd)ht*しかつたです.こつ壬つかみたい マットが7(いし.広かつたからJkぴにくかつた.J&ぴ*え

任じめ.8且がやれなくて7JkにしてJAぺだから,8且にやつ

てで書たのがうれしかつた.Jkぶといい九拝ちでしt=.7t
いヘんだつた. です. J:うと且つても,こわくてP壬Mじてしfつた. いものf=耗ぴのれたのがこわかつた.*日がI&なQ)で息

いつ書りやり壬Lた∧▲L力ヽつ土です_

14 マサミ あのグループでは一ちよつと-..
今E]はけつこう♯しかつた.けつこうJ*つた.またやりた

いような先がする-,.
今日は▲しかつた.みんなIれてよかつた.

なんかホしかつた.AtFIる⊃ツはで書るだけdrでジャン
ブナること.みんなもう書くできていた.みんな♯しかつ
たんじやないかな○

セーフティ-マットのところで,1P垢のすごい版‡ユイコ
がしていたAだから,J[tLしてみようと息つてもできな
かつた.くやし-.

ナナコも6且‡がんぱつてJ&んでいた.がんばつたんだなあ
と8つt=.みんながんはつていた.

15 チッヤ
‡く書でJ&べるかなあと息つたけど,*タ=こ端ベなかつ
た,

1囲も*ることができなかつた.
のばるQ}が少し如しかつた.b分よりマットが書いし,つ
i)つるするから○

足をかけたら.†Jrにのぱれたq+=くさんジャンプする.
羊にカを入れる.

なかLJ:かう事くdrGで圭なかつた.
7阜はI初は斗ベなかつたけど.何回もやつているうちにJA

ベた.8JRはJfしかつた.

16 ツヨシ
おもしろかつた.TIじ人にのれ卓と柏手がこけた.バラン ルールが欲しい.1日こけモうになつた○先生が*だとポ JL故に*るとらく.'Cきない人が出るかなと且つたけどい 布がすべつてJRL)にくかつた.もL)し-が2EBやつて1Pl書

ユイコがす._-い申モモした.からだがナごく■かつた. 大JLした.*がd[くないとう書くで書たと8う.
スがとりにくかつた ケツトにものがあつて■い.

なかつた○ ちて少しやばかつた.

17 カイト

Jib々.⊂ーF.tt■1､Tlー7JLつ1ニー⊂77ヽのつ7=.Jn～t=エ育tI)

人たちが弗ちてAい引こあうかもしれないと息つたけど- 全AIせてたえられたち.*られている方がJBちにしては 五つたより.*るのが≠■だつた.それに.暮外と7Iつ方
JLぴIる.耗ぴJIすの中で.今Elが-Ik*ちよかつた.

マットでJAtF*のようにしたかつたけど.なかなかで書な
やつとJkぴ止すというAぴ書ができるようになつてうれし
かつf=.それに.一書書いJkぴ♯を-IはじめにJLベだか

らうれしかつた-
やつてみたけど土創暮暮iにもつてくれたからうれしかつ しかつた. もたえられたけど,洋暮書ⅡのとさはすごくIかつた. かつ+=.だけど.MJ)JAぴはで書た.

ー8 シンゴ

19 リヨウタ ちやんとJkベたけど,hIれたのでrあーJと思いました.
みんな♯いよくAんできた0)で.*られたとさの4iーがナ
ごかつたです. JI人E]が*つたJ+にJ1れたので,どうだと尽いました. セ-フティーマ.JJトに■れたとtJよう九しかつた. Jkぴ♯つたと士.すごいとtわれたのでよかつたです.

8&がJAベたと書す._-くうれしかつたです.‡たやりたいけ
どもうで書ないかもしれないから.9叔が托ベなくてくやし

いです.

20 リヨウ
やつrfL)よ<JAベる人暮I初にJkぱして.&べない人はJL 他のところと比べて全兼扶合ができなかつた○もつと洗ぶ

支えるよL)j&ぴJtる方が♯しかつた.珠*事Ⅱが一人で■

せた0)がナごいと且つ+I.&U[Jtると±,うまくjkベな
かつたら落ちるんだなと息つた○

a(切8iがなかつたら.ふんばらないとのぱれなかつたけ 今別‡いつぱいやらなかつたから,こd)巾とIわらなかつ -暮でかいやつはjAぶことができなかつたです.小さい方
&ぐらいに洗ぱせるのがいいんだなと且つた. のをしたかつた. ど.at切8iがあつたら､*にのぽれた. た. の8母はJLぶことがで書てうれしかつたです.

E] ユウ力
みんなのチームワ-クが必事だなあと思い*した.もつと チームワークーよよかつたと思つた.でも.3I卓を今丘は♯ 支える人もたいヘんだなあと思いました.どうしてかとい

なかなかAぴJtることができなかつたです.どうしてかと

いうと,あまりジャンプしてもマットに■かなかつたから
です○今*lまもつとエ美して■れるようになりたいです.
ーくジャンプをすることです.

マットを浅ぴJtがわt)(=*えてJ*ぴ‡した.なかなかう≠

†日,はじめ6枚が耗べなかつたけど.挫暮書Zが手伝つて

くれてとて毛よかつたです.マサミとナミエがJkぺてたけ

やりたいなあと居い≠した.†Z(は.もつとがんぱLJたい い手t=やないとJ*てないことがわかつ1=.またやり{=いで
す○

うと,ぐらぐら格れたり.かたむいたりするからで†.I くいかなかつたけど.ジャンプを升くすると.あと少しで ど.ナナコだけカt識つてしまつて.とてもかわいそうでし

と思います○ 外と蝕ぴ*るのにたいヘんなんだなあと思いました. いけるようになりました○ た.でも.j&ベるようになつて.私lま8Jt(小a))まで&ベ
玉よぅl=血t1*l_+T._′T'も上かつ+r下†_

22 コウジ
4人だとた<さん放べでも一人だから､何も1rわれなく

て.大Iだとみんなでよろこベるからいい.

かなり人毛JLせてたいへんで,ギリギリのときに.人がI
ると井としてしf,3た.そのせいでたくさんAけてし*つ

た.今丘ーま■対に書とさないよ引こしたい.

文夫るとき[=マットとマットa)即rこ入れぱらくだつた. コメントなし. jXぴABえたと書の暮■が■かつた. 8飲がけつこうかんたんだつた.



●料5集1晴 から第6でのベストイチオシ場面[封運動](i)返りカードから

書号氏名

‡1陣(2005.6.20) I2持(2005.6,22) ‡3陣(2005.6.27)

①ウレタンマットを立てたqL

‡4時(2005.6.29)

②ステ-ジ上にマットをf*みIねた4
(ヰ0.92nX8t1.72nX高さ1,325n)

‡5B*(2005.7.1)

③ウレタンマットをf*みJEねたqL
(fL2lIX稚1.45lIX高さ1.2lTl)

毛6件(2○05.7.4)

⑥跳ぴ海8段の4
(8LlmX8tO.41-0,87mX高さ1.2h)
(杜0.8nx枕0.36-0.8mX高さ1m)
挑ぴ祐7投のgL

Jt乗り競争 Jt*リ競争 (#0,hX棟2mX高さ1.45fh) ③ウレタンマットをf*みJEねたqL
(ヰ2mX8t1,45ーhX高さ1.2n1)

④マットをf*みIねた4
(捷1.2mx横1.54dtX高さ1.23爪)

(牲0.Bnx横0.36-0.73mx高さ0,9fq)
挑ぴ祐6段の稚
(斗0.hX横0.36-0.69lf[×高さ0.h)

■ シンヤ
③麦つて*つたり,蝕んでIつたt),廿E5)リ生した.付回
i)はちょつと右ヘfiつてしまつ+=けど,発しかつたからこ

れにした.

ヽ-ーL£

2 エリ

Jkぴ*dtの6-7皮,C.jLぴ姓すとしうL_とカあ事)でき‡
くて,足をMじてし軌ヽ.かかえこみ洗ぴになつて,耗ぴ

Jdすことがでさなかつたのがくやしかつt=から.みんなが
かかえこみjAぴのことをすごいとtつてくれf=から.

3 コウキ
⑳ジャンプしてセ-フティーマットの上でそのE1にはじめ
て頼れたから○

I ユイコ
⑨マットの上でTr書がでさた(I&は立つ).

7F5P+のセーフ丁イ-マットをfIみJ[ねた1の方は.広かつ

たけど.I6d,のJkぴ蒲中の8JRJtの方は.小さな4Tで,肋
iをして立てたこと.

5 コウタ
②c)イタ-8iを思いつ書L)ふんだらJkぺたのが*しかつ
た.

6 タクヤ -*でみんなをくすれさせたから.

7 ユウジ

大の8扱がPsぺたから.†‡では小の8良しかjkベなかつた

から.鹿ぴヰの上で1耳tiでeなかつたから.

8 リコ
①今まで*れないと且つていた.セーフティーマットに手

伝つてもらつたけど*れたから.

9 タケシ
大の8投をJkぴJIせたから.

10 モエ
8J8を任じめて洗ベた.いちぱんd[しかつた.

E] ナナコ
薄ーで書たしAしかつ1=から.上に上(=*つていくと.た

くさんの人がみんなの上1=*れる.患いつきりドフツとI
るといい.そうすると台の人がdlれる.

12 トシキ

13 ナミエ

小d)8食がはじめてJkベたかJ?イチオン1irにし辛した.凍

tj▲えたときの暮しさがた手りませんでした○J&ぶと舌,
手書事くの方にしたらJAベ≠しT=

ー4 マサミ
8且の大きい扱がJkぴJIせ+=から.

15 チッヤ
7JRがJiじd)てAぴーせてヰしかつた.

16 ツヨシ
②†車でやつたなかで,これだけほ1由しかで±なかつたか
ら.

枚1か､J&tF書を鹿んだ一とb(なくてjLん

1丁 カイト

†つと事0)Iでし

でみたいなあと息つていて,J&ぷ■*がこのE]で全て.さ

らにjAベたからうれしかつた.さらにさらに.大のJAぴヰ
辛-Iはl'.めに&べ+=から+.つと■L.かつ+I_

18 シンゴ ②仙*でのぽれたし,いちぱん♯しかつたから.

19 リヨウタ
耗ぴ*の7皮がJAべてナごく■しかつたから.

20 リヨウ
①みんながセーフティーマットにJ&ぴ■れたと±が1fよ

かつ1=.この叫がいちぱん*しかつたしうれしかつた.

E] ユウ力

銑ぴJtの8放で,JL司郎まーわくてで±なかつたけど..先生
に手伝つてもらつてからできるJ=うになつて..モれから

こわくなくなつて.こつもつかめたからよかつたです.こ
つJ.l士一一l=一ヒfーr▲暮^ヽJ+エL->†●+_

22 コウジ
㊨娘とか書いのlまJIんだことが折からあつたけど.肋支*

FEl垢桃ぴができたのlまはL:めてだつたから■しかつた.



資料6集1暗から第6時までの跳ぴ集り.挑ぴ越し【跳び箱運動】(振り返り力-ドから)

脊号氏名

篭1時(2005.6.20) ‡2f昏(2005.6.22) 壬3t拝(2005.6.27) ‡4時(2005,6.29) ‡5持(2CK)5.7.1) ‡6時(2005.7.4)

馬乗り枕争 馬乗り耕争 (》ウレタンマットを立てたq[
(#0.6mX耕2nX書さ1.45n)

②ステ-ジ上にマットをgtみJLねた4

(椎0.92mx7*1.7加x書さ1.325m)
③ウレタンマットをgtみⅠねた4
(粧2TTlX7k1.45nXホさ1,2m)

③ウレタンマットをgtみJLねた4

(ヰ2n1×8L1.45n)く)Eさ1.2n)
④マットをg[み暮ねた4
(8E1.2mX耕1.54mXホさ1.23m)

⑤眺ぴ簿8段の4
(8tlmx耕0.41-0.87mx7(さ1.2h)
(縦0.hX棟0.36-0.8mX暮さ1m)
眺ぴ箱7段の4
(杜0.hX枕0.36-0.73nXホさ0.9TTl)
挑ぴ籍6段の4
(縦0.8nX8tO,36-0.69mX7Bさ0.8m)

■ シンヤ 一人ひとt)小さくなつて上に*る.
2人日に羊をつく. がんばつてこらえる. ②E)イクー書で鵜ぴ*る. 唾)E]イタ-書舌tわす*る. ロイタ-鞍があるとらく.

2 エリ *るとさl=.*いをつけて.患いつ士t)端ぴ*る.
強kにJIつために,Bの巾書をIIし1=L)して.作qt会ーを
する.

JAぴ*りづらいときに,仲rVlを他l†たり.仲MlがJ)fナてくれ②tつてマットに近づくとさに.*いをつけて.ドンと見で 堪)*いをつけて判ぴIる.マットに事をつけないで足だけで 軌ぴ持8--7叔毛裁ぴJ&すとさ.どうしても足‡閉じてしま
たりした. +を立て.マットにAぴ■も. 肋ぶ. い,かか先こみBkぴができていてしまつた.

3 コウキ
JLいつ妻りJBみ切つてジャンプする. *つたときに件Jをかけた. J*切を強くしT=. ②マットI=是をかけるようにし1=. 8)斗くJ*み切つて巾EDりをし{=.

:..一-i-｣.:...I-

4 ユイコ 思いつさL)卓み切つた. 牡み切つたI.JL心を相手に向けた作qLなどなど. (fLから)しつかL)ーみ切る. ②E)イタ-書で足をせわすにikぴIる. Q)セーフティーマットd)上でI書‡した(+*は立つた).
8舟■のJtぴ特0}上にマットをtいて.小さなところで甘書を
した(I牡は立つf=).

5 コウタ l人日に削ぴ♯つた○ ホく速くヘ銭ぴ♯つf=. 欠JF
②8いつさLJ*つて.マットの上に手をついて,亀をかけ
て.JILぴ*ろうとした.

③ロイターfでSIく書み切つてうつ伏せに就ぴ♯つf=. *いJ:く*つた.

6 タクヤ A)*をつけ1=. 助走奮つけ1=. バランス告よくするために,ニ人ならqに一人ずつにした. ②q*をつけて跳んだ. Q)ー見で.ロイターfに足をつけて跳んだ. IPtld)大±い8良を&んだ.

7 ユウジ 足‡Nいて2人ぐらいまで跳んだ. 旦をNいて1人ぐらいまでjkんだ.I心生かけた. 屯走左つけて思いつきL)Jtんだ. ②Jb7tをつけて足を患いつさり上にあl1る.
Q)七つてE3イタ-fにつ≠*にI心をかけて思いつ書り&
ぷ.

大8点Q)ときは.8いつさt)h*をつけてJLぶと鵜べる.小の
8JRO)1Pl邑はちょつと肋*をつけてPlる.

8 リコ ALぴ*も(MPP荊ぴ). dSぴ*る(■P軌ぴ). J:じのFまる. ②ステージに足をかけてよじのぼる. ④足をかけてよじのぽる. CID)■ぴIJtdL暮IIJIAぴ.

9 タケシ ー廿を+つてALぴ♯る. 白dLを7+つて鵜ぴ*る. *Iく足を兄かナ. ②J:じの[Zる. ⑨J*切をS*く書みつけ軌ぴIればだいじようぶ.
大の8桝に熊ぴIつf=.屯L)暮す叫にプレ-キをかけなけれ
はだいじようぶ.

10 モエ
FFFドと*つて*る.土食rま甘d)人0)足をちやんと#つ. 格Ptタイム(男手らは.ーいと8つて油Fしてい石から-で セーフティ-マLJJトが*れてえつともつf=.ー4と息つた. ②Iな(&杉台みたい)0}があつた,暮外とIれておもしろ 8)Atペ‡した.というかtiがりましf=. 8Jt触ベf=.
よ暮のJrさがわかつた.

I..とかしたらいいよね) で...*もたんだけど.*な♯*.
一.

E] ナナコ
8いつきり別ぴ†つて.1事はじd)の人は切れて上に上にIる

と,3fんながIれも可能性が大全くなる.

1+はじめに1+よく荊べる人毛玉ばないと,あとJeたくさん

d)人が恥ぴ♯つてく石から,JLgtの人まで*れるようI=.那

んぱつて荊ぶ.で.1Iはじめの人は■れるとどんどん机ぴ*
九L_

コメントなし. コメントなし.
④JAぴ暮ナときは,JLいつ書L)Iiンと長生けるとけつこうれ
までいける.

6J&のIを耗ぶ♯ーをした.E)イタ一事‡思いつきりJ*みつけ
て.作手加0}方にして.事‡kぴ拝0)肋I=もつてさてJkぶ
とけつこう先‡でJAベた.

12 トシキ

13 ナミエ 事をJtの方ヘついて.患いつ卓り#lんだ. 巾0)子に&ぴ*つた. ー方から荊tFIつた○
②マットにaEぴ*つf=と圭.足長ひつかけられるところをJL
つけて*つf=.

④マットを弘ぴ書のJ=うにatぴJ*えようとし1=. Jtぴ*で小のB良をjAんだ.足をNいて&んだ.

川 マサミ
ItLの子がJtれんとさーよ.廿の手がでさ石だけ廿ヘいく.I

男手対女手のとさ旺.JIて石わけがないと息つていたけど,
みんなががんばつてでき石だけ¶ヘいつてくれたからJ*て 片方の方から*る+-'けじやなく反対■からもーぶとう‡く ②*いをつけて*つてのぽつたら*れた.JFいところはよじ Q)1PI垢は一4を汁つて1ー左するとできる.≠だマサミd>は 大書い8Jtli.スピード長井とさす.その手‡でJtんだら4tぺ1なと書ベちやんとt■れて次々にモd)上に*るとIれるかも

た.チ-ム■のとさrま.■事に拝I‡かけてドスンとIる
とh事由ーh九ム_._

Iれる.のぱるのはーしかつた. のぼれないとd)(1れなかつf=. ふにやふにやだlナどで書た. た.出口先生がアドバイスしてくれたからJAベた.

t5 チッヤ 足tM[いて別ぴ*つた. 呈をIいてAtぴIつた.で書るだけヰく(=Jtんだ. セーフティーマt.Jト0)上に手をついて0)ぽつT=○ ②足を雨じてのぱつt=L).見キMいてのぽつたL)した. ⑧足‡Mいて挑んだり,■tiしf=りし+=. IQ)8.7Jk章旦をMいて蝕んだ.

16 ツヨシ
羊毛ついて.ロケットみたいI=して&ぷと浅くまでいけf=(1

II牡).
A)走をつけて.8いつさリIつておもL)をした(I+JLa). つぶれ1=から耕tj*つf=. ②1I7(いところl=.事をつがみつくJ=うに♯つた. 噂)ロケットみたいに書いつさL)軌んでつた. Mにしf=8汝を鼻毛広けて事をつけた.

17 カイト できるだけ抑こ*れるJ:うに,事をでさるだけ+1こついて 下の土台の人毛*†ように,手‡つくときrこ息いつさL)下に やる巾は*れるかどうか不安だつf=から,ひたすら上にの ③セーフティーマットに事をついて.でんぐり竜しみたいな ⑨ー▲～でやつたこと生した.XLPBでやつたと書J:i).女中 大の88Q}鞘tfJtをJtんだ.ー4M-♯5叶でやつたように就ぴ♯
■つた. ♯Ⅰをかけた. ttつr=. Q)じやなく.皇中でーtiでさるJ:うにした. でPtEできるようになつf=. でm)丘した.

18 シンゴ 事をつか†に息いつさりAび*つf=. 台0)人に羊毛ついて,8いつさL)II看与え1=. ーいをつけておくの方をつかんでのぱつた. ②で±石だけJtに手書ついて.&*で上にのぽつた. ③Irltiしr=.1EDーぴ♯つてジャンプしておL)た.
大の8枚を争い毛つけて叔ぴ*つた.あと少しだつ1=けど■tf

～せなかつた.

19 リコウタ *つて1人8f=札ぴ*つた. 2人日にAAぴ■つた. F*み切つて大全くジJt,ンプしf=. ②E)イタ-書で7tくJ&ぴ♯つた. ④ロイターfで書くーみ切つて眺び*つf=. 7JR♯をJLぴ■しf=.

20 リ∃ウ でさ石だけ舶ぴ為に近いJKぴ方で別んだ. 羊1叶とPIじJ=うl=軌tj斯こ近いれtf方で鵜んだ. あまL)よじのぱらなくても*れた.でt.1tq7tちそうになつf=
ときr*がんぱつてJ:じd)ぽつ1=.

②1Iホいやつに加ぴ■るrこはよじOIZつて上b{もしかできま

せんでしf=.他はI)にれんで■れ事した.
Q)あ+りエ失せすに暮1にJ(ぴ*ることしかしなかつf=.

6JBf*ナごく巾JLに耕べ1=.7投もIiLにNEベた.8汝Q)小さい
方はE)イタ-書なしでは机ベなかつT=.8JLの大さい方は全点

JIぴ暮すことがでさなかつた.

E] ユウ力 ー中の上に手‡*せて耽ぴIつT=.
TBとML:で†中の上に事を*せて♯暮をすごくかけてJLぴ
*つた. みんなが♯れるようにq[所をあけて机tF■つT=. ②ジャンプをして事七ついて4LぴIつた,

④AtんでくのとマットeJtぴfLがわL)[こしてれぴ暮せもよう
にがんぱつた.

なかなか&ぴーせなかつたけど.先生が事6iつてくれf=か

ら.88.7叔,B殺(中)のI事で&ぴJ(せるJ=うになつf=.

22 コウジ
手れ0)方の人d)3人巨ぐらいに事‡つけて.7人ぐらい事で*
い-C*つ1=.Aぴ■していると台は水平ALぴみたいにやつ
た.

あまり書くジャンプ表しないで,なるべく低くしJ=うと執ん なるべくマットの近くで鵜ぶようE=した.atぷときにマウト ②足をうつてしまつたけれど.1IJFいのにマットと台をけつ
⑳マットが♯Jtになつている方から.J&んで18Zltiしてマ.Jト
をおL)ることがでさf=.モのとさに.事を●ばしてマットを

大の8Jtは.足をMいた♯好でAんでi[つた‡fマットにいけ
た.中の8放でrま,書5特のように,事で■してdZlつてやつ

た.
1='. をけリながら*るように心がけた. たり事でのぱつた. *すこと‡心がけたからうまくできf=.

庄)+i+つて皿つて*玉t)Lて眺ぶことが.t!±f=_



資料7r跳ぴ 秦る,跳び越すJからの気づき【跳び箱運動](振り返L)カードから)

書号氏名

‡1時(2005.6.20) ‡2時(2005.6.22) ‡3陣(2005.6.27) X4BS(2005.6.29) ‡5時(2005.7.1) ‡6時(2005.7,4)

馬乗り妓争 馬乗り漉争
①ウレタンマットを立てた4
(縦0,6mX柵2mX話さ1.45n1)

②ステージ上にマットをg[みIねた4
(♯0.92mX枕1.72nX書さ1.325m)
③ウレタンマットをf*みIねた4
(♯2mX7*1.45mxホさ1.2n)

③ウレタンマットを群み暮ねた4
(8E2FnX横l.45mX書さ1.2m)
④マットを甘みIねた4
(推1.2mX横1.54mxIさ1.23m)

⑥挑ぴ拝8段の4

(♯1mx耕0.41-0,87爪×Iさ1.25m)
(書0.8nx♯0.36-0.8nXXさ1m)
跳ぴ井7段の4
(♯0,8nx林0.36-0.73mX話さ0.9m)
銑ぴ祐6段の4
(♯0.8nX棟0.36-0.69nX話さ0.8m)

■ シンヤ
跳ぴ集るのはqTJL1='と息つていたけれど,羊1時や第2時けつこう跳ベなかつた.辛4時はセ-フティーマットで按暮者Ⅱすごいと患つた.第5時はユイコがセ-フティーマットの上で1回転してすごいと患つた○みんなもけつこうiKベていた○第6時はこわかつた○よくわから
ないけど6.7段は跳ベた.

2 エリ
腕支持で跳び乗るとき.マットや跳び箱などで走るときに.ちよつと勢いをつけて.すごい近くまでいつたとき.足で地面を思いつきり砕んで′くンという音がなつて.マットや跳び箱に耗ぴ乗れました.あと.手を伸lますと,跳び箱などもちやんと鉄ぴ捷えるられるような
あと患いました.

3 コウキ
自分がけつこう息つたより跳ベたので叫しかつたです,羊4時では患つた以上に自分がステ-ジのマットの上に乗れなかつたので,鞍しいなと患いました.‡5時では.セーフティ-マットの上で回れて.よつしや-という感じでした○第6時では,跳び箱6段の横しか鉄ベな

かつたので.跳び箱はちよつと苦手だなあと患いました.

4 ユイコ

前から芝生とかで前書はできていたの1='けど.公飾でやろうとすると.なぜかこわくてなかなかできなかつたけど.セーフティーマットから就ぴ籍-というふうにできたら次ヘ.またできたら次ヘというふうに,*晋をf*み壬ねていくうちに,どこでもできそうな気力ーし
た.だから.今よりもつと心が強くなつたような気力{する○友だちと協力するのもとても大切なんだなあとこの摸暮を受けて改めてわかつた○大の8段がもう少しで跳べそうだつたのに体しい.セーフティーマットで前官ができたのは.できるという借じる心と.セ-フ

ティーマットの安心(失敗しても大丈夫)があつたから.失敗してもやりなおせる気持ち(AFナす嫌い)があつたから.羊5時でできたから車6時でもできた.

5 コウタ コメントなし.

6 タクヤ
今までふざけて跳び箱とかを腕手支持なしで執んでいたけど.前回りなどにも腕支持が必事だということがよくわかりました○跳ぶときの助走が必‡で.馬*りのときも助走がいる.助走套つけて跳ぶといつもの何倍も跳べた○セーフティ-マットで1回転しようと患つた
が*理T='つた.

了 ユウジ
全*(こ助走をつけることと.ロイター板で♯を曲げたら,よく跳ベると.つま先に土心を入れると,Lもつと跳ぶ○一書わかつたのは.つま先にJE心と♯を曲げると-段ともつと跳ベる.l回転するやつで立てたのは.足に力を入れたから.力を入れたら立てれる.1回目のと
き.アメフトみたいに8Iえたら崩れにくくなつた○

8 リコ 挑ぴ籍では.6段が跳ベなかつたけど.手の位tがもつと後の方だと跳べることに気づいた.馬果t)では,なるべく一人の人に大勢乗るようにすると崩しやすいことに気づいた.馬乗りでは.チ-ムのチ-ムワ-クが大切だと息つた.

9 タケシ 自店を持つて跳ぴ捜すということを学んだ○こわがらすに走れば,大の8段なんてNT阜に跳べるq

ー0 モエ あまりしないことだつたから,けつこう楽しかつたし.気づかなかつたこつともわかつたからよかつた.

ーー ナナコ いろんなものに跳ぴ乗るときは,足を思いつきり妊みつけると勢いよく就ぴ乗ることができる.マットに挑ぴ乗るときは.手を思いつきり伸ばすと.けつこう跳ぴやすいけど.伸ばしすぎると反対に手がdEくなるから注★.でも.足をドンつて嫌みつけるといいんだぞ.

12 トシキ

13 ナミエ
友達のを見てて,手をついて,すぐにはなしているのカ{わかつて.私もやつてみたらできた○みんなはすごい走つて鉄ぴ鵜していました.やつぱり,執ぴ越えるととてもいい気持ちになれました9また,どんどんやりたくなつてきました.友達が鉄ベなくてずつと見ていた
ら.1回できてそれからずつとできていたのがすごいと患いました○いろいろなことを見て.いろいろな鉄ぴ越え方があつておもしろいなあと患いました.蕪しかつたです.

ー4 マサミ 友達のを見ていたかつたけど.自分も軌ぴたかつたから.大きい8段や7段を挑んだ.スピードを薄さず跳ぷ気があれば跳ベる.

ー5 チッヤ 執ぴ集るJ跳ぴ池すのは赦しかつた○自分よL)書いものに蝕ぴ兼つたりするのは赦しかつた.強く力を入れたら跳ベた.

16 ツヨシ 跳ぴ乗る.跳ぴ越すをやつているとおもしろかつたけど.段力†Xくて.うまくできないのもあつた.1-3の代役は少しえらいけど,1-3の*るはえらくなかつた.4は少しえらかつた○5-6lま何回やつてもおもしろかつた.

1丁 カイト
蔦1.2時のことで気づいたことはーすごく粘り強く一人ひとL)がふんばることが大事だと患つた.第3時ではJ[初に少し勇気が必要T='つた.モして､勇気を出したらNT斗に銭ベた○第4.5時ではセーフティーマットがあるから怖くないから.回転をやつてみようかなと愚つ
てやつてみたら*外とできた.それに,そのときのどよめきが気持ちよかつたのを生えている9第6時は大の跳ぴ籍でイチオシ4面でも書いたように鉄ベて,さらに一書はじめに跳べたのがすごく沖しかつた.やつぱり.こ0)操*はすごく勇気が必‡T='なあと感じた.

18 シンゴ
何事も執念だと息つた.跳ぴ越すときは.がんばつてスピ-ドをつけて,-先にジャンプすればいいことがわかつた.でも.やつぱり執念r='と息つた○跳ぴ*るときは.軌ぴ捜すときと-NFで.一気にジャンプすればいいと患う○失敗したら,執念で鉄ぴ兼つてあきらめず
にもがけぱいいと患つた.やはり.この世井では,何事も執念があれぱやつて行けるんだなあと改めて美感しました.

19 リヨウタ 腕支持で秩ぴ乗るとき.助走をもつとつけたら.価単に跳ぴ乗れた.馬乗りをするときも,遠くから助走をつけて乗つた方が.もつと速くまで就ぴ乗れる.鉄ぴ持を鉄ぴ出すときは.乱ぴ籍の暮ん中に手をついて跳ん1='方が牡く耗ベる.

20 リヨウ 第3時のセーフティーマットに跳ぴ乗るのが一書おもしろかつた,第3時のセーフティーマットに執ぴ兼るのが一書おもしろかつた○兼6時で大きい8段が跳ベなかつたです.小さい8段は跳ぶことができてヰしかつた.

2ー ユウカ
第2時は,チ-ムワークが大切なことがわかつた.それと,相手をつぶすことは,自分たちのチ-ムの子の上に兼つて.そこの下に馬になつている子の上に暮心をかけてつぶれてしまうようになつて.相手のチームの子をつぶした.そして,自分たちが烏のときになつた
ら.馬の一書放ろの子は.rO○さんきたよ-｣と声をかけたりしたり,耶から3書目が一書つらいとわかつたら,そこに強い子を甘いて,相手に勝てるようにがんばつた○

22 コウジ 娩でマットや跳ぴ籍を強く押すと.回りやすいし.跳ぴやすかつた○

舛
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資料8 マット運動指導案(第1時から第5時)

第3学年 体育科学習指導案

日 時 2006年10月24日(火)第5限

場 所 M県K/ト学校体育館

授業者 授業者Ⅰ ･授業者(粍谷くん)

Ⅰ･これまでのマット運動における｢学習内容｣

これまでマット運動における｢学習内容｣は,技を細分化したり,順序立てたりしながら繰り返し

練習することにより,動きを｢獲得｣していくという学習形態がとられていた｡ムダを省くという合

理的な学習の進め方により,身体知,身体感覚といった感じ方も省かれてきたのではないだろうか｡

順序よく動きを獲得していける子ができる子,動きを獲得していけずつまずいている子をできない

子というようにラベリングしてきた｡技ができたかできなかったかが従来のマット運動であった｡

子どもにとって,マット運動の学習は,動きを獲得するだけで,マット運動で何を学んでいるのか

という意味が消失してしまい,学びの空洞化を招いている｡

Ⅱ･本単元でのマット運動における｢学習内容｣に変わるコト

幼児が床の上で｢でんぐり返し｣をする光景を目にすることがあるが,幼児は何を遊んでいるのだ

ろうか｡なぜ,でんぐり返しをやりたかったのだろうか｡きっとそこには感じ方の｢意味あること｣

があると考えられる｡しかしながら,それが何かということは未分化のままに至っている｡

子どもは,マット運動をやっているのではない｡裏にあるプラスセットになっている意味あるこ

とを学んでいる｡このことの総体が,マット運動の｢学習内容｣に変わるコトになっているのではな

いだろうかo意味を味わえるから,意味を実感するからこそ,意味を求めて｢参加｣したくなる｡結

果として,動きが立ち現れてきているということになる｡

R･カイヨワは遊びの世界をアレア(運),アゴン(競争),ミミクリ(模倣),イリンクス(弦畳)

という4つの意味に分類している｡

本単元では, ｢学習内容｣に変わるコトを運動(技) 【順次接転しながらの前転(転がること) 】+

意味【イリンクス】と設定する｡運動(技)をしながら,同時にイリンクスという意味が子どもの中

に立ち上がり,感じたり,味わったりするようにする｡また,順次接転しながらの前転における感

じ方としてのイリンクスとは何なのか｡どんな感じ方なのかを明らかにしていきたい｡結果として,

技ができている,立ち現れてくると考える｡

Ⅲ.運動の中心的なおもしろさ

マット運動とは何なのだろうか｡転がることとは何なのだろうか｡そこで,マット運動の歴史を

紐解いてみることにした｡マット運動の原型はゆか運動である｡マットはあくまでも補助具なので

ある｡ゆか運動で行われる運動形態は極めて古く,この種の非日常的な運動形態の発生は紀元前

2000年までさかのぼる｡曲芸師のアクロバットダンスの中で,さらには,子どもの遊びとして行わ

れていたのである｡古代から中世に至るまで,倒立やでんぐり返しといった運動は,子どもが好ん

でする遊びとして伝承され続けている｡

子どもの遊び世界では, P.ブリューゲルの『子どもの遊戯』 (1560年ウィーン美術史美術館所
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蔵)には, ｢噛みタバコころがり｣, ｢梨の木になる(逆立ち) ｣の隣に, ｢でんぐり返し｣をする子ど

もが描かれている｡両手を地面に,頭を下げてでんぐり返しをしようとしている｡子どもの｢でんぐ

り返し｣は,思わず転がっていたという状況を表している｡マットに誘発されて,自己がマットに溶

け込んでいくような感じである｡その状況が現れてくるというのは,からだが接地し伝動しながら

転がることを意味している｡からだがマットに順次接転していけば,自己とマットが溶け込んでい

く感覚であり,なめらかな転がりが生じる｡

｢学習内容｣に変わるコトを運動(技) 【順次按転しながらの前転】+意味【イリンクス】と設定した本

単元では, ｢学習内容｣に変わるコトの総体が転がることがおもしろい(転がることの快さがし),遊

んでいるコト(遊び)になっていなければならない｡よって,マット運動の中心的なおもしろさを｢順

次接転しながら前転することがおもしろい｣とする｡

Ⅳ.目 標

1. からだが順次接転しながら前転することのおもしろさを体感する(文化の再創造)0

2. 順次接転しながら前転することの感じ方を共有する(文化としての学びの実践共同体)0

Ⅴ.主題単元名｢椛谷くん(順次按転前転実践者)になろう｣

[器械･器具を使っての運動(基本の運動)]

Ⅵ.指導上の考察

1.子どもの実態と1学期の学びの履歴

36名の学級である｡からだを動かすことが好きで,体育の時間になって運動場や体育館に来る

と,走り回ったり,友達と追いかけっこをしたりする姿が見られる｡休み時間には,ドッジボー

ルをしたり,キックベースをしたり,鉄棒で遊んだりしている｡

1学期の器械運動遊びでは,回転あそびにしぼって単元構成した｡自分で考えついた回転遊び

をしてみたり,友達の回転遊びをまねたりして回転遊びを広げていった｡子どもたちが考えた回

転遊びを｢00ころがり｣と名づけて紹介し合う時間を設定し,さらに子どもたちの回転遊びが広

がるようにしていった｡子どもたちの回転遊びの中から,多く行われていたのを取り上げ,体軸

による3つの軸回転に分類して紹介し, 3つの軸回転を意識させて回転遊びを行わせた｡さらに,

自己だけでなく,友達と一緒に回転するとどう感じるのか,自分で回転しているのとどうちがう

のかを振り返らせた｡

2.指導について

(1) 順次接転しながらの前転とは

これまでの体育授業におけるマット運動では,当然のことのように,マットという器具(モ

ノ)を設置し,両手の平をしっかりマットについて,お-そを見るように,あるいはボールの

ように小さく回ることなのだと指導し,子どもや教師はこのことに何の疑いもなく行わせてき

た｡これが,前転であると思い込んでいた｡しかし,改めて実際にやってみるとこれほど困難

なことはない｡つまり,子どもにとって最も難しいことからマット運動していたのである｡と

いうよりも,技を細分化したり,順序立てたりしながら繰り返し練習することで｢獲得｣してき

たのである｡これでは,技を獲得できたかどうかだけが問題であり,なぜマット運動するのか,
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マット運動で何を学んでいたのかが抜け落ちてしまっている｡

順次接転と伝動という前転の中核的技術を視野に入れながら,頭越えする局面をもつ前転で

は,従来の小さく転がること(図の下の前転がり)よりも,腰角度が閉じた状態から頭越えす

る局面では腰角度を大きく開いて転がり,腰角度を閉じながら伝動を生かして勢いよく起き上

がるという前転(図の上の前転),ゆうれい前転,かかえこんだゆうれい前転が,意味としての

イリンクスの感じ方(転がることの感じ方)をより近く感じられるのではないかと考えられる｡

さらに,前転が回転スピードではなく,自然に力が抜けている状況からタイミングによって生

じる転がりであると考える｡よって,本単元では,順次接転と伝動しながらの前転を取り上げ

ることにする｡但し,順次接転とは,からだがマットに接地している時だけを限定しているこ

とではない｡からだが立った状況から,順次接転しながらの前転に入り始めたときの空中空間

とマットとの接地空間を包括した空間を,からだが伝動しながら順次接転していることを意味

している｡

(2) 順次接転前転実践者とは

椛谷くんは,順次接転前転の本物性を知っている｡本物の魅力を知り,本物を感じ,本物を

味わえるという順次接転前転の本物世界に参加している｡所謂｢身分け｣である｡本物世界を知

り,そこに参加しているということで,順次按転前転という文化への文化的実践者(順次按転

前転実践者)と言える｡さらに,順次接転前転の本物世界-の参加を通して,順次接転前転と

いう文化-の参加を通して,自己の前転世界を創り出しているという文化の再創造を行ってい

る｡

マット運動は,順次接転前転という本物性(正統性)を担保されないとなりきれない世界で

あるとも言える｡

(3)展開構成

中心的なおもしろさ｢順次接転しながら前転することがおもしろい｣に毎時間迫っていくため

に, ｢椛谷くんになろう｣という主題に向かって,こんな感じ方だった,こういうところが気持

ちよかったというように粍谷くん-のなり方さがしをしていくことにする｡順次按転前転の本

物性に参加し､ ｢順次按転前転実践者｣として位置づけた粍谷くんを古参者として,粍谷くんに

なろうという主題に向けて,古参者がかもし出す意味を感じたくて,新参者(子ども)が参加

していく｡どういうふうにしたらやれるのかということを探究し,やってみるという表現を通

して,どうだったのかを改めて問い直すという学習過程を追っていく｡新参者が古参者-と一ど

ⅩVlll



のように進むのか参加の仕方をどうコーディネイトするかが授業者としての役割と言える｡

椛谷くんに3つの前転(背支持前転,ゆうれい前転,かかえこみゆうれい前転)を提示する｡

ちがった技のようにみえるが,順次按転しながらの前転(転がること)になっている｡順次接

転しながら前転することのおもしろさ,言い換えると椛谷くんになるということは気持ちよい

転がり方を探究することであり, ｢転がることの快｣を味わおうとしていることを表している｡

このことが,順次接転のイリンクスの感じ方を味わえるということである｡子どもたちが椛谷

くんの3つの前転をまねてみることで, 3つの前転の感じ方を休感させる｡技だけでなく技を

通して順次接転しながらの前転はどう感じるのかの感じ方をなぞらせる｡順次接転していく前

転の意味としてのイリンクスの感じ方は何かのか,転がることの快はどのようなことなのか,

子どもの語りを通して共有化を図り,子どもの語ったこと,共有化された感じ方が本当にそう

なのかをやってみることで検証し,順次接転しながらの前転,つまり,転がることの快,順次

按転前転のイリンクスの感じ方とは何であるかを集約させていく｡さらに,みんなで椛谷くん

になろうということに参加していくで,こんなふうにすると椛谷くんになれるんじやないかな

ということを大切にしていきながら,学びの共有化を図ることで,学びの実践共同体をつくっ

ていければと考える｡

意味としての,順次按転しながらの前転の快を感じながら,さらに,子どもが椛谷くんになれ

て,さらに,順次接転しながら前転することの快を感じながら,椛谷くんをこえて,自分が順次

接転の転がりことを探究し再構成していくという｢なぞり･かたどり｣という文化の再創造に向け

て自分探しという学びの文化的実践者になってくれればと考える｡そのような感じ方を味わえる

ような転がり(技)を探究することで,自分の順次接転しながらの転がり(転がることの快を感

じる技づくり)をかたどらせる｡そして,新たに創り上げられた技をさらに紹介し合うこと(か

たり)で共有化を図る｡結果として,順次接転前転としての技ができるようになったり,立ち現

れてきたりする｡

Ⅶ.指導計画(全5時間)

1 (本時)

< 椛 谷 く ん に な ろ う >

3つの前転を提示

主題を確認しあう

探究,表現を通して順次接転前転(転がること)の感じ方(快)を明らかにしていこう｡
′

′

′

′

′

′

′

′ノ′娠次接転の感じ方を味わえるような転.′
ノ

がり(技)を探してみよう｡

Ⅷ.本時の指導(第1時)

1.目 標

(1) みんなで｢粍谷くんになろう｣という主題を確認し合おう｡

(2) 順次接転前転を通して,主題が転がることの快を探究していくことに気づく｡

2.準備物
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授業者:マット･MD音楽･CDMDデッキ･黒板･ビデオカメラ･三脚･感想カード,

デジタルポートフォリオ

児 童:体育ノート

3.学習過程(45分)

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

1.本時の主題を知る｡

2.からだほぐしの運動をする｡

3.椛谷くんの3つの前転をみる｡

(背支持前転･ゆうれい前転･かかえこ

みゆうれい前転)

4.椛谷くんの3つの前転を見てどうだっ

たかな｡

5.椛谷くんの3つの前転をまねよう｡

6.椛谷くんになりきっていたときの自分

はどんな前転だったかな｡

7. ｢00な前転｣ということがどうなのか

やってみよう｡

8. ｢00な前転｣ということがやってみて

どうだったのかな｡

9.次時の予告を聞く

欠席者の確認と健康観察をする｡

本時の主題を知らせる｡

体育館シューズを脱いで裸足になり,安全に

けがのないようにすることを伝える｡

からだをほぐすと同時に,マットとの感触を

味わえるようにする｡

1つ目の背支持前転をじっくり見させる

背支持前転と比べながら,2つ目のゆうれい前

転をじっくり見させる｡

背支持前転とゆうれい前転と比べながら, 3

つ目のかかえこみゆうれい前転をじっくり見さ

せる｡

3つの前転を見てどうだったか出させる｡

3つの前転はちがうように見えるが,実は3

つともいっしょであることを知る｡

何がいっしょなのか考えさせる｡

どう感じているのか, 3つの前転の同じことは

何なのかを子どもたちがどう探究しているのか

をみる｡

3つの前転をしてどう感じたのか｡ 3つの前転

の同じことをみつけたか出し合う｡

子どもから立ち現れた｢00な前転｣という感

じ方がどうなのか検証する｡

感じ方が同じだったのか,ちがったのかを出

し合うことで感じ方の共有化を図る｡

ちがった感じ方が出てきたら次時にやって確

かめてみることを伝える｡

Ⅸ.引用･参考文献

金子明友(1977) 『体換競技教本Ⅴ床運動編』不味堂出版

岸野雄三編(1987) 『最新スポーツ大事典』大修館書店

三輪佳見(2006) 『体育科教育』第54巻第11号,大修館書店

森 洋子(1989) 『ブリューゲルの｢子供の遊戯｣一遊びの図像学-』未束社

太田昌秀編(1990) 『小学校体育実践指導全集4器械運動』日本教育図書センター

R.カイヨワ･清水幾太郎･霧生和夫訳(1970) 『遊びと人間』岩波書店
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第3学年 体育科学習指導案

目 時 2006年10月27日(金)第2限

場 所 M県K小学校体育館

授業者 授業者Ⅰ ･授業者(粍谷くん)･授業者Ⅱ

Ⅷ.本時の指導(第2時)

1.目 標

(1)順次接転前転(転がること)の快を探究していく｡

2.準備物

授業者‥マット･MD音楽･CDMDデッキ･黒板･ビデオカメラ･三脚･感想カード,

デジタルポートフォリオ

児 童:体育ノート

3.学習過程(45分)

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

1.本時の主題を知る｡

2･からだほぐしの運動をする｡

3.前時の感じ方を確かめようo

4･椛谷くんの3つの前転をまねよう｡

5.椛谷くんになりきっていた時の感じはど

うだったかな｡

6･出し合った感じ方を確かめよう｡

7･確かめた感じを再度出し合おう｡

8.次時の予告を聞く｡

欠席者の確認と健康観察をする｡

本時の主題を知らせる｡

体育館シューズを脱いで裸足になり,安全に

けがのないようにすることを伝える｡

からだをほぐすと同時に,マットとの感触を

味わえるようにする｡

前時にどんな感じ方だったのか確認し合う｡

どう感じているのか, 3つの前転の同じことは

何なのかを子どもたちがどう探究しているのか

をみる｡

3つの前転をしてどう感じたのか｡ 3つの前転

の同じことをみつけたか｡感じがどう変化･変

容したのか出し合う｡

出し合われた感じを再度やってみることでど

うだったか検証する｡

感じ方が同じだったのか,ちがったのかを出

し合うことで感じ方の共有化を図る｡

ちがった感じ方が出てきたら次時にやって確

かめてみることを伝える｡
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第3学年 体育科学習f旨導案

日 時 2006年10月30日(月)第4限

場 所 M県K小学校体育館

授業者 授業者Ⅰ ･授業者(椛谷くん)･授業者Ⅱ

Ⅷ.本時の指導(第3時)

1.目 標

(1) 順次按転前転(転がること)の快を探究しながら,感じ方を集約していく｡

(2) 椛谷くんになぞり,なりきりを通して,自分の転がりを探究していく｡

2.準備物

授業者:マット･MD音楽･CDMDデッキ･黒板･ビデオカメラ･三脚･感想カード,

デジタルポートフォリオ･授業通信

児 童:体育ノート

3.学習過程(45分)

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

1.本時の主題を知る｡

2.からだほぐしの運動をする｡

3.前時の感じ方を確かめよう｡

4.粍谷くんの3つの前転をまねようo

5.粍谷くんになりきっていた時の感じはど

うだったかな｡

6.出し合った感じ方を確かめよう｡

7. (状況によって),椛谷くんの前転がりか

ら進化した転がりとその感じ方を出し

合おう｡

8.次時の予告を聞く.

欠席者の確認と健康観察をする｡

本時の主題を知らせる｡

体育館シューズを脱いで裸足になり,安全に

けがのないようにすることを伝える｡

ゆりかごから足を曲げて立つ感じをつかむ｡

前時にどんな感じだったのか確認し合う｡

感じ方は変化,変容しているのか,友達の感

じ方との関連はどうなのか｡

どういう感じ方がしたのか｡今までとどう違

うのか出し合うことで感じ方の共有化を図る｡

出し合われた感じを再度やってみることでど

うだったか検証する｡

椛谷くん-のなぞり,なりきりを通して,自

分なりの転がりを見つけ出していたら,その転

がりとその時の感じ方を出させる｡

椛谷くんの3つの前転の感じ方を大切にしな

がらも,自分なりの転がりを探究していっても

いいことを伝える｡

Ⅹ11



第3学年 体育科学習f旨導案

目 時 2006年11月6日(月)第4限

場 所 M県K小学校体育館

授業者 授業者Ⅰ ･授業者(椛谷くん)･授業者Ⅱ

Ⅷ.本時の指導(第4時)

1.目 標

(1) 椛谷くんになぞり,なりきりを通して,新たな転がりを見つける｡

(2)順次接転(転がること)の快を感じながら,感じ方を探究していく｡

2.準備物

授業者:マット･MD音楽･CDMDデッキ･黒板･ビデオカメラ･三脚･感想カード,

デジタルポートフォリオ･授業通信

児 童:体育ノート

3.学習過程(45分)

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

1.本時の主題を知る｡

2.からだほぐしの運動をする｡

3.前時に出てきた転がりと感じ方を確かめ

よう｡

4.椛谷くんの3つの前転をまねたり, 3つ

の前転から自分なりの転がりをやって

みたりしよう｡

5.椛谷くんになりきっていた時の感じや3

つの前転から考えた転がりとその感じ

方を出し合おう(技と感じ方のマップ)0

6.次時の予告を聞く｡

欠席者の確認と健康観察をする｡

本時の主題を知らせる｡

体育館シューズを脱いで裸足になり,安全に

けがのないようにすることを伝える｡

ゆりかごから足を曲げて立つ感じをつかむ｡

歩いたり,走ったりして前転して,また歩く

ことで順次接転を体感させるo

前時にどんな転がりと感じだったのか確認し

合う｡

感じ方は変化,変容しているのか,友達の感

じ方との関連はどうなのか｡

新たな転がりとその感じ方は,順次接転する

ことの快に迫っているのか見極める｡

どういう転がりを見つけ出し,どう感じ方が

したのか｡今までとどう違うのか出し合うこと

で感じ方の共有化を図る｡

3つの前転の感じ方を大切にしながらも, 3つ

の前転や自分なりの転がりを探究していくこと

を伝える｡
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第3学年 体育科学習f旨導案

日 時 2006年11月10日(金)第2限

場 所 M県K/ト学校体育館

授業者 授業者Ⅰ ･授業者(椛谷くん)･授業者Ⅱ

Ⅷ.本時の指導(第5時)

1.目 標

(1) 椛谷くんになりながら,自分の転がりを広げる｡

(2) 順次接転(転がること)の快を感じながら,感じ方を探究していく｡

2.準備物

授業者:マット･MD音楽･CDMDデッキ･黒板･ビデオカメラ･三脚･感想カード,

デジタルポートフォリオ･授業通信

児 童:体育ノート

3.学習過程(45分)

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

1.本時の主題を知る｡

2.からだほぐしの運動をする｡

3.椛谷くんになりながら, 3つの前転から

自分なりの転がりを広げてみよう｡

･方形マットの場

･セーフティマットの場

･セーフティマット+ロイター板の

場

4.椛谷くんになりきっていた時の感じや3

つの前転から考えた転がりとその感じ

方を出し合おう(技と感じ方のマップ)0

5.次時の予告を聞く｡

欠席者の確認と健康観察をする｡

本時の主題を知らせる｡

体育館シューズを脱いで裸足になり,安全に

けがのないようにすることを伝える｡

ゆりかごから足を曲げて立つ感じをつかむ｡

2回ギャロップして前転する｡順次接転を体感

させるo

感じ方は変化,変容しているのか,友達の感

じ方との関連はどうなのか｡

新たな転がりとその感じ方は,順次按転する

ことの快に迫っているのか見極める｡

どういう転がりを見つけ出し,どう感じ方が

したのか｡今までとどう違うのか出し合うこと

で感じ方の共有化を図る｡

次単元はボール運動遊びであることを知る｡
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餐 9背支 持前転(1の前転)の感じ方[マット運動](感想力-ドから)
‡号 名前 ①7r支持前島 羊l時(10/24) 羊2時(TO/27) *3PS(10/30) 7MPS(ll/06) $5*(1T/10)

■ユウ力
一孟がる前 ことばであらわせません いくぞ せ-の 一三-.=.

取入なし

転がつている時 ことばであらわせません べたつとついて べたつと
･-二.

記入なし

立つた時 ことばであらわせません よいしよ できた
I--.

た入なし

2 リヨウ

垢がる前 ②③のぜんてんとちがつた 色入なし 未裸出 あた‡Pついていて手a)ひらもついてい石 未捷出

石野盲〒ーL-i石帝菅がならーかつた mし~~~M､- i:I 一足入Z'3し 未t■とt]

立つた時 妃入なし 紀入なし 兼捷出 紀入なし 未捷出

3 レイ

Gがる前 田a 末社出 未捷出 兼捷出 未捷出

転がつている時 欠JF ;.l 乗捷出 未捷出 未捷出

立つた時
■■■.

;-■
;-I ;:l 未捷出

_4
モモミ

丘がる前 わかんない やるぞ よーし 屯入なし 混入なし

長がつているJf 寸と臭がt>つく.i)かえつてるかんじがしt= ベた-ん
_.くたつ

一己入なし 監入なし

立つた時 わかんない よいしよ できた- 盲己入なし 記入なし

5 ノッコ

転がる宙 かんたんでした まわる ;-.T 欠席 いくぞ

l云がつている時むすかしいでした ぐる-ん -;.. *J* ころつ

立つた時 かんたんでした ぱた 乗捷出 欠∬ できた!!

6 クミ

･▲J｢p ゆつくり ゆつくり ゆつくり 故人なし うしろまわり

一己がつている時 はやい はやい まやい 監入なし ないです

立つた時 はやい はやい まやい 混入なし ないです

7 ヒデキ

Gがる前 ことばにだせない うまくいくかな ことばに出せない 正人なし まつすぐうまくいけるかな

tEがつている時 故人なし 亭にかけない 牧人なし 見入なし もう1国

立つた時 混入なし いつのまにか立つてる 混入なし 正人なし よし2回れんぞくでできたぞ

8 マコ
長がる前 E) ぐるんとかな?それとも 正人なし ヒユー 混入なし

転がつている時 × ベターかな?それとも ころ- ビヨヨ-ンビ∃-ン 散人なし

i?T=# メ ぐ石-んとくるかな?たぶん ころつ かつてに立つていた E入な_し

9 ヒロ

石主がる書打 手のひらをつけてまわる 欠 )(J* 妃入なし 欠Jf

事云がつている時あたまをつけてまわる! 欠席 旺】 混入なし 欠Jf

立つた時 ちやくりく 欠 ･∠-. 世人なし 欠Jf

ー0 アキラ

転がる前 むすかしい むすかしい 兼捷出 未提出 未提出

事云がつている時たのしい たのしい ;-■ 兼連出 -;.

立つた時 たのしい むすかしい 乗捷出 兼連出 兼iE出

E]ルイ
転がる前 どうやつてまつすぐ足をのぼせるんだろう うまくまわつて うまくいくかな 混入なし うしろまわりもやつてみよう

Gがつている時 立てるかな しゆ一つ シュツ 盲己入なし ぐるん

立つた時 出来た できた! できた! 混入なし できた

ー2アイ

転がる前 はじめはきんちようした どきどき 兼捷出 兼捷出 未捷出

転がつている時 いつたl いけ! 兼連出 兼連出 兼連出

立つた時 せいこう! やつた!せいこう 兼捷出 兼捷出 兼捷出

ー3リサ

-..`1- 貴社出 I.;-:-.
兼at出 兼姓出 ;..■■

転がつている時 ;... 兼連出 ;... -;-一■ 乗捷出

立つた時 未捷出 未捷出 ;.■ 未捷出 未捷出

14 力ズ
垢がる前 かんたんでした いくぞ 未捷出 未捷出 未捷出

転がつている時むずかしいでした くるん 未提出 ;-. 未捷出

立つた時 かんたんでした よいしよ 末社出 来社出 乗lE出

15 マヨ

転がる前 いきおいつけて いきおい書つけて いきおいをつけて

･:■
いきおいつけてだんさをこえる

転がつている時 ひゆ- ビューンつて びゆ-んつていつて 罷入なし まただんさがあつてヒユーつていく

立つた時 スタツ いつた!! たつ 混入なし まつナぐのとこでもつかいぜんてん

16 タカシ

∫.Jl, てではころがれないから足でころがろう 足の力をつかう 兼捷出 常人なし 未捷出

転h{つている時 ぐるぐる たのしい 兼捷出 盲己入なし 未提出

立つた時 よいしよ ちよつと力をつ力ヽう 未捷出 混入なし 未捷出

EBケント
転がる宙 朱捷出 兼捷出 未捷出 兼捷出 兼捷出

転がつてい石時 -.i=! 尭吐出 兼姓出 兼捷出 -主一

立つた時 朱捷出 --;..I -;:■ 未捷出 未連出

18 ナオヤ
転がる前 ことばではかけません ふつう 世人なし 末社出 記入なし

転がつている時 ことばではかけません あしをたてていた 混入なし -;.l 故人なし

立つた時 ことばではかけません しぜんに E入なし ;:. 忠人なし

19 ミズキ
転がる前 よし できるかな 末社出 未捷出 未捷出

垢がつている時 むすかしい いたい 未提出 ;.■ 兼捷出

立つた時 できた よいしよ 兼捷缶 未捷缶 I.;:.

20 メグミ

I云がる前 未iE出 欠J* 未捷出 乗it出 乗連出

広がつている時 未連出 欠J* 未捷出 ;-. 未捷出

立つた時 兼連出 EE] 兼裸出 I;-. 乗捷出

21 アツシ

･▲一,. -;■ どうなるのかな 未提出 兼連出 未提出

垢がつている時 乗捷出 ふわーん ;:.
･I...

;.■

立つた時 未Zt出 いつa)まにか立つている i.. ;-:I ･とp.

22 ラン

転がる甫 混入なし 妃入なし f己入なし ようい いくぞ

転がつている時 ゆつくり くるつとふわつと ぐるんふあー ビューンと ビュー

立つた時 はやい どん 立つ かつてに立つていた 立たすにもう一回

23 リン

転がる前 ロで吐いえません きもちいい きもちいい いくぞ いくぞ
転がつている時 たのしい ぐる-ん ぐるん ぐるん ぐるん

立つた時 あたまがぐるぐるした よいしよ すわりながらたつかんじ よいしよ すわりながら立つ

24 ショウ
転がる前 やるぞ! やるモー! 未提出 ;.-t 未捷出
転がつている時 どつこいしよ よつこらしよつとお一つとつとつと 乗連出 兼捷出 乗捷出

立つた時 できた- ふう-できた- 兼凍出 兼捷出 来社出

25 力オル

･Jつ. 欠J* くるつといくかな せ-め れんぞくでいくモ いくぞ

長がつている時 I.i.

ぐる-ん シュ-ヨ ぐる-ぐるん いて!

立つた時 欠席 ぐる-んといつた あできたんだ 休全称つくな- ふう-

26 ユリ

･.JJ, ゆつくり くるり 未浸出 未提出 前に転がつて

転がつている時 ゆつくり くるり 未捷出 未捷出 くるん×3放ろに転b{つて
立つた時 はやく できた -;.-.I 東棟出 ぐるんx2

27 アユミ

6iがる宙 どんなかんじかな? ぐるんかな? 明らかにどうやつてするのかな? どんなかんじかな? むすかしくて稔がかけませんでした.

軽がつている時 ゆつくり ぐ-るんてかんじだな- 記入なし おつどんなかんじかわかりそうだ! かけませんでした

立つた■● ふつうのかんじだな モうtヽえrZぐ与んとぐ-るんつてなにdちがうのかな? やつぱりできないよ- やつぱりわかつたぞ がんぱつたけどできませんでした

28 アヤ力

応力{る前 下がふわふわして先もちよかつた ゆつくり ゆつくり 兼漣出 よーし!

Gがつている時 気もちいい! 気もちいい 最もちいい 未提出 'ノユツl.

立つた時 やつた! はやく立つた はやく立つた 兼捷出 できた-I

29 トモヤ

L,.J1,
× さいしよはじやんぷ 兼捷出 未捷出 兼捷出

転がつている時 X ぐつると --;.. 兼捷出 兼連出

立つた時 X ぱ!! 東亜出 未連出 未連出

30 トモミ
･=J1三 前6をするときにきんちようした ぐる-んとした ;.- 故人なし ;.■■

Iiがつている時 前liをしたときに足が上に上がつた くるつと 末社出 世人なし 未捷出

立つたP8 できてよかつた-とおもつた ふわんとした ;■■ 混入なし 兼捷出

3ーユリコ

事云がる前 よし○ *提出 欠hF 未捷出 *捷出

事云力{つている時あたまがぐるぐるだ ;. 欠JF 未捷出 未lt出

立つた時 おわつた.よかつた. 未捷出 *J* 未捷出 ;.■

32

33

34

35

36

レノン

エリカ

ケイ

ナオト

ナオミ

事主力{る蔚

･
L
.
I 欠Jf さつ 記入なし ピョン

石己がつている時 匠】 欠J* ぐるん 早い 空中でケルン
立つた時

I.!l.

Gがつている時
立つた時

長がる前

転がつている時

立つた時

I.J1二

tiがつている時

立つた時

忘がる前

6がつている時
iEつた特

欠Jk

ちよつとさいしよはこわかつた

JsもつたJ:りこわくなかつたからたのしかつたです

r=つー,ち▲つとだ(1うしろにこ(1モうたつた(1とうか,1-,b､んL.だつた

きんちよう.Fキドキ

拝も回L)日も固t)けしきも困る

せいこうしてよかつた

てのひらをベたりとついていた

さいしよはおそくてさいごlまはやい

てをつかないでたつた

正人なし

ねてる

混入なし

欠#

ぐるりつとまわる0かな?

ぐるL)つとまわつた.J:そうどおりだ!!

すごいなあーふしぎだ!
ぐるんとどすんかな

ベター○ぐるん

ベターとぐるんだ

ふつう

あしをたてていた

しぜんにたつ

色入なし

ベつたと

混入なし

暮い

ゆつくり

はやい

はやいからしらないうちに立つている

他にもいろんな事が出てくるかな?

もしかして全林当てはまるQ)か

な_なんL)ヽ血-fろL){土iなかf=虫も

全部当てはまるんだ
おそい

はやい

ふつう

欠★

匹ヨ
欠ヰ

おそい

兼捷出

兼連出

未捷出
このt掛らffか卓分の甘Gきみつけられるかな

うーん何だろう

分からないからもう一回やろう
`>

あとははやくてさいしよlまおそい

しぜんにたつ

妃入なし

混入なし

混入なし

いきおいよくバンとすわる

■まわL)をしてからうしろ壬わL)をしよう

ごろ-んゆつくL)で.はやくなつたL)する

すつとたつている

うまくいくかな?

きちんと立てるかな?

うまく垢がれてよかつたホツ
てをつけないでころがる

妃入なし

記入なし

た入なし

te入なし

正人なし
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餐 料ー0ゆうれい前転(②の前転)の感じ方 マット運動](感想カードから)
書号 名前 ②ゆうれい前転 ‡一時(10/24) *2*(10/27) *3*(10/30) ‡4時(ll/06) #5PS(ll/10)

■ユウ力
一芸

事孟

立

がる瓜 ことばであらわせません いくぞ せ-の 忠人なし せ-の

がつている時 ことばであらわせません せいの ぺたつと 監入なし よいしよ

つた時 ことばであらわせません よいしよ できた た入なし できた

2 リコウ

一孟

G

立

がるー帆 8)とちがつた 五入なし
-i-I

モ入なし *lL出

がつている時 おなじ 正人なし *捷出 た入なし 未連出

つた時 現入なし 聖人なし 兼捷出 正人なし 未連出

3 レイ

伝

忘

立

がる甘 欠# 兼l(也 兼連出 I;t■ 兼連出

がつている時 欠JF -t■■ 兼lE出 *捷出 *捷出

?1=# 欠 ;-.I 未lE出 兼姓出 I;-■

4 モモミ

伝

忘

立

がる前 わかんない やるぞ いくぞ いくぞ- ふつうにまわる

がつているヰ 手で立つてるかんじがした くる-ん ベたつ ぺた- E-

つた時
わかんない よいしよ よいしよ 日がまわつた もう一回まわる(あと2回)

5 ノッコ

丘

転

立

がる淑 ふつうでした よいしよ *捷出 欠点 いくぞ!!

がつている時 おもしろかつた ごろ-ん 未捷出 欠JF ぴよん!!?

つた時 おもしろかつた ぱた I;-! 欠点 できた

6 クミ

伝

伝

立

がる宙 ゆつくり ゆつくり ゆつくt} ちよつとわかりません た入なし

がつている時 はやい はやい はやい ちよつとわかりません 正人なし

つた時 はやい lまやい はやい あ,ぜんぜんむずかしくなかつた 定入なし

丁ヒデキ

tE

良

JTl,;

ことばにだせない うまくいくかな ことばに出せない うまく行くかな 正人なし

がつているヰ 正人なし 字にかけない 正人なし うまくいつたかも 正人なし

立つた時 丑入なし いつのまにカヽ立つてる 正人なし ことばに出せない 正人なし

8 マコ
伝 LJp1,: a ぐるんとかな?た分 モ入なし 忠人なし 混入なし

丘

立

がつている時 E) くる-んとかな?モれとも ころん コロツ た入なし

･31=It E) くるつとかな_たぶん ころつ コ⊂l 正人なし

9 ヒロ

一芸がる爺 手のこうをつけてまわる

･
;
.
- 欠点 Eiしつ{こちがつたり.&ろいてころがつたLJナ4 欠点

一孟

立

がつている時 水えいでとびこみをするようにまわる 欠席 欠J* 何もかんじない 欠

つた時
ちやくりく 欠席 欠席 日がまわる 欠席

tO アキラ

伝

伝

がる前 むずかしい むずかしい *捷出 未lE出 ;●t

がつている時 たのしい たのしい *捷出 --し.. *並出

立つた時 たのしい むずかしい *埋出 *連出 兼連出

ーールイ

丘がる曲 よしこんJ(もがんぱろう こんどはく-るんつてできるかな I-■ よしうまくやるぞ! E入なし

伝がつている時 手はいたくないかな く-るんつ た入なし しゆつと だ入なし

立つた時 やつた-出来た うまくいくかなく-るんつてできた 監入なし できてよかつた 世人なし

12 アイ

伝がる甘 はじめは辛がくじけそうでこわかつた かんたんだ 兼凍出 ★ttttL 兼捷出

6i

立

がつている時 いつた! ぐる! 未捷出 末社出 -;.■■

つた時 せいこう! またやつた! *lE出 兼連出 *捷出

13 リサ

伝がる廿 ;-.I -ill. ;-.. 未捷出 ;.■■

G がつている時 乗捷也 :I.I. 乗捷出 I-;■■ 東亜出

宜
つた時

*連出 兼捷出 未捷出 兼捷出 *lE出

14 力ズ

伝がる宙 ふつうでした いくぞ *捷出 未捷出 *lE出

伝がつている時 かんたんでした くるん ;.■■ *捷出 *吐出

立つた時 むすかしいでした よいしよ 兼lE出 *捷出 *捷出

ー5 マヨ

一云がる前 いきよいつけた じゆんぴして 8)とおなじ よつこらせ 正人なし

一孟がつている時 おりや- よいしよ スイ-といつて ビョーン 正人なし

立つた時 スタツ どりや-≡ たつ たつた 監入なし

16 タカシ

丘がる前 てをつかずてのこうをつかう ひじの力をつかう *捷出 いくぞ *lI出

転がつている時 ぐるぐる た0)しい *lE出 つぎたつぞ *捷出

立つた時 よいしよ ちよつと力をつかう ;--. よし
-;l.

1了ケント

G がる歯 末社出 兼lE出 兼lE出 兼連出 I;■■

伝がつている時 兼連出 未捷出 兼捷出 ;t■ ;-I

立 ?+=IS *連出 *捷出 *1I出 よ連出 *連出

t8 ナオヤ

丘がる甫 ことばではかけません のといつしよ おモい ;.. E入なし

i がつている時 ことばではかけません とびこんであしをたててた はやい i.l た入なし

立つた時 ことffではかけません しぜんに はやい 兼捷出 正人なし

19 ミズキ

事云

伝

がる前 やるぞ 正人なし 兼捷出 *捷出 *捷出

がつている時 少しはやいな モ入なし 兼捷出 *捷出 兼捷出

立つた睡 できた 忠人なし 乗連出 ト■. 兼捷出

20 メグミ
堤

伝

がる甫 兼捷出 欠点 ;■ 末社出 未払出

がつている時 ;■● 欠JF *捷出 i..I 兼連出

立
つた時

*埋出 ･;l.. 朱連出 末社出 兼連出

2ー アツシ

伝がる前 *捷出 よしやつてみるカヽ 禾捷出 兼捷出 兼連出

転

立

がつている時 ;--. (℃の前転よりもど-んとかんじる *捷出 ;-. I;-I

つた+ 兼捷出 ①のぜんてんといつしよでLヽつd)ま(=か立つてる ;■■ 兼捷出 未連出

22 ラン

伝がる歯 正人なし 正人なし t巳入なし t巳入なし E入なし

一云がつている時 ゆつくり くるつとふわつと ぐるんふあー モ入なし 正人なし

立つた時 はやい どん 立つ 監入なし E入なし

23 リン

伝がる宙 きもちいい きもちいい きもちいい 正人なし 正人なし

●云がつている時 たのしい ぐ-るん ぐるん 正人なし 監入なし

立
つた時

あたまがぐるぐるした よいしよ すわつとりながらたつかんじ た入なし E入なし

24 ショウ

伝がる甘 いくぞ! ちよつとむすかしいかも! *連出 *lE出 *連出

伝がつている時 よつこらせつと よいしよ A甚出 未連出 i..

立つた時 やつた- できた i.. 未連出 大連出

25 力オル

伝がる前 欠席 うまくいくかな きもちがどうなるかな 故人なし 正人なし

転

立

がつている時 欠点 シュー ぐるぐる少しはやいな 忠人なし 監入なし

つた時 欠 うまくいつた 少しはやかつたな 屯入なし E入なし

2(; ユリ

屯がる淑 ゆつくり 正人なし ;■■ 未連出 た入なし

転がつている時 ゆつくり 6)とおなじ 兼捷出 未lE出 た人なし

立
つた韓

はやく 聖人なし 乗捷出 未捷出 正人なし

2了 アユミ

伝がる淑 変人なし こ九は(丑となにがちがうんt='ろう? 五入なし 正人なし 正人なし

伝がつている時 ゆつくL) あつ 聖人なし 聖人なし E入なし

立つた時 正人なし 辛がうちがわになつている! 監入なし 里人なし 正人なし

28 アヤ力

一云

伝

立

がる屯 下がふわふわして先もちよかつた きもちいい きもちいい ゆつくり きもちいい

がつている時 ちやんと回れるかな すこしはやい すこしはやい 先もちいい ぐるん

つた舟 できた! はやく立つた はやく立つた 一まやくたつた よいしよ

29 トモヤ

ti

忘

歩る菊 )く × *吐出 L., *連出

がつている時 X × i.. ;l- ･F=ll

立
つた時 E) )く

兼連出 兼連出 兼連出

30 トモミ

転

伝

がる宙 手を下げたときに.できるかとおもつた くるくるした *捷出 モ入なし 兼連出

がつている時 プールでとびこtIみf=いだな-とかんじT= 足が上に上がつた -;●t 記入なし I;.l

立 つた時 ぶじちやくりくしたからよかつた ぐる-んとした 兼捷出 た入なし i..

31 ユリコ

伝がる前 どうしよ 未連出 欠JF *連出 主..

転がつている時 いた *捷出
･:■- *ZE出 ;■一

立つた時 ああ 兼捷出 欠席 兼lE出 I.;-■

32

33

34

35

3(;

レノン

エリカ

ケイ

ナオト

ナオミ

伝がる前 欠席 欠席 さつ 巴入なし 邑入なし

転がつている時 欠席
･こ.

1い た入なし 忠人なし

立

伝

一云

立

転

伝

立

忘

伝

丑

ti

毛

立

つた時

がる前

がつている時

つた時

がる前

がつている時

つた時
がる1P

がつている時

つた時
がる前

がつている時

つた時

欠点

②0)回転は手のこうをつかなきやい

(+ない血てー.-hムヽ1+-

さいしよはゆつくりであとでははや

<な1Tいr-dlTrtf-のl_力ヽ1+-

こうじやくんみたいにうまくできな

かつたからちよつとだけこころのな

かでくやしいつとおもつたけどこん
JtJ士Jr(I.llLJ≠Td-

うまくいくかな

手首のほねがおれそう○あー目が困る

おれなくてよかつた

こんどはてのこうをついた

Q)とおなじ

①とおなじ

正人なし

とびこむみたい

正人なし

欠#

ぐるんつとまわるのかなあ-?

ぐるんつてまわるのつていがいに
+-dH_いな一ー-

もいつかいしようつと!!

ごろ-んとぐるんかな

ベター.ぐるん

ベターとぐるんだ

mといつしよ

さいしよはおそかつた

しぜんにたつ

忠人なL

ぐ-るつと

かつてに立つ

ふつう

ゆつくり

はやい

さいしよはゆつくL)であとははや

いからしらないうちにたつてい

ち.

ほかにもあるかな?

もしかして全市当てはまるのか

な.ひつくL)玉つて心ぞうがおな

かー二立上手ろ_

全称あてはまるんだ

おそい

はやい

ふつう

欠J*

欠JF

欠JF

正人なし

*lt出

禾漢出

兼捷出

f!入なし

記入なし

正人なし

正人なし

正人なし

た入なし

聖人なし

あつ!

もう?

た入なし

青まわL)善してからうしろまわL)暮しよう

ごろ-.んゆつくiJで.はやくなつたL)する

すつとたつている

うーんう書くいくかな

よいしよよいしよわつせわつせ

ふうやつと回L)拝わつた

た入なし

正人なし

た入なし

聖人なし

まわるかんじが早い

正人なし

ⅩⅩVl



餐 料11か力 ヽえこんだゆうれい前l貞転(8)の前転)の感じrマット運動](感想カードから)
書E] 名前 (3)かかえこんだゆう九い前 壬1l拝(10/24) 箸2時(10/27) 貰3時(ー0/30) 王朝持(ll/06) 壬5l拝(ll/10)

■ユウ力
転がる前 ことばであらわせません いくぞ せ-の 正人なし 召巳入なし

転がつている時 ことばであらわせません べたつとついて ベたつと ∃巳入なし j巳入なし

立つた時 ことばであらわせません よいしよ できた 言巳入なし 監入なし

2 リヨウ
】転がる前 おなじ(かと ⊇巳入なし 兼 也 】巳入なし 兼 也

1臣がつている挿 よ;E1じ 一巳入なし 兼 班 】巳入】圧し ま 班

立つた時 監入なし ー巳入なし 乗 班 蓋己入なし 未 班

3 レイ

EtJJ,ru 欠JE 未】I出 兼 也 未提出 兼 氏
転がつているl昏 欠点 兼】壬出 夫 也 兼ZE出 乗 班

立つたP8 欠点 兼tE出 兼 tE出 日J,-. 夫 也

4 モモミ

E:▲,r.D わhヽんない やるぞ いくぞ ー巳入なし ー巳入なし

j転がつていi)持 力ヽちだが‡るまつているようなかんCカtしたぐる-ん ベたつ 里人なし 】巳入なし

立つた時 わかんない よいしよ よいしよ E入なし 召邑入なし

5 ノッコ

EL,I.,J,J やつてなかつた いくぞ 未】I出 欠JE いくぞ

忘がつている時 かんたんとおもつた くるUん i.ir 欠Jk Ld)-?!!??

立つた時 かんたんだつた よいし上 未提出
▲.;I

よいしよ

6 クミ

EL.▲一,;u ゆつくり ゆつくり ゆつくり ⊇巳入なし E入なし

一臣がつている時 はやい tまやい はやい
･-▲-

E入なし

立つT=時 はやい はやい はやい E入なし 監入なし

■ヒデキ
転がる前 ことばにだせない よしいくぞ ことばに出せない ZE入なし Za入なし

転がつている時 配入なし 字にかけない 】巳入なし E入なし
･S-

立つた時 記入なし いつのまにかたつてる i巳入なし ⊇巳入なし 記入なし

8 マコ

tEがるl打 X ぐ石んとかな? E入なし E入なし !巳入なし

1臣カ{つている陣 E) くる-んとかな?そ九とも ころん 】巳入なし ころころころ

立つた時 X くるつとかな? ころつ 王巴入なし ころつ

9 ヒロ

転カーる一打 やつてないからIけない 欠席 欠JE E入なし
i:;I

転がつている時 やつてないからIけない 欠Jk 欠JE 記入なし 欠JE

立つた陣 やつてないから書けない 欠JE 欠JE ZE入なし 欠JE

ー0アキラ
Et.,:ロ むすかしい むずかしい 未tE出 兼tE出 兼lE出

iiがつている時 たのしい たのしい ;-. ;.-, 未提出

立つたt拝 たのしい むずかしい 真理出 5ttI出 5t一I出

ー1 ルイ

I.J1;U 手はうまくついて匝lれるかな こんJ(は6tはぜんぶつくかな- 正人なし 】巳入なし ー邑入なし

】臣がつている肝 辛がうまくつけてよかつた どうかな- 】巳入なし E入なし 】巳入なし
立つた時 (1芯Ⅸぉも体が全ぶつくんだなあ 体はすこししかつかないな E入なし E入なし i巳入なし

ー2 アイ

i臣がる¶ 3かいめはだいじようぶだつた 3かいめ!できるかな 兼 fI出 兼 ーI出 兼 tF出

転がつている時 いつた! ヒヨ! 兼】玉出 兼 tf出 兼 tF出

立つたl拝 せいこう! よいしよ! 兼 ;■■ 提出 圭 提出

ー3 リサ

長がる甘 兼tE出 兼ZE出 兼 tI出 上出 兼 ;-.■

転がつている除 兼事玉出 兼tI出 兼 班 也 乗 tI出

立つた一持 兼】壬出 未提出 兼 班 兼 也 兼 tE出

14 力ズ
転がる前 やつてなかつた いくぞ 麦 也 也 夫 fI出

転がつている時 かんたんとおもつた くるん 兼 也 也 夫‡T.
立つた】拝 むすかしいだつた よいしよ 夫 也 也 兼 tI出

ー5マヨ

可臣がる一打 せ-の A-いスタート Cl)とおなじ E入なし E入なL

忘がつている梓 =ち-ん と-ち てもftといつしよにまわつて 】邑入なし 里人なし

立つた時 スタt.} スタツ たつ E入なし !巳入なし

16 タカシ
転がる前 堤)とにている ひじの力をつかう 兼 也

･∃-
東m.

転がつてい石暮拝 ぐるぐる たのしい 兼 也 監入なし 兼 班

立つたl拝 よいしよ ちょつと力をつかう 兼 也 】巳入なし 兼 班

17 ケント

転がる一打 未】玉出 未提出 未 班 提出 未 也
忘がつているEFB ま】IZtI ま壬ILt! ま 召】 上出 ま 也

立つたf昏 兼iE出 兼tI出 兼 也 班 兼 班

ー8ナオヤ
重臣がる軒 】巳入なし 監入なし 】巳入なし 也 E入なし

貞臣カ{つている障 里人なし 】邑入なし 】巳入なし 兼 班 】巳入なし

立つた陣 Ja入なし 王己入なし 里人なし 兼 也 】巳入なし

19 ミズキ
転がる前 自分がんぱれ 記入なし 兼 tlttL 去 出 兼 也

転がつている陣 まわるのlまやい 記入なし 夫 提出 兼 也 兼 也

立つたfB できた 豆入なし 夫≡.rL. 先 也 先 王丑

20 メグミ
】Eがる前 兼】I出 欠 兼 tE出 兼 也 未 也

転がつている時 兼lE出 rL] 夫 也 出 兼 班

立つたー拝 兼tI 女鹿 兼 盟 兼 也 兼≡;-.

21 アツシ

EL...,Zu 兼11出 ③と②のぜんてんはいつしよかな- 夫 也 也 兼提出

転がつている陣 兼tE出 いつしよかもしれない 兼 也 也 兼提出

立つT=陣 E∃;-7;Bl あ(3)とGZ)はいつしよ1=' 兼 -. 兼 上出 兼提出

22 ラン

Et..-;lJ 】巳入なし 王己入なし E入なし 正人なし 】巳入なし

忘がつている時 ゆつくり くるつと,S､わつと ぐ石ん,i,あー E入なし 】E入なし

立つた時 はやい どん 立つ t巳入なし ー巳入なし

23 リン

転がる前 きもちいい きもちいい きもちいい E入なし

■
入なし

1臣がつているEF5 たのしい ぐ-るん ぐるん 】巳入なし E 入なし

立つたl持 jbたまがぐるぐるLた よいLよ すわりながらたつかんじ ja入なし E入なし

24 ショウ

i昆がる一打 がんtまるぞ 心t巳だな-一でもがんはろう 夫 tE出 5ttI出 5ttI出

転がつている時 よつこいしよつと よし.もうちよつと 未】玉出 兼埋也 未提出
立つた時 やつた-できたぞ やつた-.心正しなくてもよかつた 兼捷出 兼連出 未提出

25 力オル
E...-

▲.iJ-I
次はくるりんぱといくかな どういくかな 配入なL 記入なし

忘がつている陣 i)a く-るLJん 気もちいい 】巳入なし 配入なし

立つた一拝 Fヨ三-a よそうとちがつたな うかんだかな 】巳入なし E入なし

26 ユリ

転がる一打 ゆつくり 患入なし 兼】壬出 5ttF出 】巳入なし

転がつている】拝 ゆつくり GZ)と同L: 兼l1出 5tfI出 E入なし

立つた一拝 はやく 監入なし 兼tIEtL 日;-.I E入なし

27 アユミ

i巨がる前 監入なし 俊)となにがちがうんだろ? ZE入なし ー巴入なし E入なL

転がつている時 (aといつしよ あんまりちがわないな- E入なし 】巳入なし !邑入なし

立つた時 監入なし あつかつてに立つてる! 監入なし !巳入なし 配入なし

28 アヤ力

転がる前 下がふ二bふわして五もちよかつた きもちいい きもちいい j巳入なし きもちいい

】昆がつている時 でき石かな? まわるのがーまやい まわるのが吐やい 監入なし ぐるん

立つたt拝 できるよ できた できた E入なし できた-!

29 トモヤ
E..,訂pf] E) E) 兼 也 E3;-.I 兼 也

転がつている時 E) E) 兼 也 兼tI出 夫 也

立つた弥 × E) ま 班 日;I 夫 也

30 トモミ

E:I,r盲 手を下げたとき.ぉしにt>つ血､けJ:うとかんじ1= ぐるぐるした 夫 也 】巳入なL 兼 也

】Eがつている時 だるまさんみたいにした 足をまけた 夫 也 】巳入なし 兼 也

立つた肝 すわつてたつた そしてたつた 兼 也 E入なし 兼 也

3ー ユリコ

E:A,.-U. こわい 未提出 欠点 5ttF出 兼 也

転がつている弥 いた 兼tltLl

▲1i.I
E3.,.. 乗 也

立つた時 あたまがいたかつた 兼tE出 ･上｢ 兼lF出 兼 班

32

33

34

35

36

レノン

エリカ

ケイ

ナオト

ナオミ

転がる一打 欠点 欠点 さつ E入なし 聖人なし

忘がつている時 欠点 欠点 ぐるん E入なし ゴロン

立つたl持

転がる前

転がつている時

立つた時

転がる一打

転カーつている時

･=-:I
E.J.一-
転がつてい右膝
立つた時
【J...m
丘がつてい石ー拝

立つた陣

欠点

はじめは1回転と2回転しかできな
かつたからできるかな一つとお
もつた

はじめといつしよで,さいしよは
ゆつくりで,あとでははやくなつ
てL-

ちよつとだけしつぱいしたけど.
まあ-いいかつとおもつ1=

だいじようぶかなb心ー巳だなあ

手首のほね力{おれそう.ぐりぐL)-

安心,.安心

てをまわしていた

(1)と②とおなじ
(1)と②とおなじ

･:,-

ふつうにころがつている

j巳入なし

欠丘

ふわりつつとするかな?

どんつとついていたいなあ-

またしてみよ-

ぐるぐるとぐるんかな

ベター,ぐるん

なんだ○ベターrとぐるんだつたんだ

(1Ⅷといつしよ

さいしよはおそくてあとははやい
はやいのをりようしてたつ
記入なし

ぐるつと
記入なし

ふつう

ゆつくり

はやい

おしL)がたまにど-んつてつい
てころがつている

ほかに1すがあるのだろう?

もしかして.全称当てはまるの
かな.心ぞうがおなかに落ちそ
つ

全点当てはまるんだ

おモい

はやい
ふつう

欠JE

欠丘

欠席

E入なし

未捷出

兼捷出

未捷出

星人なし

た入なし

E入なし

】巳入なし

】巳入なし

E入なし

Ja入なし

監入なし

き巳入なし

立つ

前まわL)をしてからうしろ
まわりをしよう

ごろ-んゆつくりで.はや
くなつたりする

すつとたつている

うまくいくかな

よいしよ

うまくt司九てよかつ+T

F_入なL_

里人なL

】巨人なL

P_入なし

P_入なL

･-1-
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資料12 自分の転がりみつけ[マット運動】 (感想カードから)

名書
*4*(ll/06) *5*(ll/10)

●l:.
自分のtEがL) 書じ舌 ●l.‥ 白金のtiカu) JBL1方

■ユウ力
① 世人なし 】巳入*し a

㊨ 正人なし た入*し ② 書方書王り せ-め.よいし▲,できた

③ 正入なし だ入*し ⑳

2 リヨウ

① 七人なし ① 兼捷出

② ごろ-んと日つていたかんじb(した ② 朱捷ztL

㊨ E入なし ③ ;.■■

3 レイ

① 兼tt出 LD 兼吐出

② 兼8t出 ㊨ 兼tt出

㊨ 兼捷出 ③ 禾tI出

4 モモミ

@ 団
② 暮J* E]力{まわつたからわかんない ② 甘tibtり5t司仕ろ転がり6回 ふつうに‡わる.もう一国‡わる,もう-Filまわる(あと2国)

@ ③

5 ノウコ

① 欠Jt ** ① 大きなfrtEiI{L) いくぞ.ころつ.できた!l

㊨ *J* A+ ② 甘方寸玉L)
いくぞ!!,ぴJ:ん!!?.できた

③ 欠♯ 欠★ ③ 大きな■転がり いくぞ,しゆ-つ!!??,よいしJ.

6 クミ

⑨ 羊なしPr丘 ぁが声つた ① 書ろ鞍ポリ ないです

② 事なし書k めがfilつた ②

③ ③

丁 ヒデキ

6) ①-②-(勤-②-①-② ①の書てん②の≠てんとこうごでできるかな ① tt ‡つすぐいけるかな.もう1早.よし2日れんぞくでできr=ぞ

㊨ ②

㊨ 手なしー一i あ1=‡だけで‡われるか8: ③

8 マコ

① ①

@ ●1I■ マット‡いつぱいつ七げ+=d)で.4包ぐらいまわれた 同
③ 事を兵に (卦の♯垢のJ#,手をおくにしてやつていた @ EB ころころころ.ころつ

9 ヒ□

① @ 欠♯ *J*

② ② 欠ヰ **

③ 事なし*G まわつているときFi,なにもかんじないけど1=つとEIZ){まわる ③ EZ) 欠#

ー0 アキラ

① 未8t出 a ;-.T

② -iT. ㊨ 末社出

③ 兼tt出 ③ 禾tt出

⊂ルイ
① うしろ‡わり うしろまわりできるかわからなかつたけどやつたらできてよかつた ① &ろ七h(り うしろまわりもやつてみよう,ぐるん,できた

② ②

③ ③

12 アイ

① 未捷出 @ 未捷出

㊨ 兼it出 ② ;■■

@ 東llth ⑳ 素姓th

13 リサ

① 兼tt出 (む 未tt出

㊨ 兼tt出 ② 兼tt出

③ 未tt出 ③ 兼吐出

川 力ズ

① ;■-l 団 未仕出

⑳ 禾吐出 @ ;..-

③ 兼tt出 ③ 未tt出

ー5 マヨ

① tttEがり*ろtEがり さいしJ.f2まえa)ままいつてたつ.うしろでもどる ① J&JEこえる いきおいをつけてだんさをこえる.まただんさがあつてビューつ
ていく.まつすぐのところでもつかいぜんてん

㊨ ②

③ ③

16 タカシ

① 大きな書広がt) すこしだけ①が②と③よりおそい. ① 禾tt出

㊨ jE* はじめとさいごはふつうだけt'‡わつているときtまぐるぐる ② ;■ー

⑨ *捷出 ③ *tld)

一丁ケント

① 兼tt出 ① 未ttZtl

㊨ 未捷出 @ ;.I

③ 未tI出 ③ 兼捷出

① 未8t出 ① E入なし

ー8 ナオヤ ② 兼現出 ② だ入なし

③ 未捷出 ③ 正人なし

19 ミズキ

団 A,-.-

団 *溝th

② 兼tt也 ② *tld)

a 兼捷出 ③ *tld)

20 メケミ

① 未年出 † *tld]

② ;.,

㊨ *ttth

③ L;-.■ ③ 未捷出

2ー アツシ

㊦ 兼tt出 ① 未tI出

② ;■t ㊨ 兼捷出

③ 未捷出 ③ 未捷出

22 ラン

① ① J8ょこえる いくぞ.ビュー,立たすにもう一回

② 暮*して生ろtiカーL)暮& マットをつなげてやつたので一国ぐらいできてかえつてくるのに
うしろむきでころ群つた.かえつてきたので自が‡わL)ましT=.

②

③ ③

23 リン

⑨ ① *カ書iEL} いくぞ,ぐるん.すわリながら立つ

② Eヨ ぐるんとれんぞくしたQ)でさいごに日がまわつ+= ②

③ ③

24 ショウ

① 未捷出 ① 未8t出

㊨ 末技出 ② *ttdl

③ ;■■ ③ ★tftb

25 力オル

⑨ ①宅)項)窃)⑳丑 ①②⑳⑳②①とdr丘がt)暮した. J1 息暮こえる いくぞ,いて1.ふう-

② ②

③ iL13甲 ③VI伝がりをれんぞく3回したヰ.先もちよかつた. ③

26 ユリ

① ;-■■ a 書EがL)3日♯ろ丘がり2日 ーに振がつて,くるん×3牡ろに転がつて,ぐるんx2

② -;-. ②

③ 兼tt出 ⑳

27 丁ユミ

⑳ 鼓ろtiがL) いつしゆんだけはんたいになつていた. 甘 仕ろkがL) 正人なし

⑳ ②

③ ③

① ① 大きな廿Eがり J:-し!,シユ.J!.できた-!

28 アヤカ ㊨ tJ*5lL 5艮れんぞく日つたP+,とつてもElが斡つた. ② T一方書玉り きもちいい.ぐるん,よいし上

③ ③ ft方寸‡り きもちいい.ぐるん.できた-!

29 トモヤ

① 未tt出 ① 禾tI出

② 兼tt出 ㊨ ;,I

⑳ 禾&出 @ 未tt出

30 トモミ

Q)
Q)のまえ転がL)ほなんかぐるりんと手わつてしぜんにたつていま
Lー-､

① 禾tt出

② Eヨ ②の‡えころがL)fま.ぐるつと2かいしてそして立つ○ ② 兼tE出

③ ③ -;.1-

31 ユリコ

① ;-.I ① ,A..I

㊨ 未8t出 ㊨ ;.-●

③ 未tL出 @ 未tt出

32

33

34

35

36

レノン

エリカ

ケイ

ナオト

ナオーミ

団 5ii)*ころがL) すこしおそいけどかるい. ① 書方書‡L) ビiン.空中でケルン,いきおいJ=くバンとすわる

② ②

③

①

②

③

①

a

㊨

③

団
②

③

国
㊨

③

兼tI出

兼捷出

末技出

①署噂)

①②③⑳②③

(②x2ii+&ろ七がL)1
LーI2■1*

とLF+I

‡liがL)

Q)とG?とQ)のー6d}れんぞく‡しr=.すう一つと官つていて.き
I)がないl一な■L=がLた∧

(脚a)じd)ん事でkがつ1=.いつもとじゆん暮がちがう
JB['_Jn_丁~ヘ^.丘JLl'^{lj-_

■k壬2FiIしてかち牡ろ日り壬1月†るd)を2Fil九んぞくした.
丘があちこちいちんな斉tコ■<よl-_dLt=A

L=やんぷしてからてをついてまわる.

さかをつくつてころがつて*しかつた.

③

①

㊨

@

①

@

③

①

②

③

㊨

㊨

③

手なしーk

書一ibtり♯ろ長がり

書thu)書ろ毛がり

廿tiがり&ろtiがL)

IJ)ーtE

IろtEdL)2早廿モがり

とびー長

暮■

書方書‡り

ゴロン.立つ

*まわりをしてからうしろ‡わりをしJ=う.ごろ-んゆつくL)

で.lまやくなつたりする.すつとたつている

†まわり舌してからうしろ‡わり壬しJ=う.ごろ-んゆつくり
で.ー暮やくなつたりする.ナつとたつている

ー‡わL)をしてからうしろ‡わり善しよう.ごろ-んゆつくり

で,fまやくなつたり†る,ナつと+=つている

うまくいくかな?.きちんと立てるかな?,うまく垢がれてよ
かつt=ホワ

うーんうまくいくかな.よいしよよいL▲わつせわつせ.ふう
やつと宮tJさhつf=

う事くいくかな.よいしJ=.うまく由れてよかつ+=

てをつけないでころがる

まわるかんじが早い
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資料13 本時の捜集後の感想【マット運動】 (感想カードから)

I 名画 ‡一時(10/2一) ‡2特(10/27) I3ヰ(10/30) *4+(ll/06) *5*(ll/70)

■1r>^
†日の1=いいく法むすかしかつ1=.書Ebは項)をや
ると±に足毛あl1ようとしてせなかモうつたか

ら,でもすぐになおるからよかつたとおもつた中

き▲うは,①と③のぜんてんが'eきてよかつた
よ,

めbtまわつたからわかんない, めが手わつr=からわからない.
日が‡わつてきもちわるかつ1=からわかんな

い.

2 リヨウ

†日ーj1ヽつJIL､の人がきていました,そしてマ..I

トのたつ人のこうL:やくんがきまし1=.ぼくはT=

からマットのリクエストをだしたんだと尽いまし †8lよまえみたいにどこがRじかさぐL)‡した.

*拝d]
1ぱんと2ぱんのぜんてんliおなじt='と患い‡し

*捷出(I,①のd)せてんをJLました.どれが同じとき ③d}世てんをやりました○まえみたいにわからな た.あと.おとがならない4)カーおなじだと思い‡

かれてわかんなかつ1=です.②③の♯てんだと息
いました.で毛ちがい未した.ぱくはfがならな

いOdRじだと思いました.

かつたです. した.あと,2(Sんのしんかけいをし‡した.

3 レイ +JL ■ー一暮且l

ー;.I L;I■
*暮■舛t

E)モモミ ①a)廿転でマ-}トのないところでおしL)‡うつT=
けどたのしかつた○

†8はまえよりもt'こがおなじかどうかZIfわかつ

た○
はじめ4)ときよりどんなかんじかよくわかつた一 目b(まわつてき毛ちわるかつた. なんかいもまわつ{=から目がまわつたc

5 ノッコ

わたしは.ちょつとむすかしいとおもいました.
今I)は,前転がりをして,ちよつとつかれ手し

ただつて3つの甘垢ポリr士~ろがるからつ
*tlth *捷出

†日d)体書はおもしろかつたです.3El目a)転が

でも,おもしろかつたです.(》と②と③壬やつてかれ‡したでも*しかつたですわたしli L)でちょつとまた3El目でち▲つとやだだつたけ
おもしろbLつたです.

今8a)件書を兼しかつf=と患い事した. ど.ものすごく♯しかつf=です○

6 クミ 今El[土*しかつた,①a)甘転と②の瀬転と③の甘*日も①の≠振と②の音tiと(雷a)ホtiは先生が やーょり,いつもとRじで(享)②③の甘垢lまRじで
す. すこし②の廿垢と③a)首転はむすかしかつた.

†日lよ.圧)の屯毛Q)it叱集はうしろまわL)T='

垢は,先生が育つf=J:うにいつし上でした, いつたJ:うにおなじでした.
なつと五つたBでもrまかのはわからなかつた.

でも毛つともつとマットであそtfたいです.

丁 ヒデキ

こうじやくんになろうで.こうじやくんはt'うい JIltヨの拝の①⑳診のれ転‡書くIfはかけなかつ
ころがる書で,う辛くいくかな-と患うけど.

じつさい[=ころがると.うまく‡つすぐにfiくと

きと.ななめになるヰがあるけど.手つすぐ行く

のが多いけどしつぱい†るときもある.

こんかいは,2かいこうじやくんになりなh{らで +Elー土1回しかしんかけい毛JLつけられ‡せんで
うきもぢかよく分からなかつf=です.どれもRL:

てEqいた特.Rじなんだと患い‡した○
たけど.+日の鵬)の宙tiはかけてJ:かつたで
I.

きたからこんどはぢがうd}をもうちよつとみつけ

石.

した.いつか.やつf=ときまたしんかけいを見

つけたいです.

8 マコ

JL宇しました(力ゼ)d†日のだいめいFLr-
わ7-=しl土.2暮と3Iができなくてこわくて,マヨ

がだいじょうぶといつてやつてみたらで±‡し
†E1,わ7=しはいつも‡で(王)②③香れんしd)うし
て†E3やつたら少し早くなつていましたjIの

†日.マット青首巨もいつ(1いつなげてやつた †日.大きいあついマットで手なしの甘轄をし

一つじやくんになろうー)といつだいJ)いでし f=.すごくうれしくつて,なんかいもやつて2D分

休みもやりましたわたしはマ.Jトbtさらい1--'つ
中で(紹③をそうぞうすると,③は手書おくにお
いてまわつてい‡しt-ゎたしEiマットがきら

ら.一国や6肖'C圭ましT=.たのしかつたヨ-.I ましT=.すごくたのしかつT=です.いきおい套

f=.わたしは.暮へかえつてやつてみたら,■が
日tいろいろして(訂の前程套みたら,手‡おくにつけてまわるのがf=Q)しかつたです.またやり

いたくなり‡した.
たけどすさになりましT=. いだつたけど.すきになりました.

していました.たのしかつたです. たいです.

○ ヒロ

Q)の廿tiは.手a)ひらをつけて‡わつていT=け

ど.②の書仁r2,手のこう書つけて‡わつてい
た.浪転ーま,いろんなやL)かたがおもしろいなあ

と患いました.

欠■ 欠■

さいごE=.わたしのはんのマット壬tEんぶかさね

て書盲をしたりしました.すごく*しかつf=で
†.

欠JE

l○丁キラ f=のしかつたです,またやL)たいです.

き一うは,すごくおもしろかつたです.こうじや

くんにいろいろなこと‡おしえてくれました.こ

うじやくんは,すごく王つとのめいじんでしT=ー

おもしろかつたです.またやリたいです.

*捷出 *捷出 *捷出

E] ルイ

こうじやくんに青まわりをJLせてもらつてからグ

ル-プにわかれて7B‡わL}モやt}手した.こうじ
◆8liRじかということモいろいろ九つけてくど

んなふうtこかんじた?)1こかきまし+=l.いつぱい

見つけてわすれた~ともあるけどいつぱいJLつけ

◆ljは,㊦のI軽壬Lfしr=.ほかd)こは.㊤の
革6と⑳の帝6もしてい+=けど,竜)の前程が1ぱ
んう辛くできなかつたからやつてい7:-~う‡くで

†即壬,自分でも書えてといわtLT=ので②の♯ †日抹.ふわふわのマットもあつていろいろな

やくんみたいにう*くいかなかつたけどグJL-プ ‡うしろ*わL)にかぇ*した.う*くいつたので ふうにうしろまわLJや廿まわL)tして*しかつ
の子におつ先んしてもbつつてうれしかつT=.た

すけあつて出*たから兼しく出*ました.
てよかつたです.

_ら
きてよかつたです○ よかつたです. たです.

12 丁イ

わたしFi.マ-Jトあそぴでたつじんがき1=とき

ぴつくt)しました.マットあそtFもたa)しかつた

です.もつといろいろマ.Jトあそぴがしたいで

す.

†E),でんぐL)a(えりをして♯しかつたです.こ

れからも.件いくを1.=のしく,けんきいつばいに

していきたいと書い‡す.

*捷出 ★tIEh *捷出

ー3 リサ =■一事地
*JIM 一..A

*Jr什l ▲一●什l

川 力ズ

わたしは.むすかしいと患いました.でもかんt=

んでし{=.1日の件7rliすごく*しかつたです.

またやりたいです.件†大すさです.

わf=しは.一事‡できたけどニーもでぎf=.でも

三■はできてなかつた.でも†E]の件7f妊すごく

♯しかつたです.

兼tEZtL *連出 ★ttdI

1S マヨ
†8[i.マ-JトあそtF暮した.さいしJ.r土おそめ

†8は.イガイトオモシロJ).}タ.ナツタワ†,

ーバンニデキルヨウニナックモーン(ジマン
きょうは.どんなかんじがするかあ妻らかにして

†日l士マv.Jトを三つつなffてやt)ました.さい

しよは‡えーろがりでたつてーしろ~石がり
†E)(iだんさ4)着てん左した.こわかつf=で

で,さい._l士ビューンといくQ)がわかLJ手しt=.
ジャアリマセン)

た○でも,かんかくはおなじだつた. .つー.

で毛どる.
す.けt'たのしかつた{.す.

E] タカシ ①はかんたんでしf=.でも②と③FまちJ.つとむす
かしかつたです.

E入なし. 兼捷出 なかなかこうじやくんになれないけど. 兼捷出

l7 ケント A+也 ▲暮■止l *8F出 i.. *I■出

18 ナオヤ

①a)甘‡わりや⑳の壬え手わt)善して①と②ほで
きたけど③ができ8:くてくやしかつたです.でも

①と②ができてう九しかつたしおもしろかつたで
す.

こうじやくんはあしをしぜん[=たてていたけど.

1まくは一回だけしかぉし‡しぜんにたてT=けど1

日できたd}でうれしかつたです.

さいしよはおそくてあとは妊やい. *暮I出 ころh(りかたb(ゆつくL)ー

19 ミズキ

こうじやくんになろうということで.こうじやく

んになろうつてどういういみかなと患いました.

(》の官tEはできf甘んでしT=.で毛やつたらでき

手した.うれしかつたで†.

†E1.①の甘転‡やつたヰ,おなかがいたくなり

ましT=○なので,②の書Gと⑳の甘軽暮iやりまt
んでした.でも.ちJ=つとt'け①の舌k妊やL)‡
した.

兼捷出 兼It出 *拝出

20 メケミ
-i-.

+I
-;.I

*暮■TH *暮■汁l

2ー 丁ツシ *8t出
このぜんてん蛙.あそtfになるとJLいま†.こう

じやくんは木とうF=マットのたつじんだと患い圭

チ.

*杜出 *捷出 *捷出

22 ラン

どれもさいしよはゆつくリでさいごらへんliはや
さいごd}ところのどんていうの杜足がどんていう

かんL:でつき壬し1=.くるつとのところは件がく

るふわときましT=.かんじかたはRじでした.

ぐるんは件h(ぐるんとまわつたようにかんじまし きようは,マットをつなげてやつ{=ので目がま

きJ.うは.ふかふかのマ+}トをつかつてやつて

手をつけないでやLJました.たのしかつT=で
いかんじでした.おなじふうにしたところrtゆつ t=.ふわ-は件がふわつとうくようにかんじられ りました.うしろむきでころbーるほうのカーなんか I.マット書かさねてさかにして竜)の宙転と
くL)でriやいということだとこa)プリント套JLて 壬した.さいごa)立つは.件がいつのまにか立つ ころがる回すうが多いのかなと思いました.TIの か.うしろころがL)善して.さか書ころが石葡
患い‡した. ていました. しかつたです. てをつけて足をtjよんとしたらコJ)ンところが

るようでした.

23 リン

わたしは.きJ.うのたいいくで1=くきんd)人たち

がきていてtfつくt)した.tこうじやくんになろ

うjをしてきもちよかつた.なぜかというとはじ

わT=しは.きJ:うa)たいいくでまわるときF=ぐ-

石というかんじがした.Q)d}甘転②の前転⑨の甫わたし昧.きようのたいいくでぐるんというかん
きょう0たいt.､くでtま.ぐ呑んというかんt1だつ

たわたしはれんぞくで4カヽい力ヽ5かいぐらいし
わたしは,きょうのたいいくでまつとのうえ

め手をおくときもちよかつT=から,あとさいごa)

ところもお毛しろかつた.またやりたいです○

屯‡していつのまにかf=つていた.まf=やL)f=い

です.さいごにあたまがぐるぐるした.

じhtしf=.手えはぐ-るんといつかんじ1='つた.
たので目が‡わりました.

で.①d}辞転とかをしました.たd}しかつた○

2一 ショウ
rこうじやくんになろうJで①d}手伝lまかんたん
だつt=けど.⑳診riけつこうむすかしかつf=で

I.

3つa}羊毛で,こうじやくんのt7rていたら.㊨

も②も③も立ち方がいつし.tでした.こうじやく
んはーしらないうちに立つ1といつていましT=.兼

L力ヽつたです○7:f=やL)T=いです○

兼捷出 兼捷出 兼捷出

25 力士ル 欠■

†日,マットで垢h(つt=らけつこう*しかつた. +8は.③の甘転htLJのさい♯h(立ててうれし
†E)ri①紛魯と甘垢がりをやつてみt=らでき
た.それがとつてもうれしかつた.

*日は,マット套うごかしてさか‡作L)まし

+まわL)の行きかたがう手くいつてう九しかつ かつT=.また書しいd}ポでてさたら,そd>こと毛 f=.そこで,あたま圭のぱるところではまつて
た.またやりたいな. やつてみたいな. しまつた.兼しhヽつたです..

26 ユリ

わ1=しは.ヒロとクミとエリカとカナとマヨでや ◆8わ(=しrよアユミとナオミとユウ力とモモミ

*tt出 兼tt出

†E)ri.さいIa)マ-}トで任)のしんかけいをや
i)ました.どんなかんL;かというと.ゆつくり とやりました.まわつたかんじはくるりくるり. りました.甘転h{りx3.牡ろ転h{りx2やt)壬

ゆつくL)早く!!でしf=eこうじやくんになれた

bヽな?

あつできた.こんなかんじでしT=.3EしかつT=で

す.

した○音程がりはくるん.■ろ転がり[iぐるん

という■じでした.

27 アユミ

わたしは,*日の件ーl壬あん‡L}おもしろくな

わT=しは◆E]は(むと②ができてよかつf=です勺で
ち.倭)はで圭幸せんでした.でも.たのしかつt=
です.あと,なぜかいつもはぐるんなんだけど,
◆E)l士ぐ-iIんつてかんじだつT=,あと*E]はま

えよりもたのしかつたですQでも,2固ともおな

I:件書[iしたくないです.

わたしlよ.†8tまこうじやくんがこなかつたので

連JE書JIF=やつてもらつていたけど,一事さい
わ{=しLi①の手垢で.どんなかんじだつT=かとい
うと,少しだけはんたいになつていました○

わたしは,†日は①か②か③の中の音程で.お
なかだけマ.Jトについていないことがわかり事

かつたです.でも,①と②はちがつたr+ど②と③ しよrLかた‡つたま手でおきあがるときいて した.T=のしかつたです.あと,マット青いろ
はおなじt='つf=です. ぴつくL)し‡した.でも.できませんでしf=○み

んなでぎていませんでしT=.
いろなさつきとちがうぱし▲において庄)-③a)
辞転を†るのが一書たのしかつたです○

28 アヤ力

わT=しは.ルイと1)ンといつしよの柑壬くみまし

た.ミズキとユリコいつし上に■査くんでいた3*
◆日は.3つの宙転がりは何h(FIじかさぐろうで

した.さいしよに,こ5じやくんのおてほんをみ

‡す.Aてい石とかんたんそうにJLえるんです

†日l土.こうじやくんになつてい1=ときのころ †8は,こうじやくんになLJf}がら自分のころ
†8は,こうじやくんになりなdら自分のころ

がL)をひろげようでした.さいし上に,こうじ
たいで,いつしJ.のマットに入つて兼ました.つ

かれたからやすんでいたらユリコb(ーきんきゆ

i)FtどんなIじかあきらかにしようでしf=.さ

いし上にこうじやくんのおて本をJL‡す次に自

り毛みつけようでした.さいしJ.にこうじやくん

のおて‡をみましたかんたんそうに見えても

うじたいきんきd)うじt=い)といつて人こうこ
が.‡当Eよけつ._つむすかしいんですJ:.次l_良

牙で①の音垢②の岳G③の蔀GE壬■†の書FI 書当はとつてもむすかしいんですよ†臼は やくんの見本奮JLました.次に自分で♯ー毛し

きゆうしてきT=のがちょつとだけおもしろかつた

です○

分で.①a)首忘.(謬の書垢,③d}+E壬ー†のヰ

Iでやり‡した.とつて毛たa)しかつたです○
でやりました.とつても*しかつたです. とつてもたのしかつたです. ‡した.とつても発しかつT=です.

2B トモヤ おもしろかつT=です○①はできたけe@と㊤l‡で
主なかつたです.

おもしろかJ>T=です.⑳d)書てんをしたときはお
もしろLヽでナ.

★坤ttl 兼捷出 *連出

30 トモミ

†ELとつてもたa)しかつたです.いろいろ先生

がきてくれたd}がとてもうれしかつたでナ.I

T=.こんt'右やL)たいです.

+日,こうじやくんd)吃)⑳⑳のことをt'4)よラん
にやつているかみてい‡した.そして.さい=lこ

一人かS人ぐらいでれんし●う幸しました.また,

こうじやくんとやL)たいな-とおもい手した○

兼捷出

†El,こうじやくんになL)ながら自分のころがL)

李JLつけJ:うということ幸マットうんどうでしま

した.とてもた○しかつf=です.士t=.こうじや

くんといつし▲うげんゐいやつていきT=いな-と

おもいました.

*捷出

3f ユリコ 4.A.tfム虫壬.L^<r1.血ヽ1+,-ー
-.;ー■

●一一 土JrtN
:-;T

32 レノン 欠JF *JL

前回t)つていろいろなやり方があるんだな.いつ

ぱい■じられてうれしい.もつと.いろいろな

L)方でやつてカーたい.

いろいろマ-}トをかえてやつてみた.その中で,

r5日書ころがりJをしf=.1回よL)やりにくかつ

1=.でも.かるかつた.

ぶあついマットで.空中モクルンと卓垢しT=.

さい=.マットのJ=にいきおいよくI{ン!とす

わつた.うしろ垢がL)でもで±るかなとJLつ

1=_

33 エリカ

†日はrこうじやくんになろう】という†-マでし

た○わT=しIiさいし▲l=クミと4んだけど.せ暮

書Ⅰ[=6.7人でちょつとくんで-といわれT=の +E)はマヨとクミとトモミ,J7コ.ラン.カール

とわT=しでく石んつとつていうd)と.ごろ-んつ

ていう並び壬しましf=.ちょつとだL+こわかつf=

けどたのしかつたです.

わt=しFi,さいし上にゆつくり-C,あとf=はやく

*提出
マットをたかくしてしんかけい‡し1=a}がと

で.ヒE)とユリとマヨとl}ンとぅンとクミとわた 回り‡した.あとでr*やいの,e.おしL)がt'- てもたのしかつたです.あとおしL)套ど-んつ
しでくみました.モれからいつかいてんtl土じめ

にしたら.きいし▲はゆつくL)で,あとでははや

くなつたので,わたしはぴつくL)しまし1=,

んつてついて7-=ちましf=.1=0)しかつ+=です, とうちました.たのしかつたです.

ユ一ケイ

日つた暮,全書rぐるんJと月つt=と五つた.それ

lま.ルイhf書つたr拝hf全ーつく1というIと見じ

事だとJLつた.ふだん邑左するきかいがほとんど

ないので.けしきや日がまわつたりして,ヘんな

■じがした.

さいしよ[S,rくるんJというだけだと丘つてLヽた

けれど.は古かちやんが書つf=様にrベタ-Jとい

E-つt=I,わたしが8じたrくるん｣というa)と.

みんなhf■じたIli.どうもいつしよのfIな先

した.いつし上の様な先がしてtFつくL)した.千

hから,回つているヰ,ひつくL)iつて0ぞう

お{J:かに井つこちそうでぴつくL)しT=.

こうじやくん4)3つのfT軽をしてい石Nirt,自分

の転がt}b(JLつからないかなと阜つT=けれど.し

†日も,いろんな自分0}程がりをJLつけた.足

を■けて①4)yl転をしT=り.IろE[L)をしてか
うのも当てはま石んだなと五つT=Bほかにも旦て ぱらくIえてみ1=らいろいろ自分の応がt)がみつ

ら帝石套した.①と⑳d)i8kのI化けい壬した
L*まる書暮を先JLしT=い. かつf=.性btL=もJLつけf=い.

ので,◆&l土⑳のff垢の暮d:けいもしたい.

35 EZZ] おもしろかつT=. お毛しろかつた. おもしろかつた.
ふつうのマ-Jト毛つん,eすべりt='いにしt=.そこ

ー事L-入Jtf-I+-ら.r(+-Tf-_
きようも手つとをつんでやつた.

36 ナオミ

あん‡り件†の特巾でマ.}トIぴをしない0}で兼

しかつたです.こうじやくんもおもしろかつたで

チ.

耗着くんFi‡と0)マットのめい人だつて†E)分

かつた.分かつた理由はぺつ1=とくるつとb(自分

で8じた!!*J(はどんな‡tFかなあ?

大書
†日l土こうじやくんとおなじt='つたからいろんな

こと壬おしえてもらつT=よ!!
いろいろマットをIかしてくふうしてやつてみ
た.∫

Ⅹ1Ⅹ
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こうじや

椛省くんにt3弓句払lうこと(3年)

2006.10.24 (第1時)

今日は.マット運動の達人の3つの惟にお臓しま

したね｡実際,自分のからだを動かしてみたらどう感

じたかな?同じところ,違うなって感じたところがあ

ったと患います｡またそれは.みんな一人ずつ違って

いましたc

前転を通して様々なことをからだで感じ,3つの前転

共通の｢00な前転｣の｢00｣を発見できるといいです

ね｡

からだをほぐして.マット運動の準備

友達の力をかりながら前回り

達人が3つの前転をひろう!

まずrよ 形をまねしてやってみる

回った感じはどんなんだった??

これはゴローンって感覚かなあ

みんなが感じたことを出し合いましたね



こうL}や

掩響くんの3つの前輪榔

同じね噸汚う(3年)
2006. 10. 2了(第2時)

今回は,マットのたつ人である"こうじやくん"の3

つの前転がりを見て.まねてみましたね｡

こうじやくんや自分や友だちが,どううごいている

のかや.どのように感じているのかを,じっさいに自

分がやってみたり.友達のを見たりすることでさぐつ

ていきました｡そこで出てきた感じたことやうごきを

これからのかつどうの中で.たしかめていきたいです

ね｡

いたくないように横転がり

こうじやくん(マットのたつ人)をしっかりと見てますXXXl

まねてみて.自分のからだで感じてみる

マットだけでなく空中もいしきして

｢こんな感じかな!?j 自分の中でさぐっていく

r三丁~L, 弓

今日のみんなの感じ方 学びのあしあとです



=% 0

稚省くんに捗っていた時脚J.a

亡ん*3感じ力僻カーにしJ=う(3年)

2006. 10.30 (第3時)

マット運動の3回目｡自分の中で転がっているとき

の感じをだんだん言葉にできるようになってきたか

な?また,前回の3つの前転から新しいうごきが表れ

てきましたね｡自分の中でのr感じ方｣をはっきりさせ

ていき.そこから自分なりのうごきがつくられていけ

たらいいですね｡

だるまさん｡こしとひざをくっつけて

この形って何と同じだろう?

r前転がり後ろ転がり｣という新しいうごき

いきおいよく手なし前転｡ ③のしんかけいかな? ≡

感じたことをことばにしてみると･

(至妙前転｡こしをしっかりのばそう
XXXll

(掛前転のれんぞくわざ! !



こうじ や

稚省くんにGPJ塔がら自分G)転がり

を31つ什J=う(3年) 2006. ll.06(第4時)

マット運動も4回目になって,みんな①卸前転

のしんかけいをいくつも発見していたねo何回のれん

ぞくで回っている子,とんでからだをうかせて回って

いる子.みんな思い思いのことをしていて.とても楽

しそうに見えました｡また.一人ひとりのうごきがち

がっていて.おもしろかったよ｡

これからも自分の中の感じた方を大事にして.新し

いうごきつくっていこう

しっかり腰をのばして

走ってからの前転も音がならないように

好きなように場のへんこう

これは何番のしんかけいだろう?

回ったときの感じをことばにしてみる

坂を作り.いきおいをつけて前転

もうこれは前ちゆう返り? ≡



曲1J;ラ(3年)
2006.ll.10 (第5時)

これまでマットの達人であるこうじやくんの3つの

前転をまねてきましたね｡そこから.自分なりのやり

方を考えたり.そのときわたしやほかの人はどんな風

に感じているのかを.みんなでさぐっていきましたね｡

みんなはマットの達人をこえて,自分なりのころが

りを見つけたり.さぐっていったり,感じたり･.･｡そ

れがみんなの学びへとつながっていたのではないでし

ようか｡

ゆりかご スーツと行って.バッと立つ

ボールをこえて転がってみる

マットにわたしのからだをあずけて

ロイター坂をうまくつかって.高いジャンプ

ふかふかマットがわたしをつつんでくれる

鳩も自分たちに合わせていろいろ変えみる

ーー-----

I
-

前方ちゆうがえりも出てきました



# #

私が,保健体育科教育学の研究室にはじめて来させていただいたのは, 2000年(平成12

午)の秋のことです｡当時,勤務していた小学校で,町指定の授業研究会があり,体育科を

通した総合的な学習の時間の授業をどう創ろうか悩んでいました｡そんな時,三重県小学校

体育研究会の夏季学習会が鈴鹿青少年センターであり,ご講演されたのが山本俊彦先生でし

た｡講演後,私から山本先生のところ-行き,悩みを打ち明けたところ,山本先生から｢今

まで,やった授業がどうでしたかということは何回かありましたが,授業づくりからやって

いくことはあまりなかったので,一緒に考えていきましょう｡｣と言ってくださいました｡悩

んでいた私にとって,山本先生のお言葉は本当にうれしかったです｡そして,体育科を通し

た総合的な授業の時間｢表現を遊ぼう-ハッピーミュージカルワールド-｣はスタートした

のですが,やった最初の授業を山本先生の所に持っていったら, ｢これって,おもしろいんで

すか｣と山本先生に言われました｡教師になって10年目の筆者にとって,山本先生のお言葉

は体育を考え直す大きな転機となりました｡山本先生の保健体育科教育学の研究室を何度か

訪れさせていただく中で,ある苛立たしさを感じるようになりました｡授業をビデオでみて

いただいて, ｢こうしたらどうですか｣という示唆をいただけるものとして,お伺いさせてい

ただいていましたが,全然すっきりしないのです｡むしろ,モヤモヤ感を増すばかりで,研

究室を出て自宅に帰るまでの道中は,このモヤモヤ感との戦いでした｡やがて,山本先生と

の対話は,すっきりさせるのではなく,私の授業をいろんな角度から捉え直すことであり,

それについての答え見つけではなく,問い続ける姿とそのおもしろさ(醍醐嬢)を学ばせて

いただいているように感じました｡このモヤモヤ感をすっきりさせるのは,山本先生ではな

く,筆者ともうー人の自分との自己内対話なのだと気づきました｡

教育研究三重県集会(県教研)に提案する実践として, 1年生の体育｢とびっこフェステ

ィバルワールド｣の授業づくりの暗も, ｢『とぶ』ということを重点的にやるのならば,子ど

もにトレーニングさせた方がずっと手っ取りばやい,むしろいろんな運動や遊びを総合的に

やっていくことで,結果として『とぶ』ことも高められればいいんじやないの｣と教えてい

ただきました｡山本先生のお言葉は,授業づくりにおいて,大いに考えさせられることばか

りでした｡

現職教員の大学院生制度のことを教えていただいたのも山本先生でした｡お話をいただい

てから,受験するまでに5年の歳月を要しましたが,お会いする度に,｢ご自分のことであり,

ご自分の人生なのだから,誰かに言われるからと言うのではなく,ご自分が決心することな

んじやないですか｣と,決心をつけかねている筆者の思いを奮い立たせるようにお話いただ

きました｡ 2004年(平成16年)に大学院を受験し合格した時,山本先生と握手をしながら

｢一緒にがんばっていきましょう｣と言われたことが昨日のことのように感じられます｡

あれから2年間,大学院ではいっも山本先生から｢小学校教師篠原充｣を意識したお言莱

をいただき,改めて自分の無知を感じました｡大学院で学べば学ぶほど,自分の無知さとわ

からないことがどんどん増していくことに気づきました｡山本先生が,小専体育ノートによ

くお書きになった｢なるほどと思ったことを本当にそうなのか問い直すことが大切です｣と

いう言葉をこれからの｢/ト学校教師篠原充｣の糧としていきたいです｡山本先生と同じ｢体



育人｣として,今後とも問いの世界で学び続けたいと思います｡

岡野先生とはじめてお会いしたのも, 2000年(平成12年)の秋, ｢ハッピーミュージカル

ワールド｣の授業づくりで山本先生の研究室を訪れた時でした｡授業づくりのアイデアを次

から次-出され, ｢何だこの人は｣と思ったのが第一印象でした｡授業構想に向けて,自分が

どうしたいか迷っている時は,いっも多くの示唆をいただきました.しかし,岡野先生もこ

うしたらという答えを言われることはなかったので,岡野先生と話した後も,自己内対話す

ることの連続でした｡岡野先生からは,自分がやってきた体育の授業,学校の授業がいかに

パラダイム転換を図れていないのかをくり返し教えていただきました｡｢ハッピーミュージカ

ルワールド｣の授業実践をセンター紀要に執筆するようすすめていただいたり,小専体育の

アイデアコンペを小学生と大学生のコラボレーションという形で実現させたり,多くの試み

に参加させていただきました｡大学院でどういう研究をしていくのかについても,体育科教

育学の現状から多くのことを教えていただきました｡岡野先生からは, ｢篠原論の確立を｣と

いうことをよくお話いただきました｡また, 『こどもと体育』の原稿執筆と授業実践をやって

みないかということを言っていただき,その時の跳び箱運動の授業実践はセンター紀要とし

てまとめることもでき,修士論文の実践-と繋げることができました｡また,修士論文のも

う一つの実践であるマット運動についても,どのように内容構成するのかということについ

て,相談にのっていただきました｡ありがとうございました｡岡野先生から,これをしてみ

たらどうですかと多くのことをご指導いただきましたが,結構大変なことも多く,でも,そ

れも私の専門性を高めるために先生が敢えて私に試練を与えてくださったと思っております｡

研究者岡野先生に対して,実践者篠原があまりにも力不足で,岡野先生のお話を納得するこ

とは多々ありましたが,私の方から｢岡野先生,私が考えたこれはどうですか｡解釈してく

ださい｡｣と言わせていただくことがあまりなく,実践者としてはあまりにも物足らない篠原

であったことを心よりお詫び申し上げます｡ただ,問い続けることのおもしろさ,体育を研

究するおもしろさを今ようやく感じ始めました｡今後も体育の研究を進め,岡野先生に私が

もってきた授業実践を解釈していただき,実践者として岡野先生にすこしでも太刀打ちでき

るように励んでいきたいと思います｡

上越教育大学名誉教授の青木異先生には,学びの会とその後の懇親会で,修士論文作成に

向けて,転がることの心地よさを共感すること,自己内対話によって転がることが生じてい

ること,単元としてのまとまりの考え方についてご示唆いただきました｡ありがとうござい

ました｡

東京学芸大学の松田恵示先生には,近鉄津駅まで車でお送りさせていただく中で, 1対1

のゼミをしていただき,運動の中心的なおもしろさが,基本の運動や体ほぐしの運動にもあ

るのではないか,子どもが転がろうとすること, ｢学習内容｣概念についてお教えいただきま

した｡ありがとうございましたo

保健体育科教育学の研究室の同じゼミ生として,まず森島君｡森島君には同じ大学院生と

して,体育科教育学について,研究室でたくさん議論を交わすことができました｡専門的知

識の多さと高度さに圧倒されると同時に,体育授業づくりについても語り合えたことは私の

財産です｡跳び箱運動授業実践では,ビデオ撮影や,プレイリーダーとして授業にかかわっ

てくれたし,授業がどうだったかについても,意見を交わすことができとても感謝していま



す｡また,生意気な所もありますが,小学校教師としての専門性を常に私に意識させてくれ

ました｡夫戸君には, 2年間に渡って,私に研究室のことを教えてくれて,研究室にはなく

てはならない存在でした｡小学校体育授業の準備を休日や朝早くから一緒にしてくれたし,

無理なお願いも快く引き受けてくれましたし,修士論文作成には,一緒に研究室で意見を交

わすことができました｡畑さん,成宗君,羽賀君には,私が研究室にいるのが楽しくなるよ

うに雰囲気づくりをしてくれました｡小倉さんと柳瀬先生には,同じ現職教員として,現場

教員の悩みや苦労を語り合うことができました｡小倉さんと柳瀬先生の間に大学院に来さし

ていただき,私は恵まれていたんだなと感じます｡位田さんには,同じ時期に修論と卒論作

成ということで,共に励ましながら論文を書くことができました｡論文を書く仲間がいたこ

とは心強かったです｡一緒に3月に卒業する研究室の仲間ですね｡ 3年生の加納くんには,

昨年の保体科追いコンで研究室に入ることをすすめてから親しく話するようになりました｡

マット運動実践の背支持前転,ゆうれい前転をビデオ撮りさせてもらったり,転がることが

どういうことなのか話を聞かせてもらうことができました｡また,授業でもマット運動の達

人として登場してもらったり,ビデオ撮影をしたりしてくれました.ありがとう.植野さん

には,回転遊びの3つの体軸の絵を措いてくれたり,共に授業に参加してくれたりしました｡

ありがとう｡菅沼君には,授業に参加してもらうことは少なかったのに,ポートフォリオの

作成をお願いしました｡ありがとう｡同級生だった木戸君,川島さん,徐さん,お互い励ま

し合い,がんばってこれたのも同級生のおかげです｡ありがとう｡そして,修士論文の中間

発表の後,保健体育科の先生方には,私の研究の気づいていない点,これからの研究の視点

など多くのご示唆をいただきました｡ありがとうございました.

たくさんの方々に支えられて, 2年間の大学院生活が送れましたし,また,修士論文を書

くことができました｡私が修士論文を作成しながら,改めて自分の知識不足と力不足を痛感

させられました｡しかし,今後も小学校教師として,体育授業実践を通して,体育人として

研究の歩みを進めていきたいと思います｡そして,みなさんから多くのことを教えていただ

き,体育研究が進められたらと思います｡まさに,人生は関係論だと実感しています｡多く

の方々-の感謝の気持ちをこめて,吹-の誓いを胸に本研究をとじたいと思います｡

最後になりましたが,私にいつも温かい言葉をかけてくれた母｡年老いているのに,修論

作成中の私のからだを心配してくれました｡ありがとうございました｡そして, ｢パパがんば

ってね｡｣といっも笑顔で応援してくれた悠華と優輝｡は-ちやんとゆうちやんが応援してく

れたからパパがんばれたんだよ｡は-ちやん,ゆうちやんありがとう｡パパは,は-ちやん,

ゆうちやんが大好きす｡そして,妻の美貴｡私のわがままを聴き入れてくれて, 2年間の大

学院での研修という状況に身を置かしてくれたことに感謝します｡美貴には大変苦労をかけ

たなと思います｡美貴が家族をしっかりと守ってくれたから私は大学院で2年間研修でき修

士論文を書き上げることができました｡美貴のがんばってという言葉に何度も勇気づけられ

ました｡美貴本当にありがとう｡この論文を,美貴,悠華,優輝に捧げます｡

2007年(平成19年) 2月8日

篠原 充
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